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宇宙地球科学専攻のアドミッションポリシー 
 

 本専攻は、専攻設立の趣旨として、「物理学の基礎を身につけ物理学の最先端

の成果を武器として宇宙地球科学の研究・教育を行う」ことを掲げている。その

ため、学部学生の教育を物理学科として一本化し、大学院においては、専攻独自

のカリキュラムに基づく教育と同時に、物理学専攻と合同の入学試験、研究発

表・評価方式を取り入れ、学習と研究の中に常に物理学的視点を持つことを重視

している。従って、本専攻に受け入れる学生に対しても、自然現象に対する素朴

な好奇心を持つと同時に、現象を可能な限り物理的、定量的に理解しようとする

態度、能力を学部段階において培ってきたことを求めている。宇宙地球科学専攻

の専門分野は、生物学を含む物質科学、地球・惑星科学、天文・宇宙論まで極め

て広い分野に広がっている。それぞれの分野においては、野外活動、観測技術、

実験技術、分析技術、機器開発、理論的考察等々、重視する視点が異なる。受け

入れたい学生も、上に述べた基本的資質を持つ限り、特定のスタイルにこだわる

ことはなく、様々なタイプの学生を受け入れている。 

 博士前期課程では、本専攻に関連する分野におけるプロフェッショナルな研

究者を志す者も、課程終了後に専門にこだわらず民間企業などに広く活躍の場

を求める者も、将来的に希望する進路に関わらず受け入れている。基本的には、

物理学を基礎にした知識や考え方を身に付けている学生を求めており、必ずし

も入学時に特定の専門分野に詳しい必要はない。 

博士前期課程は、自由に、また深く専門知識を身につけ、研究能力を磨くこと

のできる期間であるから、研究に邁進する強い決意をもった学生であることが

必要である。博士後期課程の学生は、独立した研究者として研究分野の最前線で

活躍し、民間企業や国公立の研究所等において、問題発見から解決のプロセスに

至るまで自立した研究者としての役割を果たすことが求められる。そのための

能力と意欲を持った者を広く積極的に受け入れている。 
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宇宙地球科学専攻 平成 30 年度総括報告 
 

専攻長 寺田 健太郎 

専攻の体制と人事  

 平成 30 年度も専攻の体制は基幹講座数が 8 で変更はありませんでしたが、4

月 1 日付けで赤外線天文学グループの住貴宏准教授が教授に昇進し、教授 9 人

体制となりました。また 10 月には、松本研究室に東北大学から野田博文助教が

着任しました。本年度は新たに 1 件の教授人事を進め、理論物質学グループの

波多野恭弘氏の採用が決まりました。この結果、平成 31 年度(令和元年度)から

川村教授の退職まで、理論物質学グループは 2 教授体制となります。林田清准

教授は、JAXA とのクロスアポイントを検討し締結しました。新年度より適用さ

れます。 

 1 年後の 3 教授の定年を控え、専攻として大変革期にさしかかっています。大

学全体の定員削減計画のため新たな人事への制約が厳しい状況ですが、研究教

育活動をより一層活性化するべく、専攻全体の将来計画に関して検討し、さらに

もう 1 件の教授人事を進めています。  

 専攻運営に多大な尽力していただいている専攻事務室も激動の一年でした。

奥澤夏子さんが 4 月末で退職し、その後任として高比良尚子さんに短期間のサ

ポート(5 月 1 日-7 月 31 日)に入っていただきました。奥澤さんの後任には 7 月

1 日付けで山本彩永さんを雇用しました。また６月末には西川和子さんが退職さ

れ、後任として 7 月 16 日付けで加納洋子さんを雇用しました。さらに、長年専

攻運営にご貢献いただいた土屋絵理さんと藤田あずささんが 3 月末で退職する

ことになり、後任として常盤真理子さん、石井サワミさんを採用しました。平成

31 年度(令和元年度)は 5 人体制で運営していくことになります。 

 

専攻予算と研究費  

 大学運営費の削減は昨今の厳しい事情ですが、節電による電気代削減や各種委

員会経費削減等の自助努力を続け、各専攻への配分に大きな変化が生じ無いよ

うに研究科レベルでの配慮を続けています。今年度は、電気代の減額や、大学本

部から貢献度の高い部局として理学研究科への追加配分などがあり、ここ数年

の中では比較的潤沢であったので、研究科長裁量経費で F 棟の廊下・階段・玄

関ロビーの LED 化・自動照明化、洗面所の水洗を自動化しました。また専攻共
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通予算で、F 棟セミナー室(F227, F313)の AV 機器の整備、玄関ロビーの有効利

用のため扉とテーブルの設置を進めました。 

 専攻構成員による外部資金獲得状況としては、例年程度の科学研究費補助金

及びその他の研究費を受領しており、何とか凌ぎました。間接経費の主な用途と

して、大型外部資金獲得者による研究のための事務職員人件費や整備費、及び専

攻内共通部の各種整備項目に充当しました。しかし、全国的な運営費交付金の減

額傾向は先行きが読めず、今後の大きな課題として残っています。 

 

教育・研究の状況  

 平成 30 年度から大阪大学では 4 学期制が開始となりました。多くの科目では

これまで同様に春夏学期や秋冬学期を通しての授業が行われていますが、一部

の授業では 4 学期制科目としてスタートしています。さらに平成 31 年度からは

全学レベルでの大幅なカリキュラム改革を迎えるため、何度も議論を行いまし

た。なかでも全学に対する新設科目の宇宙地球科学 I,II(各々7.5 コマ、6 講座同

時開講)は専攻教員の多くが関与することから、シラバスおよび講義内容につい

て意見交換を行いました。博士後期課程への希望者は限られますが、活気ある学

生も多く見受けられ、学会での受賞等も多々有りました。一方で、社会に向かう

卒業生の就職状況も好調で、真に優秀な人材を生み出せるよう、今後も教育研究

環境の整備を進めていければと思います。  

 研究関係では、4 月に藤田裕准教授の研究チームが「宇宙最大の天体、銀河

団の成長の基本法則を発見！―銀河団は今なお成長している―」について、8

月に寺田健太郎教授の研究チームが「地球近傍小惑星イトカワの年代史を解明 

―やっぱり古かった！「はやぶさ」が採取した小惑星微粒子の絶対年代分析に

成功！―」 について、9 月には横田勝一郎准教授の研究チームが「世界初！宇

宙空間でプラズマの波を介した粒子のエネルギー輸送を実証」 について、 翌

年 3 月には佐々木晶教授・木村淳助教の参加した小惑星探査機「はやぶさ 2」

の研究チームが「リュウグウの表面地形、多色画像、熱物性から探る母天体の

進化」について、植田千秋准教授・寺田健太郎教授らのグループが「ポケット

サイズの磁石で金、プラチナなどの希少金属を分離・抽出する原理を実証！」

について、プレスリリースしました。 また、11 月には「輻射磁気流体シミュ

レーションコードの開発と原始星・星周円盤形成の研究」により富田賢吾助教
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が平成 30 年度大阪大学賞を受賞しました 。これらのニュースは専攻 WEB や

研究科 WEB にも掲載されています。 

  

管理運営・その他  

 平成 30 年は大きな天災に見舞われた年でした。6 月 18 日には、最大震度６弱

の大阪府北部地震が発生し、豊中キャンパスも震度 5 強の揺れが発生しました。

幸いなことに、大きな怪我人は出なかったものの、建物や実験装置やパソコンな

どが破損する多くの被害が出ました。また、9 月 4 日にはカテゴリー5 の大型台

風 21 号が近畿地方を直撃し、校内の木々がなぎ倒されるなど甚大な被害があり

ました。当専攻でも F 棟 6 階の廊下の窓ガラスが窓枠ごとはずれ地上に落下す

る事故が発生しましたが、幸いにも怪我人はありませんでした。 

 平成 28 年秋頃から度々メールサーバートラブルが起こっていたため、本年 9

月 26 日付けで esstop のサーバは廃止し、研究室単位で阪大キャンパスメール、

もしくは外部業者のメールサービスへ大規模な移行を行いました。本件に関し

ては、専攻 ODINS 委員（木村助教、河井助教）のご尽力をいただきました。こ

こに感謝いたします。 

 

最後に  

 このように、平成 30 年度は文字通り

波瀾万丈な一年でした。個人的には、全

学の重責や、研究科の業務も重なり、パ

ンク寸前の状態でしたが、構成員の皆さ

んのサポートにより、大過なく一年を乗

りきることができました。ここに、改め

て感謝したいと思います。尚、平成 31

年度（令和元年度）は長峯健太郎教授へ

専攻長を引き継ぐことになりました。今

後とも宇宙地球科学専攻をよろしくお

願い致します。  
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研究室名  卒研４年生 その他

宇宙進化学 教　授 長峯　健太郎 Ｄ２ 荒田　翔平 Ｍ２ 足立　智大  猪飼　洸太郎 清水　一紘

招へい教授 Isaac SHLOSMAN 国松  翔太  佐藤　亜紗子 （特任）

准教授 藤田　裕 岡本　和範  福島　啓太 田中　圭

助　教 富田　賢吾 蔵貫　諒  松本　光生 （特任）

特任准教授 Luca BAIOTTI 牧野　謙  Swarnim SHASHANK Raphael SADOUN

特任助教 岩﨑　一成 Ｍ１ 中井　雄介 （留） （特任）

（2/28退任） 仲田　祐樹  Kahmin GOH Ardaneh KAZEM

（留） （特任）

 Abednego WILIARDY 小野　智弘

（留） （特任）

 Robin ZECH 小林　将人

（留） （JSPS）

Pierre MARCHAND

（JSPS）

Ｘ線天文学 教　授 松本　浩典　 Ｄ１ 米山　友景 Ｍ２ 岩垣　純一  石倉　彩美

准教授 林田　清　 岡崎　貴樹  服部　兼吾

助　教 野田　博文 花坂　剛史

（10/1着任） 古市　拓巳

Ｍ１ 朝倉　一統

井出　峻太郎

周戸　怜

中田　諒

理論物質学 教　授 川村　光　 Ｄ２ 上松　和樹 Ｍ２ 市村　拓也  西原　脩平 仲澤　一輝

准教授 湯川　諭 小川　匠  野崎　晃平 （特任）

助　教 青山　和司 幸城　秀彦  李　叡 水田　耀ピエール

Ｍ１ 高谷　慧 （特任）

西江　章浩

渡辺　壮流

惑星科学 教　授 寺田　健太郎 Ｍ２ 新述　隆太  津田　洸一郎

准教授 植田　千秋 橋口　友実  出口　雅樹

准教授 山中　千博 蓮中　亮太  室田　雄太

准教授 横田　勝一郎 藤本　駿

助　教 河井　洋輔 前薗　大聖

諸本　成海

Ｍ１ 松崎　太郎

村山　純平

山口　若奈

渡邊　宏海

惑星内部物質学 教　授 近藤　忠 Ｍ２ 大川　耀平  堺　弘行

准教授 谷口　年史 猿樂　直樹  土井　惇司

　 准教授 寺崎　英紀 原田　啓多  枡田　夏丸

助　教 境家　達弘 廣海　真吾

廣本　健吾

Ｍ１ 神谷　朝香

鶴岡　椋

山田　伊織

吉田　和樹

赤外線天文学 教　授 芝井　広 Ｄ３ 桒田　嘉大 Ｍ２ 井戸　雅之  小路　ひかる

教　授 住　貴宏 須藤　淳 河崎　滉平  田中　譲

助　教 松尾　太郎 伊藤　哲司 合田　翔平  西本　巧

Ｄ２ 大山　照平 辰巳　耕介  山脇　翼

永金　昌幸 宮﨑　翔太

平尾　優樹 Ｍ１ 佐伯　守人

Ｄ１ 谷　貴人 末松　春乃

（～9/30） 近藤　依央菜

坪井　隆浩

宇宙地球科学専攻メンバー表　　　　　　　　　　　　

教　職　員 博士後期課程 博士前期課程
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研究室名  卒研４年生 その他

惑星物質学 教　授 佐々木 晶 Ｄ２ 金丸　仁明 Ｍ２ 五十嵐　優也  島名　亮太

准教授 大高　理 西谷　隆介 岡本　和斗  谷口　翔一

准教授 佐伯　和人 田中　宏和  松井　俊樹

助　教 木村　淳 吉田　桃太朗  山田　幸子

Ｍ１ 大西　佑輝  LEE YUN YAN

荻島　葵 （留）

神田　志穂

小島　晋一郎

松井　弥志

地球物理化学 教　授 中嶋　悟 Ｄ３ 梅澤　良介 Ｍ２ 上坂　怜生  島村　優太朗

准教授 久冨　修 中屋　佑紀 市場　達矢  中島　碩士

准教授 廣野　哲朗 工藤　幸会 中野　友貴  松岡　夏季

助　教 桂　誠 Ｄ２ 金木　俊也 Ｍ１ 生野　雄大  三宅　杏奈

助　教 中山　典子 森藤　直人 岡田　克也  山下　修平

特任准教授 癸生川　陽子 Ｄ１ 山北　絵理 小林　樹

（クロアポ）（3/31退任） 福家　朱莉

森本　芳

横山　友暉

長田　史應

合　計  Ｂ４：２８名 ９名

 留学生：　５名

協力講座

教　授 中井　光男 Ｍ２ 江頭　俊輔

准教授 坂和　洋一 太田　雅人

福山　祐司

藤原　字央

Ｍ１ 泉　智大

合　計

非常勤事務員 奥澤　夏子（芝井研）（～4/30） 澤本　茂美（松本研・専攻共通）

城　裕子（川村研） 高比良　尚子（芝井研・寺田研）（5/1～7/31）

土屋　絵理（佐々木研・中嶋研） 加納　洋子（近藤研・寺田研）（7/16～）

山本　彩永（芝井研・専攻共通）（7/1～） 藤田　あずさ（長峯研・川村研・専攻共通）

西川　和子（寺田研・近藤研）（～6/30）

（クロアポ）：クロスアポイントメント制度

（特任）：特任研究員

（JSPS）：学振特別研究員

（留）：留学生

Ｍ１：１名

教　授：１名 Ｍ２：４名

博士後期課程

准教授：１名

招へい教授：１名

特任准教授：２名

特任助教：１名

博士前期課程

レーザー科学
研究センター

Ｄ１：３名

教　授：９名

助　教：９名

Ｄ３：６名 Ｍ２：３５名

准教授：１２名 Ｄ２：９名 Ｍ１：３３名

教　職　員
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（単位：円）

講座経費
学部

学生経費
大学院

学生経費
留学生経費

設備維持
運営費

長峯研究室 1,431,158 97,448 580,306 0 35,920 2,144,832

松本研究室 1,222,448 48,724 541,955 0 0 1,813,127

寺田研究室 2,057,288 73,086 541,680 0 610,640 3,282,694

川村研究室 1,431,158 73,086 433,619 0 0 1,937,863

佐々木研究室 1,744,223 97,448 704,734 0 0 2,546,405

中嶋研究室 1,952,933 121,810 1,193,346 0 0 3,268,089

近藤研究室 1,744,223 73,086 487,512 0 251,440 2,556,261

赤外線天文学 1,535,513 97,448 1,247,789 0 0 2,880,750

合　　計 13,118,944 682,136 5,730,941 0 898,000 20,430,021

※　昨年度の精算額、次年度への繰越額は含まない。

研究グループ名

当 初 配 分

合　計

運営費交付金　研究グループ配分一覧
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（単位：円）

収 入 の 部 金 額 支 出 の 部 金 額

教育研究基盤経費 33,636,000 研究室への配分 20,430,021

留学生経費 0 講座経費 13,118,944

放射線安全委員会経費 0 学部学生経費 682,136

ＴＡ経費 0 大学院学生経費 5,730,941

　 設備維持運営費 898,000 留学生経費 0

間接経費 7,355,000 　　設備維持運営費 898,000

専攻共通経費 1,603,690

物理学科経費 582,121

物理系図書費 2,289,989

教員人件費（非常勤講師） 416,000

職員人件費（秘書） 13,558,117

ＴＡ経費 0

移算・精算額 3,009,062

合　　計 41,889,000 合　　計 41,889,000

運営費交付金　当初配分収支計算書
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研究者 研究課題名

＜特別推進研究＞

（繰越）住　貴宏 近赤外線重力マイクロレンズ観測による
冷たい系外惑星及び 浮遊惑星の探索

115,000 千円

継続 住　貴宏 近赤外線重力マイクロレンズ観測による
冷たい系外惑星及び 浮遊惑星の探索

5,805 千円

＜新学術領域研究＞

新規 富田　賢吾 巨大分子雲における星団形成機構の観測的解明
（分担、代表：大西　利和）

500 千円

継続 寺崎　英紀 核－マントル物質の構造と物性
（分担、代表：鈴木　昭夫）

1,775 千円

（繰越）林田　清 光子計数ピクセル検出器で実現するG2格子不要の
X線タルボ干渉計

2,350 千円

継続 廣野　哲朗 観察・観測による断層帯の発達過程とミクロから
マクロまでの地殻構造の解明
（分担、代表：竹下　徹）

840 千円

＜国際共同研究加速基金＞

新規 松尾　太郎 科学衛星の観測環境を模擬した地球型系外惑星観測
のための高安定分光器の性能評価

11,000 千円

新規 富田　賢吾 Athena++による星形成過程のマルチスケール輻射磁気
流体シミュレーション

5,861 千円

科学研究費補助金(文部科学省･日本学術振興会)受け入れ状況　

種　別 金　額
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研究者 研究課題名

＜基盤研究＞

S 継続 川村　光 フラストレーションが創るスピンテクスチャ 30,100 千円

S 継続 山中　千博 地上衛星複合観測網による地殻変動準備過程と
地下流動・津波の監視・予測技術の開発
（分担、代表：服部　克巳）

0 千円

A 新規 寺田　健太郎 有機物を含む地球外物質の完全非破壊キャラクタリ
ゼーション分析法の開発

1,573 千円

A 継続 長峯　健太郎 精密構造形成論へ：宇宙におけるバリオン、メタル、
ダストの分布

5,800 千円

A 継続 長峯　健太郎 Understanding formation of supermassive black
hole seeds at high-redshift via direct collapse
（分担、代表：Shlosman Isaac）

1,500 千円

A 継続 松本　浩典 硬X線望遠鏡で探る活動銀河核の構造と進化
（分担、代表：粟木 久光）

1,000 千円

A 継続 木村　淳 巨大ガス惑星の衛星形成の標準モデルの構築
（分担、代表：井田　茂）

800 千円

A 継続 Shlosman Isaac Understanding formation of supermassive black
hole seeds at high-redshift via direct collapse

6,100 千円

A 継続 横田　勝一郎 地球惑星超高層大気の中性粒子分布・力学構造の実証
解明を実現する直接観測の基盤構築
（分担、代表：齋藤　義文）

2,200 千円

A（繰越）松尾　太郎 地球型系外惑星の熱放射観測のための超高安定分光
装置の開発と宇宙望遠鏡への提案

9,400 千円

A 継続 松尾　太郎 地球型系外惑星の熱放射観測のための超高安定分光
装置の開発と宇宙望遠鏡への提案

2,100 千円

種　別 金　額
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研究者 研究課題名

＜基盤研究＞

B 新規 佐々木　晶 宇宙風化作用・熱疲労による天体表面進化：
はやぶさ２探査結果の実証

8,500 千円

B 新規 芝井　広 遠赤外線点源の気球搭載干渉計による高解像観測 7,600 千円

B 新規 寺田　健太郎 ガス惑星の大移動は生まれたてのS型小惑星を破壊した
のか？
（分担、代表：宮原　正明）

600 千円

B 継続 山中　千博 月岩石中カリ長石に含まれる窒素・水素同位体から
解読する水惑星・地球の起源と進化
（分担、代表：橋爪　光）

1,000 千円

B 継続 横田　勝一郎 衛星多点観測と計算機シミュレーションによる
内部磁気圏のイオン組成変化要因の探求
（分担、代表：能勢　正仁）

200 千円

C 継続 木村　淳 氷天体地下海の安定性と進化のモデルの構築 800 千円

C 継続 湯川　諭 破壊現象の非平衡ダイナミクスと統計力学的性質 700 千円

C 新規 藤田　裕 新時代の銀河団宇宙線の起源の探求 2,100 千円

C 新規 富田　賢吾 輻射流体力学シミュレーションのためのオパシティ
および状態方程式計算コードの開発
（分担、代表：廣瀬　重信）

150 千円

C 継続 Baiotti Luca Exploring magnetic properties of neutron-star
matter through gravitational waves

1,500 千円

C 継続 境家　達弘 惑星核条件における惑星内部物質の音速と密度の関係
（バーチ則）の検証

800 千円

C 新規 中山　典子 水圏中における金属硫化物ナノ粒子の生成・変化過程
の実験的追跡と物質循環への寄与

1,800 千円

種　別 金　額

-14-



研究者 研究課題名

＜若手研究＞

A 継続 富田　賢吾 大規模マルチスケールシミュレーションによる星初期
質量関数の起源の探求

4,700 千円

B 継続 青山　和司 フラストレート磁性体における格子歪みの効果の
理論的研究

836 千円

＜挑戦的萌芽研究＞

継続 川村　光 地震断層のスロースリップ現象の統計物理的研究 1,131 千円

（繰越）寺田　健太郎 ナノスケール多元素同位体顕微鏡の実用化と
元素合成過程の物質科学的探求

937 千円

継続 寺田　健太郎 ナノスケール多元素同位体顕微鏡の実用化と
元素合成過程の物質科学的探求

1,500 千円

（繰越）林田　清 秒角以下で天体サイズを測定する多重像式X線干渉計の
発明

1,946 千円

新規 林田　清 X線偏光フィルタ機能つき蛍光X線元素分析3D撮像
カメラの開発

3,900 千円

継続 富田　賢吾 先進的手法を用いた宇宙流体シミュレーションの
高速化

650 千円

＜特別研究員奨励費＞

新規 小林　将人 分子雲形成・進化・破壊と大質量星形成過程に
基づいた銀河進化史の解明

1,100 千円

継続 Pierre Marchand 星形成過程における角運動量輸送：惑星形成過程の
理解に向けて

1,000 千円

新規 中屋　佑紀 その場分光観測による腐植物質生成模擬過程の速度論
的追跡

800 千円

新規 金木　俊也 炭質物の熱熟成特性から読み解くプレート境界断層の
滑り挙動

900 千円

継続 平尾　優樹 世界初の近赤外線による重力マイクロレンズ法を
用いた系外惑星探査

800 千円

新規 米山　友景 keV-X線超過成分を通した単独中性子星進化の
研究及び質量―半径の測定

1,000 千円

種　別 金   額
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相手先 研究者 研究課題名

＜共同研究　及び　受託研究＞

東京大学地震研究所 川村　光 地震活動パラメターと地震発生場の応力の間に成り
立つ定量的関係式

500 千 円

自然科学研究機構アストロ
バイオロジーセンター

住　貴宏 PRIME1.8m近赤外線望遠鏡を用いた共同研究 16,000 千 円

宇宙航空研究開発機構 住　貴宏 太陽系外惑星研究のためのWFIRST
コロナグラフの開発

400 千 円

大阪大学                  
国際共同研究促進プログラム

長峯　健太郎 宇宙論的視点で追う巨大ブラックホールの生成と
進化

500 千 円

多木化学株式会社 中嶋　悟 コラーゲン等の保湿特性評価 456 千 円

宇宙航空研究開発機構 松本　浩典 炭素繊維強化プラスチック（CFRP)の超精密加工
による高角度分解能硬X線反射鏡基板の開発

1,000 千 円

宇宙航空研究開発機構 松本　浩典 広帯域X線撮像検出器の開発にむけたSOI-CMOS
シリコンピクセル素子のモジュール化（分担）

1,600 千 円

株式会社タクマ 植田　千秋 磁気を利用した焼却灰中成分の分離技術に関する
相談

100 千 円

宇宙航空研究開発機構 林田　清 探査機搭載を目指した三次元ズーム蛍光X線分析装
置の開発

1800 千 円

コンポン研究所 山中　千博 地震先行現象の物理解明 2,700 千 円

宇宙航空研究開発機構 山中　千博 月極域表面水探査用レーザー同位体分析装置の開発 2,448 千 円

宇宙航空研究開発機構 山中　千博 ガス中微量水分計の小型・軽量・ロバスト化技術の
研究（分担）

216 千 円

神戸大学　　　　　　　　　
科学技術試験研究委託事業

富田　賢吾 星形成・原始惑星系円盤の大規模シミュレーション
（分担）

5,229 千 円

国立天文台
ALMA共同科学研究事業

富田　賢吾 ALMAのための観測的可視化フレームワークの構築 2,300 千 円

宇宙航空研究開発機構 松尾　太郎 LUVOIRのための光子計測型高安定瞳分光測光装置の
設計

273 千 円

宇宙航空研究開発機構 松尾　太郎 フォーメーションフライト（FF）技術の研究-FFに
よる赤外線干渉計の研究

182 千 円

その他の研究費受け入れ状況　

金　額
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相手先 研究者 研究課題名 金　額

＜研究助成金＞

アルプス電気株式会社 中嶋　悟 有機無機複合材料の分光学的特性評価に対する研究 1,000 千 円

アルプスアルパイン株式会社 中嶋　悟 湿度変化における材料の特性評価 1,000 千 円

大阪大学
国際合同会議助成事業

富田　賢吾 Athena++ Workshop 2019 1,000 千 円

三菱財団 松尾　太郎 地球型系外惑星の大気分光のための超高安定分光器
の開発

2,500 千 円

＜大学院オナー特別コース＞

理学研究科 西谷　隆介 500 千 円
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化学専攻

F530 F529

化学専攻 化学専攻 高分子科学専攻
宇宙地球科学
低温実験室

化学専攻 川村研 化学専攻
F628

赤外線天文学G

化学専攻

F632

化学専攻

F532

化学・
高分子科学共通川村研 川村研

高分子科学専攻
化学専攻

F528 F527 F627

F630 F629 G018

F526 F525 F626 F625

G016

化学・
高分子科学共通

長峯研 G013

F623

G015

F523 F624

川村研 長峯研 事務部倉庫

川村研

F524

F620

F522 F521 F622 F621

松本研

F517

長峯研

F617 G012

松本研

川村研 長峯研

化学専攻

川村研 長峯研

F520

G004

化学専攻

長峯研

F611

客員研究室
G007

化学専攻

松本研

F614 F613

F513
長峯研

学生実験室
（ドーム室）

F515 G008
F616

高分子科学専攻
長峯研

F516

受水槽置場
給湯室

F503

EVF701

物置

F603

WC EVﾎｰﾙ

EV
G006 G003

[学部等設備室]
電気室

[学部等設備室 ]

松本研

F608会議室

長峯研

F502

松本研

F608 F601

EV
F508

F510

WC WC

松本研

Ｆ棟（1階-7階）
５階

Ｆ棟（1階-7階）
６階

Ｆ棟（1階-7階）
７階＜屋階＞

Ｆ棟（1階-7階）
Ｇ棟（Ｂ1階）

F432F232

佐々木研 化学専攻
F130

F329

F132

寺田研

中嶋研

F327 F428

近藤研
佐々木研 佐々木研 近藤研

F430

化学専攻

F230

寺田研

F332

F323

中嶋研 川村研

佐々木研

佐々木研 近藤研
F128 F228

セミナー室Ⅱ

F429

佐々木研 中嶋研
F328

佐々木研 中嶋研 近藤研
F326 F426

暗室

F330
佐々木研

佐々木研
F227

佐々木研

中嶋研

近藤研 学生実験室

近藤研

佐々木研
近藤研 寺田研

F122 F121 F222 F221 F322 F321

F424 F423

近藤研 近藤研
F126 F226 F225 F324

F224 F223

[学部等設備室]
電気室

F111

佐々木研

F422 F421

赤外線天文学G
F116 F220 F420

寺田研
中嶋研

F216 F317 F416

中嶋研

F217

赤外線天文学G
寺田研

F417

寺田研
F413

F213 F316 F315 F415

F215

近藤研 寺田研

F320

WC
学生実験室

中嶋研
宇宙地球秘書室

F109

中嶋研

F313

[学部等設備室]
設備室

F212

F102講義室
（124人収容）

ｾﾐﾅｰ室Ⅰ

寺田研

赤外線天文学G

赤外線天文学G

F308 F408

WC

F210

WC

F310

WC

F410

EV EV EV

寺田研赤外線天文学G

EV

F102

Ｆ棟（1階-7階）
３階

Ｆ棟（1階-7階）
４階

玄関ﾎｰﾙ

F202

近藤研

F302 F303 F402 F403

F202講義室
（100人収容）

赤外線天文学G 赤外線天文学G 寺田研

宇宙地球科学棟［Ｆ棟及びＧ棟地下］　　平　面　図　

・・・宇宙地球科学専攻使用スペース

・・・他専攻または理学部共通スペース

Ｆ棟（1階-7階）
１階

Ｆ棟（1階-7階）
２階

寺田研

F203
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教務関係 

 

 理学部物理学科のカリキュラムについては、前年度までのものを継続した。学部成績の GPA 制

度は、全学年に行き渡った。理学研究科宇宙地球科学専攻の大学院カリキュラムについて、本年

度については、変更は無かった。2015 年度より、博士後期課程への進学を前提としたプログラム

として、大学院理学研究科にもオナープログラムが設置され、宇宙地球科学専攻から１名が採用

されているが、2018 年度の新たな採用はなかった。 

 第三期中期目標に向けた大規模な教育改革の一環として、学事暦が４学期（春・夏・秋・冬学

期）制に変更され、2017 年度より開始した。それに対応して、学部・大学院とも、物理学、宇宙

地球科学分野のカリキュラムの再検討／再構築を行った。大学院では、２年に 1 回、２単位とし

て開講されていた講義の約半数が、毎年に１単位の講義として開催されるようになった。また、

２単位の講義でも、２コマを使い集中的に講義を行ったケースもある。 

 

 

 

博士前期課程大学院入試（第 1 次募集と第 2 次募集） 

 

宇宙地球科学専攻は、8 月末もしくは 9 月初めに物理学専攻と合同で第 1 次募集の大学院入学

試験を行うと同時に、2005 年度からは、より広い分野からの人材を受け入れるべく、10 月に専

攻独自の第 2 次募集を行っている。 

第 1 次募集（定員 28 名）は、2018 年 8 月 28 日～8 月 30 日に行われた（出願期間：2018 年 7

月 11 日～13 日、合格発表：9 月 7 日）。筆記試験は 8 月 28 日 9:00-12:30 に物理、14:00-15:00

に英語の試験が行われた。これに引き続いて口頭試問が 8 月 29 日 10:00-18:00 と 30 日 9:30-

13:00 に行われた。宇宙地球科学専攻の合格者は 30 名であった（入学者は 23 名）。 

第 2 次募集（定員若干名）は、2018 年 10 月 27 日に筆記試験と口頭試問が行われた（出願期

間：2018 年 10 月 11 日～12 日、合格発表：11 月 7 日）。9:30-10:30 に英語、11:00-12:30 に宇

宙地球科学・小論文の筆記試験が行われた。小論文は、天文学・宇宙物理、地球科学、物性、一

般物理などの分野の 4 問のうち 2 題選択とした。引き続いて口頭試問が 14:00 から行われた。こ

の試験の結果、12 名の受験者から 7 名が合格した（入学者 6 名）。 

 

第 1 次募集、第 2 次募集を合わせて、合計 29 名が博士前期課程に入学した。大学院の過去の

入試問題は、ホームページ 

  http://www.ess.sci.osaka-u.ac.jp/japanese/kakomon.html 

に掲載されている。 
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宇宙地球科学専攻所有大型装置一覧

品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）
川村研究室

並列計算機 1
1U Rack Customized Server, 2U 
Rack Customized Server

2007年 6,719

近藤研究室
X線発生装置　  1 Cut.No.4012 1996年 8,000
ローターX線発生装置 1 RU-200 4148 1996年 8,200
IP型X線回折装置 1 R-AXIS(IV) 1998年 18,900
顕微ラマン分光装置 1 日本分光 2002年 23,000
DAC用レーザー加熱装置 1 日本レーザー 2008年 9,500
高周波スパッター装置 1 サンユー電子 2004年 4,700
デジタル・フォスファ・オシロスコープ 1 米国テクトロニクス社　DPO5054 2011年 1,585
３Ｄプロッター 1 ローランドディー．ジー．MDX-40A 2011年 719
動き解析高速カメラ 1 キーエンス　VW-6000 2011年 966
液体ヘリウム再凝縮装置 1 仁木工芸　PT410HeRL-FS 2013年 11,970
微小部X線回析装置 1 RINT-RAPIDⅡ 2013年 32,550
任意波形/ファンクションジェネレータ 1 AFG3251C/テクトロニクス 2014年 842
高感度CMOSデジタルカメラ 1 ORCA-Flash4.0/浜松ホトニクス 2014年 2,309
高解像度Ｘ線イメージングユニット 1 M11427-42-YAG/浜松ホトニクス 2014年 2,155
Ｘ線イメージングシステム用ステージ 1 理学相原精機 2014年 1,047
三次元水圧マイクロマニピュレータ 1 WR-6-1/成茂科学器械研究 2014年 567
Hydrothermal ダイヤモンドセル 1 Model HDAC III 2015年 1,068
プログラム温度コントローラ 1 200V-30A 2016年 594
密度・音速測定用高温真空炉 1 ナガノ 2016年 6,296
カービンコータ（ヘッドステイ付） 1 CADE-HS/NN, メイワフォーシス 2017年 1,390

佐々木研究室
1000トン超高圧発生装置 1 NP-1000 1988年 基礎工より移
高圧発生装置 1 キュ—ビック型700ton 1995年 27,538
原子間力顕微装置AFM 1 SIIナノテクノロジーNanopics 2003年 秋田大学より
月面観測用画像分光望遠鏡 1 JFEテクノリサーチALIS 2003年 秋田大学より
スライディングルーフ天体観測ドーム 1 協栄産業SR-2x4.5 2004年 2,888
ダスト加速装置 1 2014年 京都大学より

赤外線天文学グループ
宇宙観測データ解析用サーバー 1 大阪大学 2011年 9,941
恒温槽（-40～+100℃） 1 タバイエスペック 常深研より移管

松本研究室
クリーンルーム 1 1994年 20,000
Ｘ線発生装置 1 1995年 12,000
二結晶分光器 1 1997年 30,000
２１ｍビームライン 1 1997年 25,000
I.T STAR DOME 2800 観測室付き 1 アストロ工学工業（株） 2004年 3,780
CCD評価装置 1 浜松ホトニクス㈱　SSD-01 2004年 4,673
開放型マイクロフォーカス 1 浜松ホトニクス㈱　L8321-01 2004年 13,965
高性能三次元空気ばね式防振台 1 ヘルツ株式会社　TDIS-2012LAKY 2005年 1,595
パルスチューブ冷凍機 1 岩谷瓦斬株式会社　P007 2005年 1,352
パルスチューブ冷凍機用コンプレッサー 1 岩谷産業株式会社 2006年 14,679
ＮＡＳマシン 1 ｼｰﾃｨｰｿﾘｭｰｿﾝ社　RANS-5250GBSR2 2007年 815
ターボキューブ排気ユニットキャスター 1 ファイファーバキューム 2008年 1,491
CCDカメラ冷却装置 1 岩谷瓦斯(株)製　CRT-P007-HTN 2008年 2,520
CCDカメラ冷却装置 2 岩谷瓦斯(株)製　CRT-P007-HTH 2009年 4,986
CCD実験用大型真空装置 1 堀口鉄工所製　CV-500 2010年 1,480
冷凍機 1 住友重機械工業㈱　SRS-2110 2010年 2,205
冷凍機 1 住友重機械工業㈱　SRS-2110 2011年 2,352
MIO-PreFMボード 2 三菱重工株式会社　99AS50505 2012年 3,215
SpaceCard-PreFMボード 1 三菱重工株式会社　99AS50506 2012年 1,665
1段スターリング冷凍機駆動電源 1 住友重機械工業㈱　KE0757TA 2012年 9,996
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品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）
寺田研究室
イオンマイクロアナライザー 1 日立IMA2A 1980年 34,700
AFM装置 1 JSPM4200 1999年 16,275
振動磁力計・大型ﾍﾙﾑﾎﾙﾂｺｲﾙ 1 2002年 1,300
３Dリアルサーフェス顕微鏡一式 1 VE9800　キーエンス 2006年 13,177
エネルギー分散型X線分析装置 1 Genesis 2000 EDAX 2006年 7,140
高周波電子スピン共鳴年代測定装置 1 2008年
テラワットコヒーレント白色光ライダー受信装置 1 2008年
分析走査電子顕微鏡 1 JEOL JSM-6010A 2012年 11,949
ネオオスミウムコーター 1 Nwoc-STB 2012年 2,262
電子スピン共鳴年代測定装置 1 JES-X320 2013年 36,750
MULTUM-SIMS 1 JEOL製 2006年
フェムト秒レーザー 1 スペクトラフィジックス社製 2013年 25,200
真空蒸着装置 1 JEE-420 2013年 2,310
EDSシステム 1 Thermo Scientific NORAN System 2013年 8,719

中嶋研究室
顕微フーリエ変換赤外分光光度計 1 MFT2000 1993年 15,995
ﾗﾏﾝ・ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ分光ｼｽﾃﾑ 1 Raman One 1994年 9,260
レーザー顕微鏡 1 FUX-B5SP-Ar 1998年 6,915
DNAシーケンサー 1 SQ-5500 1998年 6,405
近接場顕微分光装置 1 POPS NFIR-200 2000年 37,931
生体分子精製装置 1 AKTA purifier 2001年 6,332
化学発光解析装置 1 Fluor-S/MAX 2001年 6,294
顕微可視分光計用検出器システム 1 DV4200E 2003年 4,515
顕微赤外分光用近接場顕微鏡 1 NFIR-300N 2003年 22,312
流体その場観察セル 1 H-ATR200 2004年 4,998
高温高圧その場観察装置 1 HP-IR1000 2004年 7,998
３次元顕微鏡　冷却カラーCCDカメラ 1 DB441 F1 2004年 4,501
３次元顕微鏡　オートフォーカスZ軸 1 AF Z 2004年 1,910
３次元顕微鏡　3D画像解析システム 1 Auto ３D 2004年 2,588
比表面積測定装置 1 Shimadzu FlowSorb III 2305 2008年 2,069
TG/DSC 熱分析装置 1 NETZSCH STA499F3 Jupiter 2009年 11,581
水熱合成装置 1 HPテクノス 社製 2010年 6,500
ラマン顕微鏡 1 XploRA 2011年 13,944
熱分析装置STA449F3用ハイスピード炉 1 NETZSCH 2011年 3,076
赤外顕微鏡システム 1 IRT-5200OH 2014年 4,795
フーリエ変換赤外分光光度計 1 FT/IR-4100STOH 2014年 1,978
分子間相互作用解析装置 1 Single-Q 2014年 1,580
ガスクロマトグラフ質量分析装置 1 GCMS-QP2010 2015年 8,694
紫外可視分光光度計 1 V-750CH 2015年 1,976
ガスクロマトグラフ質量分析装置 1 GC/MSソリューション（ソフト） 2016年 1,468

長峯研究室
並列計算機 1 VT, 2U Rack Customized Server 2014年 4,733

データストーレージ 1
ラックマウント型ストーレージシス
テム

2015年 648

並列計算機 1 Visual Technology VT64 Server 2016年 2,236
並列計算機 1 Real Computing RC Viento 2016年 480

並列計算機 1
RC C-Serverクラスタリングシステ
ム

2016年 4,999

並列計算機 1 RC R-X ラックマウントサーバー 2018年 1,328
並列計算機 1 RC R-X ラックマウントサーバー 2018年 1,296
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大 学 院 学 部 共 通 教 育 大 学 院 学 部 共 通 教 育

川村　光 理論物性学セミナー 宇宙地球科学特別研究 長峯　健太郎 宇宙進化学セミナー 宇宙地球科学特別研究 宇宙地球科学１(理)
理論物性学特別セミナー 統計力学1 宇宙進化学特別セミナー 連続体力学

理論物質学 統計力学１演義 Frontierlab Mini 6

宇宙生命論

近藤　忠 惑星内部物質学セミナー 宇宙地球科学特別研究 宇宙地球科学1(理) 松本　浩典 X線天文学特別セミナー 宇宙地球科学特別研究 力学Ⅱ
惑星内部物質学特別セミナー 地球科学概論 自然科学実験１生物・地学 Ｘ線天文学セミナー 宇宙物理学 物理学・宇宙地球科学の先端科学

宇宙生命論 Ｘ線天文学

佐々木　晶 地球惑星物質学セミナー 宇宙地球科学特別研究 宇宙地球科学2(理) 植田　千秋 惑星科学セミナー 宇宙地球科学の考え方
地球惑星物質学特別セミナー 地球惑星物質学 自然科学実験１生物・地学 惑星科学特別セミナー (人・文・外・法・経)

宇宙生命論 物理学概論Ⅱ(薬・歯)

惑星物質科学 大高　理 地球惑星物質学セミナー 物理学概論Ⅱ(医)

地球物質形成論 地球惑星物質学特別セミナー 地球科学A(工)

芝井　広 赤外線天文学セミナー 宇宙地球科学特別研究 電磁気学Ⅰ(工) 地球物質形成論
赤外線天文学特別セミナー 生命理学文献調査 力学Ⅱ（基礎工） 高圧物性科学

宇宙生命論 生命理学特別研究

星間物理学 生命理学基礎演習 佐伯　和人 地球惑星物質学セミナー 宇宙地球フィールドワーク1 自然科学実験1生物・地学(理)

住　貴宏 赤外線天文学セミナー 物理学実験基礎 力学Ⅰ(工) 地球惑星物質学特別セミナー 宇宙地球フィールドワーク2 自然科学実験2地学(理)
赤外線天文学特別セミナー 地球物質形成論 宇宙地球フィールドワーク3 地学実験(基)

宇宙生命論 宇宙生命論 宇宙地球フィールドワーク4 地球科学B(基)

光赤外線天文学 惑星地質学

寺田　健太郎 惑星科学セミナー 宇宙地球科学特別研究 現代宇宙地球科学の基礎 谷口　年史 惑星内部物質学セミナー 極限物性学 電磁気学Ⅰ(工)

惑星科学特別セミナー 惑星科学概論 惑星内部物質学特別セミナー 力学Ⅰ(基)

宇宙生命論
先端的研究法：質量分析 寺崎　英紀 惑星内部物質学セミナー 宇宙地球フィールドワーク1 自然科学実験1生物・地学(理)

同位体宇宙地球科学 惑星内部物質学特別セミナー 宇宙地球フィールドワーク2 自然科学実験2地学(理)

中嶋　悟 地球惑星物理化学セミナー 宇宙地球科学特別研究 地球科学Ｃ(基) 地球内部物性学 宇宙地球フィールドワーク3 地学実験(基)
地球惑星物理化学特別セミナー 生命理学基礎演習 宇宙地球フィールドワーク4 現代宇宙地球科学の基礎

実践科学英語 生命理学文献調査 (医・歯・薬・基)

宇宙生命論 生命理学特別研究 林田　清 X線天文学セミナー 力学１演義

地球物理化学 地球惑星進化学 X線天文学特別セミナー
宇宙地球フィールドワーク1 天体輻射論
宇宙地球フィールドワーク2 久冨　修 地球惑星物理化学セミナー 生物物理学概論
宇宙地球フィールドワーク3 地球惑星物理化学特別セミナー 生命理学基礎演習
宇宙地球フィールドワーク4 極限生物学特別セミナー 物理学実験1

物理学セミナー1 極限生物学半期セミナー 物理学実験2

担当科目一覧

担 当 科 目 名 担 当 科 目 名
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大 学 院 学 部 共 通 教 育 大 学 院 学 部 共 通 教 育

廣野　哲朗 地球惑星物理化学セミナー 安全実験法 自然科学実験1生物・地学(理) 河井　洋輔 惑星科学セミナー 物理学実験1
地球惑星物理化学特別セミナー 宇宙地球フィールドワーク1 自然科学実験2地学(理) 惑星科学特別セミナー 物理学実験2

地球テクトニクス 宇宙地球フィールドワーク2 地学実験(基) 先端的研究法：質量分析

宇宙地球フィールドワーク3 宇宙地球科学の考え方
宇宙地球フィールドワーク4 (人・文・外・法・経) 木村　淳 地球惑星物質学セミナー 物理学実験1

文系学生のための科学実験 地球惑星物質学特別セミナー 物理学実験2

(人・文・法・経) 宇宙生命論 地球惑星物質学

地球物質形成論

藤田　裕 宇宙進化学セミナー 相対論 物理学2B(理)
宇宙進化学特別セミナー 境家　達弘 惑星内部物質学セミナー 宇宙地球フィールドワーク1 自然科学実験1生物・地学(理)

一般相対性理論 惑星内部物質学特別セミナー 宇宙地球フィールドワーク2 自然科学実験2地学(理)

宇宙物理学 宇宙地球フィールドワーク3 地学実験(基)
宇宙地球フィールドワーク4

山中　千博 惑星科学セミナー 物理学実験基礎 物理学１Ｂ

惑星科学特別セミナー 富田　賢吾 宇宙進化学セミナー 力学２演義

環境物性・分光学 宇宙進化学特別セミナー

湯川　諭 理論物性学セミナー 力学Ⅱ 中山　典子 物理学実験1
理論物性学特別セミナー 物理学1A 物理学実験2

宇宙地球フィールドワーク1

横田　勝一郎 惑星科学セミナー 電磁気学Ⅰ(基) 宇宙地球フィールドワーク2

惑星科学特別セミナー 自然科学実験2地学(理) 宇宙地球フィールドワーク3

太陽惑星系電磁気学 地学実験(基) 宇宙地球フィールドワーク4

宇宙生命論 物理学・宇宙地球科学の先端科学 野田　博文 X線天文学セミナー 物理学実験1

青山  和司 理論物性学セミナー 数値計算法 電磁気学I(基) X線天文学特別セミナー 物理学実験2
理論物性学特別セミナー

松尾　太郎 赤外線天文学セミナー 物理学実験1 自然科学実験2地学(理)

桂　誠 地球惑星物理化学セミナー 物理学実験1 赤外線天文学特別セミナー 物理学実験2
地球惑星物理化学特別セミナー 物理学実験2 宇宙生命論

特別講義

中井　光男 レーザー宇宙物理学セミナー 光と物質とエネルギー 保井　みなみ

大西　利和

坂和　洋一 レーザー宇宙物理学セミナー プラズマ物理学

光と物質とエネルギー 

特別講義II「電波天文学で明らかにする星・惑星形成」

担 当 科 目 名

大学院協力講座
特別講義Ⅰ「氷のレオロジーと衝突破壊：太陽系氷天体のテクトニクスと熱進化」

担 当 科 目 名
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卒業研究合同発表会プログラム 

 

○ 日 時 ： 平成 31 年 2 月 2 日（土） 

○ 場 所 ： F102 講義室 

○ 発表時間： 10 分（発表 7 分、質疑応答 3 分） 

○ 世 話 人： 松本研究室 

 

午前の部 

① 10:00～10:30 

座長：寺田教授  

石倉 彩美   （松本研） 

「X 線蛍光分析 3D カメラのための多重化コード化マスクの基礎実験」 

山下 修平   （中嶋研） 

「高熟成炭質物の熱熟成反応におけるメカノケミカル効果の実験的検証」 

佐藤 亜紗子  （長峯研） 

「前主系列星へのガス降着ダイナミクス」 

 

② 10:30～11:00 

座長：近藤教授  

谷口 翔一   （佐々木研) 

「Li2O-GeO2系ジャーマネートの高温高圧下での相関係」 

田中 譲    （赤外線天文学グループ） 

「重力マイクロレンズイベントMOA-2018-BLG-211の解析」 

三宅 杏奈   （中嶋研） 

「モミジ葉の色変化速度の分光その場観測」 

 

③ 11:10～11:40 

座長：長峯教授 

津田 洸一郎  （寺田研） 

「SS520-3観測ロケット搭載用低エネルギー粒子計測器の性能評価」 

土井 淳司   （近藤研) 

「一次元温度勾配場におけるオリビン中のSoret効果」 

小路 ひかる  （赤外線天文学グループ） 

「Deep Learningを用いた重力マイクロレンズイベントの判別」 
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④ 11:40～12:10 

座長：川村教授 

 島名 亮太   （佐々木研） 

 「混合物における宇宙風化の模擬実験」 

 Leonard Romano  （長峯研） 

 「Baryonic feedback and small-scale problems in hydrodynamical ΛCDM 

simulations」 

 室田 雄太   （寺田研） 

 「負ミューオンビームを用いた隕石の非破壊元素分析」 

 

午後の部 

⑤ 13:30～14:00 

座長：佐々木教授 

中島 硯士   （中嶋研） 

「タンパク質のDNA結合性の定量的解析」 

山脇 翼    （赤外線天文学グループ） 

「重力マイクロレンズ観測用近赤外線望遠鏡PRIME 光学調整用テストカメラの設計とテ

スト方法」 

福島 啓太   （長峯研） 

「原始銀河団のメタル進化」 

 

⑥ 14:00～14:40 

座長：松本教授 

李 叡     （川村研） 

「非平衡系における気液相転移」 

山田 幸子   （佐々木研） 

「冥王星衛星Charonの熱史と地下海進化」 

出口 雅樹   （寺田研) 

「火星衛星探査計画 MMX に搭載するイオンエネルギー質量分析器の開発」 

島村 優太朗  （中嶋研） 

「炭質物熱熟成反応への累積加熱による影響の実験的検証」 

 

 

 

 

 

-25-



⑦ 14:50～15:20 

座長：住教授 

松本 光生   （長峯研） 

「z＝2における銀河ハロー内の金属分布とその起源」 

枡田 夏丸   （近藤研） 

「隕石衝突による隕石中の金属粒子の形状分布への影響」 

松岡 夏季   （中嶋研） 

「顕微赤外分光法を用いたイースト菌の水和・脱水過程の追跡」 

 

⑧ 15:20～15:50 

座長：中嶋教授 

松井 俊樹   （佐々木研） 

「月縦孔形成条件を探るための海玄武岩の粘性率マップ作成」 

西本 巧    （赤外線天文学グループ） 

「重力マイクロレンズ現象による惑星イベントMOA-2018-BLG-116の解析」 

服部 兼吾   （松本研） 

「中間質量ブラックホール候補天体CO-0.40-0.22*の解析」 
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学位授与 

 

＜修士論文＞  世話役：赤外線天文学グループ 

 

五十嵐 優也 「SLIM 搭載望遠分光カメラ観測にむけた、かんらん石の粒塊構㐀に伴う反射

スペクトル変化の研究」 

 主査：佐伯和人准教授 副査：佐々木晶教授、寺田健太郎教授 

市場 達矢 「断層滑り時における炭質物熱熟成への速度論的影響」 

 主査：廣野哲朗准教授 副査：川村光教授、近藤忠教授 

市村 拓也 「層状ハニカム格子上の extended Kitaev-Heisenberg モデルにおける 

マルチフェロイック現象」 

 主査：川村光教授 副査：谷口年史准教授、坂井英明准教授（物理） 

井戸 雅之 「地球型惑星の赤外線分光観測の為のナル干渉計における波面計測の方式」 

 主査：芝井広教授 副査：住貴宏教授、横田勝一郎准教授 

岩垣 純一 「X 線分光撮像衛星 XRISM 搭載 Xtend 用試作 CCD の性能評価」 

 主査：林田清准教授 副査：松本浩典教授、山中卓教授（物理） 

上坂 怜生 「不凍タンパク質(wfAFP)水溶液の冷却赤外分光測定」 

 主査：中嶋悟教授 副査：佐々木晶教授、久冨修准教授 

江頭 俊輔 「キャパシターコイルターゲットを用いた磁気リコネクション粒子加速」 

 主査：中井光男教授（レーザー研）  

副査：長峯健太郎教授、坂和洋一准教授（レーザー研） 

太田 雅人 「高強度レーザーを用いた無衝突衝撃波の実験的研究」 

 主査：中井光男教授（レーザー研）  

副査：長峯健太郎教授、坂和洋一准教授（レーザー研） 

岡崎 貴樹 「すざく衛星搭載 XIS の Si-K edge 問題の解決」 

 主査：松本浩典教授 副査：住貴宏教授、林田清准教授 

岡本 和範 「高速電波バーストの赤方偏移と銀河間のバリオン量と電離度の見積もり」 

 主査：長峯健太郎教授 副査：林田清准教授、藤田裕准教授 

小川 匠 「等方的 3 次元 Heisenberg スピングラスにおける spin-chirality 分離」

 主査：川村光教授  

副査：谷口年史准教授、吉野元准教授（サイバーメディアセンター） 

河崎 滉平 「重力マイクロレンズ現象による惑星イベント MOA-2014-BLG-171 の解析」 

 主査：住貴宏教授 副査：芝井広教授、寺崎英紀准教授 

蔵貫 諒 「活動銀河核周りにおける熱的不安定性」 

 主査：長峯健太郎教授 副査：松本浩典教授、藤田裕准教授 
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幸城 秀彦 「S=1/2 三角格子不規則 XXZ 模型の量子状態」 

 主査：川村光教授  

副査：花咲徳亮教授（物理）、萩原政幸教授（強磁場）、湯川諭准教授 

合田 翔平 「巨大ガス惑星の 3 質量領域から示唆される惑星形成過程の考察」 

 主査：芝井広教授 副査：住貴宏教授、林田清准教授 

猿樂 直樹 「氷 Ih 相の成長における電流の効果」 

 主査：近藤忠教授 副査：佐々木晶教授、寺崎英紀准教授 

田中 宏和 「水星表面を想定した硫黄に富んだ環境下での宇宙風化の模擬実験と分光測

定」 

 主査：佐々木晶教授 副査：中嶋悟教授、佐伯和人准教授 

新述 隆太 「月極域における水分子同位体比測定レーザー装置の開発」 

 主査：山中千博准教授 副査：寺田健太郎教授、渡辺純二准教授（生命機能）

花坂 剛史 「サブ秒角撮像を実現する多重像 X 線干渉計 MIXIM の開発」 

 主査：林田清准教授 副査：松本浩典教授、芝井広教授 

原田 啓多 「X 線回折及び光学観察による H2O-MgSO4系の高圧下相境界観察」 

 主査：近藤忠教授 副査：佐々木晶教授、寺崎英紀准教授 

廣本 健吾 「レーザー衝撃圧縮実験における高圧相転移の出発試料依存性」 

 主査：近藤忠教授 副査：寺崎英紀准教授、重森啓介教授（レーザー研） 

福山 祐司 「高強度レーザー照射による超高圧力・超高エネルギー密度状態生成に関す

る研究」 

 主査：中井光男教授（レーザー研）  

副査：近藤忠教授、重森啓介教授（レーザー研） 

藤本 駿 「二次中性粒子質量イメージングシステムの開発」 

 主査：寺田健太郎教授 副査：豊田岐聡教授（物理）、山中千博准教授 

藤原 宇央 「高強度サブマイクロ秒パルスレーザーによる高圧力の発生と高圧地球・惑

星科学実験への応用」 

 主査：中井光男教授（レーザー研）  

副査：近藤忠教授、重森啓介教授（レーザー研） 

古市 拓巳 「Blue Compact Dwarf Galaxy に存在する超大光度Ｘ線源のＸ線観測」 

 主査：林田清准教授 副査：松本浩典教授、藤田裕准教授 

前薗 大聖 「火成岩の圧力誘起電流の温度依存性および荷重速度依存性」 

 主査：山中千博准教授  

副査：寺田健太郎教授、佐伯和人准教授、横田勝一郎准教授 

牧野 謙 「超新星残骸における MeV 宇宙線と 6.4keV 鉄輝線」 

 主査：長峯健太郎教授 副査：林田清准教授、藤田裕准教授 
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宮﨑 翔太 「低質量天体周りの惑星質量比伴星候補 MOA-2015-BLG-337・MOA-2013-BLG-

551 の解析」 

 主査：住貴宏教授 副査：芝井広教授、藤田裕准教授 

諸本 成海 「ルナ 20 号・24 号サンプルの鉱物学的・年代学的考察」 

 主査：寺田健太郎教授 副査：佐伯和人准教授、横田勝一郎准教授 

吉田 桃太朗 「ルビジウム・ジャーマネートガラスにおける圧力誘起局所構造変化」 

 主査：大高理准教授 副査：佐々木晶教授、寺崎英紀准教授 

 

・定例の修士論文公聴会は平成 31 年 2 月 12 日・13 日に物理学専攻と合同で執り行われた。 
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＜博士論文＞ 
 

田窪 勇作 「Development of density measurement for metals using X-ray absorption

 imaging combined with externally heated diamond anvil cell」 

 (外熱式ダイヤモンドアンビルセルを用いたX線吸収法による金属密度測定法

の開発) 

 公聴会日：平成 30 年 8 月 6 日 

主査：近藤忠教授 

副査：中嶋悟教授、寺田健太郎教授、大高理准教授、寺崎英紀准教授 

伊藤 哲司 「Analytical Formulation of Instrumental Focal Point Diffraction for 

Detection of Biosignatures in Exoplanet Atmospheres」 

 (系外惑星大気中の生命兆候の検出に向けた装置の焦点面回折の解析的定式

化) 

 主査：芝井広教授  

副査：住貴宏教授、長峯健太郎教授、林田清准教授、湯川諭准教授 

梅澤 良介 「Effects of surface conduction in the conductivity of porous media 

with decreasing degrees of water saturation」 

 (多孔質媒体中の水飽和率変化に伴う電気伝導度の変化と表面伝導の影響) 

 主査：中嶋悟教授  

副査：川村光教授、近藤忠教授、谷口年史准教授、山中千博准教授 

金木 俊也 「Earthquake-induced thermal maturation of carbonaceous materials and 

its implication for earthquake dynamics in plate-subduction zones」 

 (地震時の断層滑りに伴う炭質物の熱熟成反応およびそのプレート沈み込み

帯地震のダイナミクスにおける意義) 

 主査：中嶋悟教授  

副査：川村光教授、近藤忠教授、寺田健太郎教授、廣野哲朗准教授 

工藤 幸会 「 Interactions between water and biomaterials by infrared (IR)

spectroscopy with a relative humidity control system」 

 (相対湿度制御付き赤外分光法による生体物質と水の相互作用) 

 主査：中嶋悟教授 

副査：佐々木晶教授、近藤忠教授、橋爪章仁教授（茨城大）、久冨修准教授 

中屋 佑紀 「Time scale evaluation for formation processes of humic-like 

substances simulated by the Maillard reaction」 

 (メイラード反応により模擬した腐植様物質生成過程の時間スケールの評価) 

 主査：中嶋悟教授 

副査：佐々木晶教授、梶原康宏教授（生物科学）、橋爪章仁教授（茨城大）、久

冨修准教授 

 

・定例の博士論文公聴会は平成 31 年 2 月 5 日・6 日・7 日に執り行われた。 
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進路状況 

＜理学部物理学科卒業者（宇宙地球科学教室配属者）＞ 総計 23 名 

・博士前期課程進学（計 20 名） 

 宇宙地球科学専攻 17 名

 他専攻 0 名

 他大学 3 名

・就職（計 2名） 

 公務員等 

 教員（岡山県） 1 名

 民間企業 

    （株）ウイルテック 1 名

・その他（計 1名） 

 

＜大学院博士前期課程修了者＞ 総計 30 名 

・博士後期課程進学（計 6名） 

 宇宙地球科学専攻 4 名

 他大学 2 名

・就職（計 24 名） 

 教員・公務員・法人 1 名

  学校法人名古屋学院  

 民間企業 23 名

  Fringe81（株）、キヤノン（株）、サンディスク（株）、シャープ

（株）、ダイキン工業（株）、フューチャーアーキテクト（株）、

ユニバース情報システム（株）、旭化成（株）、（株）アイヴィス、

（株）インテック、（株）ザクティ、（株）リクルート、（株）リコ

ー、（株）小糸製作所、（株）大林組、（株）大和総研ホールディ

ングス、（株）竹中工務店、三菱電機（株）、三洋貿易（株）、千代

田化工建設（株）、日本電気（株）、讀賣テレビ放送（株） 

・その他（計 0名） 

＜大学院博士後期課程修了者＞ 総計 6名 

・就職（計 6名） 

 民間企業 1 名

  多木化学（株） 

 法人 5 名

  大阪大学、国立研究開発法人産業技術総合研究所、（独）日本学

術振興会、原子力発電環境整備機構 
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学生支援活動 

 

＜研修旅行＞ 

物理学科研修旅行  平成 30 年 4 月 6日～7日 

対 象：理学部物理学科 1年生 

研修先：豊中市立青少年自然の家「わっぱる」、RCNP 

参加教員：湯川 諭、藤田 裕、横田 勝一郎 

 

＜相談室等＞ 

理学部学生相談委員：川村 光、植田 千秋 

いちょう祭実行担当：桂 誠 

 

＜奨学金（大学院生）＞ 

日本学生支援機構奨学金 

   ・第一種奨学金 博士前期 16 名、博士後期 0 名 

   ・第二種奨学金 0 名 

   ・第一種・第二種奨学金 併用 博士前期 0 名 
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TA・TF・RA 採用者名簿 

＜ティーチング アシスタント採用者＞  

・全学教育推進機構採用 

  山北 絵里  (D1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

五十嵐 優也 (M2) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学  

市場 達矢  (M2) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

岡本 和範  (M2) 宇宙地球科学 1 

田中 宏和  (M2) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

花坂 剛史  (M2) 力学 II 

原田 啓多  (M2) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

藤本 駿   (M2) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

牧野 謙   (M2) 力学 II 

諸本 成海  (M2) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

蓮中 亮太  (M2) 物理学概論 

朝倉 一統  (M1) 力学 I 

大西 佑輝  (M1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

岡田 克也  (M1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

荻島 葵   (M1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

神田 志穂  (M1) 宇宙地球科学 2 

近藤 依央菜 (M1) 力学 I、電磁気学 I 

末松 春乃  (M1) 力学 I 

坪井 隆浩  (M1) 力学 II 

鶴岡 椋   (M1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

中井 雄介  (M1) 物理学 IIB 

福家 朱莉  (M1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

松崎 太郎  (M1) 物理学 IB 

山口 若奈  (M1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

山田 伊織  (M1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

渡邊 宏海  (M1) 地学実験、自然科学実験 1地学、自然科学実験 2地学 

 

・理学部採用 

  西谷 隆介  (D2) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

五十嵐 優也 (M2) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

市場 達也  (M2) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

井戸 雅之  (M2) 物理学実験：エレクトロニクス 

上坂 怜生  (M2) 物理学実験：生体物質の光計測 

小川 匠   (M2) 統計力学 1演義スタンダード 

合田 翔平  (M2) 物理学実験：エレクトロニクス 

朝倉 一統  (M1) 力学 1演義アドバンスト 

生野 雄大  (M1) 物理学実験：生体物質の光計測、宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

岡田 克也  (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

荻島 葵   (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

小林 樹   (M1) 物理学実験：生体物質の光計測 

佐伯 守人  (M1) 物理学実験基礎 
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高谷 慧   (M1) 統計力学 1 演義スタンダード 

仲田 祐樹  (M1) 力学 2演義アドバンスト 

長田 史應  (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

福家 朱莉  (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

松井 弥志  (M1) 物理学実験：高温・熱測定 

村山 純平  (M1) 物理学実験基礎 

森本 芳   (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

横山 友暉  (M1) 宇宙地球フィールドワーク 1.2.3.4 

 

・理学部プロジェクト型教育プログラム採用 

  蓮中 亮太  (M2) オナーセミナー 

  山口 若奈  (M1) オナーセミナー 

 

＜ティーチング フェロー採用者＞ 

・理学部採用 

  荒田 翔平  (D2) 力学 2演義アドバンスト 

  西谷 隆介  (D2) 物理学実験：高温・熱測定 

 

＜リサーチ アシスタント採用者＞ 

・基礎科学研究者養成プロジェクト    

梅澤 良介  (D3) 中嶋研究室 

荒田 翔平   (D2) 長峯研究室 

上松 和樹   (D2) 川村研究室 

大山 照平  (D2) 赤外線天文学グループ 

金丸 仁明  (D2) 佐々木研究室 

森藤 直人  (D2) 中嶋研究室 

山北 絵理  (D1) 中嶋研究室 

 

・大学院オナー特別コース 

西谷 隆介  (D2) 大学院オナー特別コース  
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教員担当委員一覧

理学研究科大学院入試委員会、基礎理学プロジェ
クト研究センター連絡会議、大学院入試委員

松本　浩典

副理事、公開講座運営委員会委員、副研究科長、
専攻長・学科長合同会議、企画調整会議、理学研
究科等防災委員会、理学研究科・理学部情報倫理
委員会、理学研究科・理学部Web情報委員会、理
学研究科技術部運営委員会、広報情報推進室連絡
会議、理学部入試委員会、理学研究科・理学部社
学連携委員会、理学研究科・理学部理学懇話会運
営委員会、研究推進委員会、産学連携推進部委
員、評価委員会、防災班員、専攻長、国際物理
コース(IPC)運営委員会、21世紀懐徳堂運営会
議、全学・戦略策定検討チーム委員、社会共創本
部執行部会議、社会共創本部教員会議

寺田　健太郎

佐々木　晶 理学研究科・理学部学部教育教務委員会、共通教
育実施推進部・専門基礎教育部門・地学部会、物
理学科教務委員長

総合学術博物館湯川記念室委員会、理学研究科大
学院入試委員会、理学研究科大学院教育教務委員
会、総合学術博物館兼任教員、21世紀懐徳堂企画
委員会、適塾管理運営委員会、サイバーメディア
センター高性能計算機システム委員会、２次試験
実行委員、国際物理コース(IPC)運営委員会

長峯　健太郎

中嶋　悟 理学研究科・理学部学務評価委員会、理学研究
科・理学部施設マネジメント委員会、大学院教育
プログラム実施委員会、ＴＡ担当、生物科学科生
命理学コース運営委員会

住　貴宏 理学研究科・理学部広報委員会、基礎科学研究者
養成プロジェクト実施委員会、物理学科教務委員

芝井　広 理学部入試実施委員会、安全保障貿易管理アドバ
イザー、基礎理学プロジェクト研究センター連絡
会議、物理系就職担当、安全衛生担当

植田　千秋 理学研究科・理学部学生生活委員会、理学部学
生相談員、年次報告書作成、物理学専攻･宇宙地
球科学専攻入学案内資料作成

 ＜教授＞  ＜准教授＞

川村　光 理学研究科・理学部学生生活委員会、先端強磁場
科学研究センター運営委員会、研究企画推進部委
員、理学部学生相談員

寺崎　英紀

理学部プロジェクト教育実施委員会、学年担任
（１年）、研修旅行

山中　千博 教育支援室連絡会議、共通機器管理部委員、学
生実験、大学院の英語コースの体制作りWG

廣野　哲朗

久冨　修 理学研究科ブロック安全衛生管理委員、理学研
究科動物実験委員会、安全衛生担当

林田　清 理学研究科・理学部社学連携委員会、省エネ対
策委員、物理学科教務委員、専攻ＨＰ作成

広報委員会オープンキャンパス小委員会、コモ
ンズ運営委員会、学生実験委員会、新入生既修
得単位認定審査委員（地学）、共通教育実施推
進部・専門基礎教育部門・地学部会

理学研究科留学生担当、理学研究科・理学部国
際交流委員会

理学研究科・理学部Web情報委員会、防災班員、
専攻ＨＰ作成

松尾　太郎

防災班員中山　典子

境家　達弘

ODINS

理学研究科・理学部放射線障害防止委員会

桂　誠

藤田　裕

河井　洋輔

木村　淳 理学研究科・理学部ネットワークシステム委員
会、ODINS

湯川　諭

いちょう祭実行担当

青山　和司 専攻秘書室機器担当

 ＜助教＞

理学研究科・理学部情報資料室運営委員会、研
修旅行

横田　勝一郎 理学研究科・理学部広報委員会、研修旅行、議
長団

理学研究科・理学部学部教育教務委員会、理学
研究科ブロック安全衛生管理委員会エックス
線・放射線専門委員会、学年担任　（２年）、
物理学科教務委員、先端物理学・宇宙地球科学
輪講担当

大高　理

理学研究科・理学部学務評価委員会、新入生既
修得単位認定審査委員（地学）、宇宙地球
フィールドワーク、議長団

佐伯　和人

近藤　忠 副理事、原子力研究・安全委員会研究施設・設備
等検討部会委員、豊中地区研究交流会運営委員、
SEEDS運営委員会委員、副研究科長、専攻長・学
科長合同会議、企画調整会議、理学研究科等防災
委員会、理学研究科・理学部情報倫理委員会、広
報情報推進室連絡会議、教育支援室連絡会議、理
学研究科等ハラスメント対策委員会、理学研究
科・理学部理学懇話会運営委員会、研究推進委員
会、研究企画推進部委員、総合学術博物館兼任教
員、レーザー研・共同研究専門委員会委員、全学
教育企画開発部・全学共通教育部門・SEEDSオ
フィス、年次報告書作成

谷口　年史 総合学術博物館兼任教員、学年担任　（３
年）、議長団
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各種委員会委員
(*)委員長

委 員 名 担 当 者 委 員 名 担 当 者

＜宇宙地球科学専攻＞ ＜理学部・理学研究科＞

専攻長 寺田 研究科長 （田島：物理）

議長団 谷口・横田・佐伯 副研究科長 寺田・近藤

専攻ＨＰ作成 林田・松尾 専攻長・学科長合同会議 寺田・近藤

ODINS 木村・河井 企画調整会議 寺田・近藤

年次報告書作成 近藤・植田 理学研究科ブロック安全衛生管理委員 久冨(*)

物理学専攻･宇宙地球科学専攻入学案内資料作成 植田 理学研究科等防災委員会 寺田・近藤

大学院入試委員 松本 理学研究科・理学部情報倫理委員会 寺田・近藤

２次試験実行委員 長峯 理学研究科動物実験委員会　 久冨

安全衛生担当 芝井・久冨 理学研究科・理学部ネットワークシステム委員会 木村

専攻秘書室機器担当 青山 理学研究科・理学部Web情報委員会 寺田(*)・松尾

理学研究科・理学部広報委員会 住・横田

＜物理学科＞ 理学研究科技術部運営委員会 寺田

物理学科長 （浅川：物理） 広報情報推進室連絡会議 近藤・寺田

学年担任　（１年） （兼村：物理）・藤田(裕) 教育支援室連絡会議 山中・近藤

学年担任　（２年） （越野：物理)・大高 理学研究科等ハラスメント対策委員会 近藤

学年担任　（３年） （萩原：物理）・谷口 理学研究科・理学部国際交流委員会 寺崎

理学部入試委員会 寺田

理学部入試実施委員会 芝井

学生実験 山中 理学研究科・理学部学部教育教務委員会 佐々木・大高

研修旅行 湯川(*)・藤田・横田 理学部プロジェクト教育実施委員会 藤田

先端物理学・宇宙地球科学輪講担当 大高(*) 理学研究科・理学部学務評価委員会 中嶋・佐伯

就職担当 芝井(12月まで) 理学研究科・理学部学生生活委員会 川村・植田

理学研究科留学生担当 寺崎 理学研究科大学院入試委員会 松本・長峯

大学院の英語コースの体制作りWG 山中 理学研究科大学院教育教務委員会 長峯

ＴＡ担当 中嶋 理学研究科・理学部施設マネジメント委員会 中嶋

高大連携世話人 （福田：物理) 理学研究科ブロック安全衛生管理委員会エックス線・放射線専門委員会 大高

宇宙地球フィールドワーク 佐伯 理学研究科・理学部放射線障害防止委員会 境家(*)

理学研究科・理学部情報資料室運営委員会 湯川

＜全学＞ 理学研究科・理学部社学連携委員会 林田・寺田

副理事 寺田・近藤 理学研究科・理学部理学懇話会運営委員会 寺田・近藤

総合学術博物館湯川記念室委員会 長峯 先端強磁場科学研究センター運営委員会 川村
原子力研究・安全委員会研究施設・設備等検討部会委員 近藤 大学院教育プログラム実施委員会 中嶋

豊中地区研究交流会運営委員 近藤 研究推進委員会 寺田・近藤

SEEDS運営員会員  近藤 研究企画推進部委員 近藤・川村

公開講座運営委員会委員 寺田 産学連携推進部委員 寺田

省エネ対策委員 林田

＜全学教育推進機構＞ いちょう祭実行担当 桂

共通教育実施推進部・専門基礎教育部門・地学部会 佐々木(*)・廣野 評価委員会 寺田
全学教育企画開発部・全学共通教育部門・SEEDSオフィス 近藤(*) 防災班員 寺田・松尾・中山

学生実験委員会 廣野(*) 広報委員会オープンキャンパス小委員会 廣野

コモンズ運営委員会 廣野 安全保障貿易管理アドバイザー 芝井

新入生既修得単位認定審査委員（地学） 廣野・佐伯 基礎理学プロジェクト研究センター連絡会議 芝井・松本

基礎科学研究者養成プロジェクト実施委員会 住

 ＜他専攻＞ 理学部学生相談員 川村・植田

国際物理コース(IPC)運営委員会 寺田・長峯 共通機器管理部委員 山中

生物科学科生命理学コース運営委員会 中嶋

 ＜他部局＞

総合学術博物館兼任教員 長峯・近藤・谷口

21世紀懐徳堂企画委員会 長峯

適塾管理運営委員会 長峯
サイバーメディアセンター高性能計算機システム委員会 長峯

レーザー研・共同研究専門委員会委員 近藤

※専攻長は学科目主任、入試委員、防災委員、研究推進委員、評価委員を兼任する。

物理学科教務委員
佐々木(*)・住 ・

大高・林田
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入試実務関係 

 
本専攻の教員は学部、大学院に関する入試の実務に携わっている。その仕事は

質・量ともに膨大であり、負担も大きい。物理の出題ミスが平成 29 年度に報道

されて以来、入試ミス防止への対応として問題点検の業務量が増加傾向にある。

実務内容の性格上、個人名をここに出すことはできないが、業務量の現状を知っ

て頂くことは重要であると考え、個人名は伏せて報告する。  

 

学部入試 

前期日程では主に物理の問題に関わり、物理学専攻と協力して出題・点検・採

点に大きな責任を負っている。平成 29 年度入学からスタートした世界適塾ＡＯ

入試の物理系では、本年度はＡＯ入試【挑戦型】として実施した。また、帰国生

徒特別入試、私費外国人留学生特別選抜、海外在住私費外国人留学生特別入試、

国費外国人留学生入試、日韓共同理工系学部留学生入試に関する業務もあり、こ

れには書類審査とともに面接も担当している（ただし本年は、日韓共同理工系学

部留学生入試は実施せず）。センター試験や前期試験では、例年通り監督業務に

も多くの教員が従事した。その他にも部局内外での物理系入試関連の業務にも、

協力している。 

入試ミス防止対策や、入試形態の多様化など、入試に関する業務量は年々増加

傾向で、ほぼ全教員が何らかの業務に携わっている。なかには、複数業務に関わ

る例も出ており、当専攻の大きな課題となってきている。 

 

大学院入試 

宇宙地球科学専攻は、例年、物理学専攻と共同で前期課程 1 次募集の夏期合

同入試を実施している。大学院入試の実務については全て教員の負担で行なわ

ざるを得ない。今年も数名の教授・准教授が出題・点検・採点に、助教がデータ

管理ならびに監督業務に携わった。口頭試問には全ての教授と多数の准教授が

関与した。平成 17 年度から宇宙地球科学専攻が独自に実施している前期課程の

2次募集でも、多くの教員が準備作業、出題・点検・採点および、口頭試問や試

験監督業務に携わった。 
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学外委員  

 

川村 光 日本物理学会 / 会長 

  日本学術会議 / 第 3 部会員 

  日本学術会議 / 物理学委員会 委員 

                日本学術会議 / 物理学委員会 物性物理学・一般物理学分科会 委員長  

                日本学術会議 / 地球惑星科学委員会 委員 

                日本学術会議 / 地球惑星科学委員会 地球・惑星圏分科会 委員 

内閣府 / 国際的動向を踏まえたオープンサイエンスの推進に関する検討会 委員 

  西宮湯川記念事業 / 運営委員会 委員 

東京大学 物性研究所 / スーパーコンピューター共同利用課題審査委員会 委員 

Progress of Theoretical and Experimental Physics / 編集委員 

  Highly Frustrated Magnetism(HFM)2018 / International Advisory Board 

近藤 忠 日本鉱物科学会 / 学会誌編集委員 

  日本高圧力学会 / 庶務幹事 

  日本レーザー学会 / ハイパワーレーザーによる高密度科学調査専門委員会委員 

佐々木 晶 日本学術会議 / 連携会員  

日本学術会議 / 地球惑星科学委員会 委員 

日本学術会議 / 地球惑星科学委員会 地球惑星圏分科会 委員 

日本学術会議 / 地球惑星科学委員会 社会貢献分科会 委員 

日本学術会議 / 地球惑星科学委員会 人材育成分科会 委員 

日本学術会議 / COSPAR 小委員会 委員 

  日本学術会議 / 第 3 部物理学委員会 天文学・宇宙物理学分科会 委員 

  日本学術会議 / 第 3 部物理学委員会 IAU 分科会 委員 

JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙科学研究所宇宙理学委員会 研究班員 

JAXA 宇宙科学研究所 / 超高速衝突実験専門委員会 委員 

国立極地研究所 /南極隕石委員会 委員 

東京大学大学院工学系原子力専攻 / 原子力専攻共同利用研究計画委員会 委員 

  日本地球惑星科学連合 / 代議員 

日本地球惑星科学連合 / 宇宙惑星科学セクションボードメンバー 

  Earth Planets Space 誌 / 運営委員 

        COSPAR / 日本代表、理事 
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芝井 広 日本学術会議 / 連携会員 

  日本学術会議 / 第 3 部物理学委員会 天文学・宇宙物理学分科会 委員 

  日本学術会議 / 第 3 部物理学委員会 IAU 分科会 委員 

  日本学術会議 / 第 3 部物理学委員会 物理教育検討 WG 委員 

  神戸大学惑星科学センター / 運営委員会 委員 

  神戸大学惑星科学センター / 外部評価委員会 委員 

  テラヘルツテクノロジフォーラム / 評議員 

                文部科学省 / 科学技術・学術審議会臨時委員 （宇宙開発利用部会） 

  国立天文台 / ALMA プロポーザルレビュアー 

住 貴宏 国立天文台 / TMT 推進小委員会 委員 

  光学赤外線天文連絡会 / 光学赤外線天文連絡会運営委員会委員 

        JAXA 宇宙科学研究所 / 「宇宙科学の今後 20 年の構想を検討する委員会」委員 

NASA / NASA Large Ultraviolet/Optical/Infrared 

Surveyor (LUVOIR) Science and Technology  

Definition Team (STDT) member 

寺田 健太郎 日本地球化学会 / Geochemical Journal 誌 編集委員 

  広島大学 総合博物館 / 企画委員 

  日本学術会議地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 / ICS 対応地質年代学小委員会 

         委員 

        日本惑星科学会 / 学会賞選考委員 

長峯 健太郎 国立天文台 / すばる TAC 委員会 委員 

松本 浩典      JAXA 宇宙科学研究所 / Athena ワーキンググループ主査 

                JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙放射線専門委員会 委員 

大高 理 日本材料学会 / 極限物質科学部門委員会 

  日本材料学会 / 第６８期企画・広報委員 

佐伯 和人 日本惑星科学会 / 運営委員会 委員 

                日本惑星科学会 / 惑星探査専門委員会 委員 

                日本惑星科学会 / 財務専門委員会 委員 

                日本惑星科学会 / 惑星探査専門委員会 RFI 回答文書改訂 2018 作業部会 委員 

JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙理学委員会 研究班員 

JAXA 宇宙科学研究所 / 公募型小型計画宇宙科学ミッション評価小委員会 

External Experts 

JAXA 宇宙科学研究所 / 月極域探査タスクフォース 委員 

JAXA 宇宙科学研究所 / 月ヘラクレス計画タスクフォース 委員 

国立天文台 / 月サイエンスブック 編集委員 

寺崎 英紀 American Geophysical Union / International representative  

(Mineral and Rock physics focus group) 

  日本鉱物科学会 / 行事委員 

  日本鉱物科学会 / Elements 委員 
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林田 清 JAXA 宇宙科学研究所 / 偏光観測リサーチグループ主査 

  JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙放射線専門委員会 委員 

久冨 修 日本生物物理学会 / 分野別専門委員 

日本動物学会 / 近畿支部広報幹事 

日本比較生理生化学会 / 会計幹事 

日本比較生理生化学会 / JSCPB2018 実行委員 

廣野 哲朗 大阪地方裁判所・大阪高等裁判所 / 専門委員 

日本原子力学会 / NUMO 包括的技術報告書レビュー特別専門委員会 

高知大学海洋コア総合研究センター / 課題選定委員会 委員 

藤田 裕 国立天文台 / 研究交流委員会 委員 

                宇宙線研究者会議 / 次期将来計画検討小委員会 委員 

  JAXA 宇宙科学研究所 / XRISM 衛星計画 Science Management Office 委員 

山中 千博 電子スピンサイエンス学会 / 担当役員理事 

湯川 諭 東京大学物性研究所 / スーパーコンピューター共同利用課題審査委員会 委員 

  京都大学湯川記念館内 / 物性研究・電子版編集委員会 

  日本物理学会 / 代議員 

横田 勝一郎  JAXA 宇宙科学研究所 / THOR WG 主査 

河井 洋輔   一般社団法人日本質量分析学会 / 第 66 回質量分析総合討論会実行委員 

木村 淳 JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙科学研究本部 宇宙理学委員会 研究班員 

 日本惑星科学会 / 総務専門委員会行事部会委員 

 日本惑星科学会 / 惑星探査専門委員会 RFI 回答文書改訂 2018 作業部会 委員 

 国際天文学連合（IAU） / Outer Solar System タスクグループ 

富田 賢吾   日本天文学会 / 天文月報編集委員 
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客員教授・共同研究員等  

 

川村 光    上智大学 / 研究員 

近藤 忠 SPring-8 / 共同研究員 

  レーザー科学研究所 / 共同研究員 

佐々木 晶 JAXA 宇宙科学研究所 / プロジェクト共同研究員（MMX、はやぶさ 2、BepiColombo） 

芝井 広    JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙理学研究班員 

JAXA 宇宙科学研究所 / プロジェクト共同研究員（気球、あかり、SPICA） 

JAXA 宇宙科学研究所 / SPICA プロジェクト責任者 

JAXA 宇宙科学研究所 / 客員教授 

住 貴宏  JAXA 宇宙科学研究所 / WFIRST 所内検討チーム長 

寺田 健太郎  広島大学大学院理学研究科 / 客員教授 

長峯 健太郎  ネバダ大学 / 客員教授 

  東京大学 カブリ数物連携宇宙研究機構 / 客員上級科学研究員 

松本 浩典   名古屋大学 / 招聘教授 

JAXA 宇宙科学研究所 / JAXA/ISAS 大学共同利用システム研究員 

佐伯 和人   JAXA 宇宙科学研究所 / 小型月着陸実証機 SLIM 共同研究員 

寺崎 英紀 SPring-8 / 共同研究員 

 レーザー科学研究所 / 共同研究員 

林田 清    JAXA 宇宙科学研究所 / JAXA/ISAS 大学共同利用システム研究員 

藤田 裕    愛媛大学 / 客員研究員 

山中 千博   レーザー科学研究所 / 共同研究員 

レーザー技術総合研究所 / 共同研究員 

横田 勝一郎  JAXA 宇宙科学研究所 / 大学共同利用システム研究員 

木村 淳    東京工業大学 / 協力研究員  

惑星科学研究センター / 協力研究員 

境家 達弘  レーザー科学研究所 / 共同研究員 

野田 博文   JAXA 宇宙科学研究所 / JAXA/ISAS 大学共同利用システム研究員 
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国際・国内会議・研究会主催共催  

 

住 貴宏        『Subaru-WFIRST Synergistic Observations Workshop』 

        宇宙科学研究所 / 2018 年 12 月 17 日～18 日 

寺田 健太郎  『特別講演会「惑星探査の黄金時代～The Golden Age of Space Exploration 

   ～」』 

  大阪大学理学部 南部陽一郎ホール / 2018 年 10 月 4 日 

  『大阪大学共済 DAY@EXPOCITY』 

        ららぽーと EXPOCITY / 2018 年 11 月 17 日 

  『サイエンスアゴラ in 大阪』 

  大阪市立中央公会堂 / 2019 年 3 月 4 日 

長峯 健太郎 『第 5回銀河進化研究会』 

 愛媛大学 / 2018 年 6 月 6 日～8日 

 『IAU Symposium 341: PanModel2018 : Challenges in Panchromatic Galaxy  

 Modelling with Next Generation Facilities』 

 大阪大学 / 2018 年 11 月 12 日～16 日 

  『Extremely Big Eyes on the Early Universe』 

東京大学 Kavli IPMU / 2019 年 3 月 25 日～29 日 

久冨 修 『日本比較生理生化学会 第 40 回神戸大会』 

  神戸大学コンベンションホール / 2018 年 11 月 23 日～25 日 

寺崎 英紀 『Workshop on properties of planetary interiors』 

  大阪大学 / 2019 年 1 月 30 日 

山中 千博 『第 35 回 ESR 応用計測研究会 合同研究会』 

                JEC 日本研修センター神戸元町 A－1 / 2018 年 11 月 28 日〜30 日 

 『2018 年度 ルミネッセンス年代測定研究会』 

                JEC 日本研修センター神戸元町 A－1 / 2018 年 11 月 28 日〜30 日 

 『第 43 回 日本フィッション・トラック研究会』 

                JEC 日本研修センター神戸元町 A－1 / 2018 年 11 月 28 日〜30 日 

湯川 諭        『第 24 回交通流と自己駆動粒子系のシンポジウム』 

名古屋大学 / 2017 年 12 月 6 日～7日 

木村 淳 『第 6回衛星系研究会』 

 東京工業大学 / 2018 年 8 月 30 日～31 日 

 『第 20 回惑星圏研究会』 

                東北大学 / 2019 年 2 月 18 日～21 日 

富田 賢吾 『Athena++ Workshop 2019』 

 University of Nevada / 2019 年 3 月 18 日～22 日 
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田中 圭 『 Star formation with ALMA: Evolution from molecular clouds to 

protostars』 

 名古屋大学 / 2019 年 3 月 4日～6日 

 

他大学での非常勤講師  

寺田 健太郎 京都大学理学部研究科、同位体宇宙地球科学 

寺田 健太郎 広島大学総合科学部、放射線と自然科学 

長峯 健太郎 京都大学宇宙物理学教室、宇宙論と構造形成 

長峯 健太郎 岡山大学、ダークマターと宇宙の構造形成 

小林 将人 甲南大学理工学部、コンピューター実習 II 

 

 

他大学での博士学位審査協力  

長峯 健太郎 東京大学 天文学専攻 

長峯 健太郎 東京大学 物理学専攻 

 

-44-



宇宙地球科学セミナー 

第 1回 

日 時： 2018 年 6 月 5日（火）15：00 ～ 16：00 

場 所： F608 

タイトル： 「New Insights on the gas in, around, and between galaxies」 

講演者名： Prof. John O’meara 

所属・職： Professor and Chair, Department of Physics, Saint Michael’s College/   

LUVOIR Cosmic Origins Working Group Lead,  

https://asd.gsfc.nasa.gov/luvoir/ 

担 当： 長峯 健太郎 

 

第 2 回 

日 時： 2018 年 6 月 4 日（月）10：40 ～  

場 所： F608 

タイトル： 「X線観測による銀河宇宙線初期加速の研究」 

講演者名： 信川 久実子・PD 

所属・職： 奈良女子大学  

担 当： 松本 浩典 

 

第 3 回 

日 時： 2018 年 6 月 4日（月）13：00 ～ 

場 所： F608 

タイトル： 「X線精密分光と多波長モニタで測定する巨大ブラックホールスピン」 

講演者名： 野田 博文 

所属・職： 東北大学・助教 

担 当： 松本 浩典 

 

第 4 回 

日 時： 2018 年 6 月 4日（月）16：30 ～ 

場 所： F608 

タイトル： 「X線で探る天の川銀河からの高温ガスアウトフロー」 

講演者名： 中島 真也 

所属・職： 理化学研究所・基礎科学特別研究員 

担 当： 松本 浩典 
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第 5 回 

日 時： 2018 年 7 月 9 日（月）13：00 ～  

場 所： F608 

タイトル： 「銀河団の進化を支配する Fundamental Plane」 

講演者名： 藤田 裕 

所属・職： 大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻・准教授 

担 当： 長峯 健太郎 

 

第 6 回 

日 時： 2018 年 9 月 6 日（木）16:00 ～ 17:30 

場 所： F102 

タイトル：  「氷・シリカ混合物の脆性・塑性境界に関する実験的研究（On ductile-to-brittle   

transition of ice-silica mixtures under compressive loading）」 

講演者名： 保井 みなみ・助教 

所属・職： 神戸大学理学研究科惑星学専攻 

担 当： 佐々木 晶 

 

第 7 回 

日 時： 2018 年 10 月 4 日（木）10:30 ～ 11:30 

場 所： F608 

タイトル： 「乾燥破壊現象の非平衡物理」 

講演者名： 湯川 諭 

所属・職： 大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻・准教授 

担 当： 長峯 健太郎 

 

第 8 回 

日 時： 2018 年 10 月 5 日（金）13:00 ～ 14:00 

場 所： F608 

タイトル： 「ソフトマター物理から宇宙地球科学へ」 

講演者名： 荒木 武昭 

所属・職： 京都大学理学研究科物理学宇宙物理学専攻・准教授 

担 当： 長峯 健太郎 

 

第 9 回 

日 時： 2018 年 10 月 11 日（木）14:40 ～ 15:40 

場 所： F608 

タイトル： 「巨大天体衝突の世界」 

講演者名： 玄田 英典 

所属・職： 東京工業大学 地球生命研究所・准教授/主任研究員 

担 当： 長峯 健太郎 
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第 10 回 

日 時： 2018 年 10 月 12 日（金）10:30 ～ 11:30 

場 所： F608 

タイトル： 「異なるスケール、異なる分野をつなぐ：地震学の新展開」 

講演者名： 波多野 恭弘 

所属・職： 東京大学地震研究所・准教授 

担 当： 長峯 健太郎 

 

第 11 回 

日 時： 2018 年 10 月 26 日（金）14:40 ～  

場 所： D401 

タイトル： 「分子雲における大質量星形成」 

講演者名： 大西 利和 

所属・職： 大阪府立大学・教授 

担 当： 松尾 太郎 

 

第 12 回 

日 時： 2019 年 3 月 4 日（月）15:30 ～ 16:30 

場 所： F608 

タイトル： 「Mantle convection interacting with magma oceans」 

講演者名： Stephane Labrosse 

所属・職： Ecole normale superieure de Lyon・Faculty member 

担 当： 寺崎 英紀 
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社会貢献  

 

近藤 忠 研究室公開：大阪大学いちょう祭（主催：近藤研究室） 

 『地球深部の物質』 

大阪大学理学部 F棟ロビー / 2018 年 4 月 30 日 / 参加者：約 100 名 

 研究室公開：大阪大学オープンキャンパス（主催：近藤研究室） 

 『地球や惑星を構成する物質』 

大阪大学理学部 F棟 F429 / 2018 年 8 月 9 日 / 参加者：約 120 名 

 講演会（主催：朝日カルチャーセンター） 

 『地球深部の物質』 

朝日カルチャー中之島センター / 2019 年 3 月 16 日 / 参加者：30 名 

佐々木 晶 島根県立出雲高等学校 施設見学（主催：大阪大学） 

 『日本の太陽系探査（かぐや、はやぶさ、はやぶさ２）』 

 大阪大学豊中キャンパス / 2019 年 10 月 2 日 / 参加者：40 名 

芝井 広 出張講義 (主催：神戸市青少年科学館) 

 『―宇宙のどこかにある第２の地球と生命を探す―』 

 神戸市青少年科学館 / 2018 年 10 月 18 日 / 参加者：24 名 

寺田 健太郎 公開講座 (主催：大阪大学理学研究科) 

 『私たちはどこからきて、どこへいくのか？』 

 南部陽一郎ホール / 2018 年 6 月 20 日 / 参加者：100 名 

 一般対象講演会 (主催：朝日カルチャーセンター中之島教室) 

『太陽系の起源と進化 〜月と地球の誕生の妙〜』 

朝日カルチャーセンター中之島教室/ 2018 年 6 月 21 日 / 参加者：50 名 

 子供科学イベント(主催：子ども宇宙アカデミー) 

『月の科学の最前線 〜月と地球のビミョーな関係〜』 

広島県民文化センター / 2018 年 6 月 22 日 / 参加者：50 名 

 サイエンスカフェ (主催：雲間サイエンスカフェ) 

『広島に小惑星のかけらが降ってきた』 

雲間サイエンスカフェ（広島市）/ 2018 年 6 月 23 日 / 参加者：25 名 

 一般対象講演会 (主催：サロン・ド・K) 

『月の科学の最前線 〜月と地球のビミョーな関係〜』 

 梅田グランフロント / 2018 年 6 月 24 日 / 参加者：50 名 

 一般対象講演会 (主催：宙フェス) 

『月のウサギは何歳か？ 〜石からわかる月の歴史〜』 

京都法論寺 / 2018 年 6 月 25 日 / 参加者：100 名 

 子供科学イベント (主催：スーパーサイエンスミュージアム） 

『太陽系惑星の起源を探る 〜地球の作り方〜』 

 広島市こども文化科学館 / 2018 年 6 月 26 日 / 参加者：50 名 
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寺田 健太郎 一般対象講演会 (主催：ちゅーぴーカレッジ 連携特別講演会) 

『太陽系科学の最前線 〜はやぶさからはやぶさ２へ〜』 

広島 YMCA / 2018 年 6 月 27 日 / 参加者：50 名 

 公開講座 (主催：大阪大学公開講座） 

『月に吹く地球からの風 〜月の科学の最前線〜』 

大阪大学中之島センター/ 2018 年 6 月 28 日 / 参加者：150 名 

 科学イベント (主催：大阪大学共創機構） 

『月とあそぼう』 

ららぽーと EXPOCITY / 2018 年 6 月 29 日 / 参加者：600 名 

 一般対象講演会 (主催：広島空港宇宙展） 

『月の科学の最前線 〜月に吹く地球からの風〜』 

広島空港/ 2018 年 6 月 30 日 / 参加者：60 名 

 一般対象講演会 (主催：大阪大学共創機構社学共創本部はんだいラボ） 

『ねえねえはかせ、月のうさぎは何さいなの？』 

ららぽーと EXPOCITY / 2018 年 7 月 1 日 / 参加者：60 名 

 一般対象講演会 (主催：朝日カルチャーセンター中之島教室） 

『太陽と地球―月システム 〜月に吹く地球からの風〜』 

朝日カルチャーセンター中之島教室 / 2018 年 7 月 2 日 / 参加者：50 名 

 一般対象講演会 (主催：明覚寺（岩国市）） 

『ねえねえはかせ、月のうさぎは何さいなの？』 

明覚寺（岩国市）/ 2018 年 7 月 3 日 / 参加者：60 名 

 一般対象講演会 (主催：明覚寺（岩国市）） 

『宇宙におけるいのち〜宇宙人は何人いるの？〜』 

明覚寺（岩国市）/ 2018 年 7 月 4 日 / 参加者：50 名 

 一般対象シンポジウム (主催：大阪大学共創機構） 

『サイエンスアゴラ in 大阪 「都市防災備災の現状と展望.  

〜産官学ネットワークの共創に向けて〜.」』 

大阪市中央公会堂 / 2018 年 7 月 5 日 / 参加者：180 名 

 出前講義 (主催：山口県立岩国総合高等学校） 

『月の科学の最前線 〜月と地球の不思議な関係〜』 

山口県立岩国総合高等学校 / 2018 年 7 月 6 日 / 参加者：450 名 

 高大連携セミナー (主催：大阪府立大手前高校） 

『月の科学の最前線 〜月と地球の不思議な関係〜』 

大阪府立大手前高校 / 2018 年 7 月 7 日 / 参加者：100 名 

 出前講義 (主催：西宮市立西宮東高校） 

『月の科学の最前線 〜月と地球の不思議な関係〜』 

西宮市立西宮東高校 / 2018 年 7 月 8 日 / 参加者：50 名 
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寺田 健太郎 模擬講義 (主催：大阪府立春日丘高校） 

『惑星科学への誘い』 

大阪府立春日丘高校 / 2018 年 7 月 9 日 / 参加者：9名 

中嶋 悟 「地球システム学」講演会（主催：朝日カルチャーセンター） 

 『地球の生命・資源・環境と水』 

 中之島フェスティバルタワー / 2019 年 2 月 16 日 / 参加者：31 名 

長峯 健太郎 大阪大学オープンキャンパス (主催：宇宙進化学グループ) 

『宇宙旅行をしよう！』 

 大阪大学理学部 / 2018 年 8 月 8 日 / 参加者：100 名 

 

 

一般対象講演会 (主催：関西合同進学説明会) 

『第 11 回「宇宙（天文）を学べる大学 合同進学説明会」  

天文講演会:「宇宙(の学者)、ホーキング博士を語る  

〜ブラックホールと宇宙・天文〜」』 

大阪市立科学館 / 2018 年 6 月 10 日 / 参加者：200 名 

 

 

 

出張講義 (主催：北野高校) 

『知的冒険「宇宙の進化と巨大ブラックホール」』 

 北野高校 / 2018 年 9 月 15 日 / 参加者：300 名 

 一般対象講演会 (主催：朝日カルチャーセンター 中之島) 

『「最先端 宇宙物理学研究」講座』 

 朝日カルチャーセンター 中之島 / 2018 年 9 月 29 日 / 参加者：50 名 

松本 浩典 Saturday Afternoon Physics 2018（主催：大阪大学大学院理学研究科） 

 『宇宙への旅立ち－ 熱く激しい宇宙の別の顔 －』 

大阪大学豊中キャンパス / 2018 年 10 月 13 日 / 参加者：180 名 

佐伯 和人 まちのラジオ 大阪大学社学連携事業(主催：みのお FM) 

『月探査の研究や大学での生活を学生 2名とともに紹介』 

みのお FM（箕面市）/ 2018 年 4 月 12 日  

 「教えて！ニュースライブ正義のミカタ」出演 (主催: 朝日放送テレビ) 

『世界の月開発について解説』 

朝日放送テレビ（大阪市）/ 2018 年 4 月 28 日  

 寮生夜話（中学生・高校生対象）(主催：鹿児島県立楠隼中学校・高等学校) 

『宇宙にかかわる仕事をするには』 

鹿児島県立楠隼中学校・高等学校 生徒寮 / 2018 年 6 月 4 日 / 参加者：50 名

 

 

宇宙学講義（中学 2年生対象）(主催：鹿児島県立楠隼中学校) 

 『月・太陽系の探査』 

鹿児島県立 楠隼中学校 / 2018 年 6 月 5 日 / 参加者：50 名 

 TBS 特別番組「立ち入り禁止の向こう側」取材協力 (主催：TBS テレビ) 

『バヌアツ共和国の火山について解説』 

大阪大学取材・収録 / 2018 年 6 月 13 日 
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佐伯 和人 i-spot 講座  

(主催：大阪大学共創機構社学共創本部／21 世紀懐徳堂、大阪市都市計画局) 

『実験！台所で火山大爆発』 

大阪市まちづくり情報発信施設「アイ・スポット」 / 2018 年 7 月 25 日 / 

参加者：24 名 

 第 12 回千里山サイエンスカフェ (主催：千里山コミュニティ協議会） 

『月の科学と宇宙大航海時代の夜明け』 

千里山コミュニティセンター / 2018 年 7 月 28 日 / 参加者：40 名 

 日本学術振興会第 111 委員会第 5回シンポジウム 

(主催：日本学術振興会第 111 委員会) 

 『月探査と月資源開発の新たな時代の始まり』  

千葉科学大学 / 2018 年 9 月 1 日 / 参加者：20 名 

 きらめきの結晶体／紡がれる物語 レクチャーイベント  

(主催：きらめきの結晶体／紡がれる物語 実行委員会) 

 『鉱物と月から紡がれるもの』 

Art Spot Korin (京都） / 2019 年 3 月 16 日 / 参加者：20 名 

久冨 修 研究紹介（主催：大阪大学 Z-sce 分子生物学実習） 

 『高校生への研究紹介』 

大阪大学豊中キャンパス / 2018 年 8 月 28 日 / 参加者：8名 

廣野 哲朗 夢ナビライブ（主催：フロムページ） 

 『地下深くの断層に到達、地震発生の謎に迫る』 

東京ビッグサイト / 2018 年 8 月 7 日 / 参加者：50 名 

 シンポジウム：大阪大学の社会共創連続セミナー（主催：大阪大学） 

 『大阪府北部地震を踏まえた北摂地域防災』 

 大阪大学豊中キャンパス / 2018 年 9 月 1 日 / 参加者：200 名 

 ハンダイ理女フェス（主催：大阪大学） 

 『やってみよう！実験デモンストレーション』 

大阪大学豊中キャンパス / 2018 年 9 月 9 日 / 参加者：100 名 

 在阪報道関係者と大阪大学との懇談会（主催：大阪大学） 

 『来たる南海トラフ地震に備えて-地震研究の最前線-』 

 ホテル阪急エキスポパーク / 2018 年 12 月 5 日 / 参加者：100 名 

 防災講演会（主催：吹田市東山田地区連合自治会） 

 『来たる南海トラフ地震に備えて-地震研究の最前線-』 

 吹田市東山田小学校 / 2019 年 1 月 20 日 / 参加者：50 名 

山中 千博 公開講演会 (主催：関西サイエンスフォーラム) 

 『「地震予知研究の現状と将来」～地下水調査研究の最前線～』 

 中之島センター / 2018 年 10 月 25 日 / 参加者：100 名 
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桂 誠 日本技術展（主催：科学技術振興機構、中国国家外国専門家局） 

『カメラ校正によつサブピクセル画像計測の汎用化』 

 広州ガーデンホール / 2018 年 5 月 12 日 / 参加ブース：46 

河井 洋輔 島根県立出雲高等学校 施設見学 (主催：大阪大学) 

『研究室見学』 

 大阪大学豊中キャンパス / 2018 年 10 月 2 日 / 参加者：40 名 

 大阪府立春日丘高等学校 施設見学 (主催：寺田研究室) 

『研究室見学』 

 大阪大学豊中キャンパス / 2019 年 3 月 27 日 / 参加者：7名 

中山 典子 オープンキャンパス：女子学生向け講演会（主催：大阪大学） 

 『進路はどう定まった？私の場合』 

 大阪大学豊中キャンパス / 2018 年 9 月 1 日 / 参加者：30 名 

 女子中高生のための関西科学塾（主催：大阪大学） 

 『大気中微粒子 PM2.5 の発生源を究明せよ』 

 大阪大学豊中キャンパス / 2018 年 10 月 14 日 / 参加者：40 名 

松尾 太郎 出張講義 (主催：京都府立園部高等学校附属中学校) 

 『宇宙に生命は存在するか？～地球外生命探査の最前線～』 

 京都府立園部高等学校附属中学校 / 2018 年 11 月 19 日 / 参加者：50 名 

田中 圭 異分野研究者対象講演会 (主催：アカデミスト株式会社) 

 『異分野交流イベント「academist PRIZE vol.2」』 

DG LAB TOKYO / 2018 年 8 月 3 日 / 参加者：30 名 
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受賞  

富田 賢吾 大阪大学 大阪大学賞若手教員部門 

「輻射磁気流体シミュレーションコードの開発と原始星・星周円盤形成の研究」

小林 将人 Interstellar Filament Paradigm Poster Award  

「Physical properties of the multiphase interstellar medium 」 

中屋 佑紀 日本腐植物質学会第 34 回講演会ポスター賞 

「粉体土壌試料の三次元蛍光分光測定」 

荒田 翔平 IAU Symposium 341, Poster award 

「Radiative Properties of the First Galaxies」 

上松 和樹 日本物理学会 学生優秀発表賞（領域 6） 

「ランダムネスの誘起する二次元 3He における量子スピン液体」 

Kazuki Uematsu Highly Frustrated Magnetism(HFM)2018 Student Poster Awards 

“Randomness-induced ordering behavior of the frustrated s= 1/2 J1-J2 

Heisenberg model on the square lattice with ferromagnetic and 

antiferromagnetic J1” 

山北 絵理 日本蘚苔類学会優秀発表賞 

「SEM-EDS を用いたコケ植物と石灰岩の相互作用の解析」 

鶴岡 椋 日本金属学会 優秀ポスター賞 

「外熱式 DAC を用いた X線吸収法による高圧下での液体 Ga 密度測定」 
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海外出張

研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の財源

<教員>

芝井　広
2018/2/15-
2018/5/16

オーストラリア FITE実験の実施 運営費交付金

松尾　太郎
2018/3/28-
2018/4/1

アメリカ カリフォルニア工科大学 科学研究費補助金

富田　賢吾
2018/4/1-
2018/4/8

Princeton
Unviersity/アメリ
カ

Athena++コードの共同開発 科学研究費補助金

松尾　太郎
2018/4/16-
2018/4/21

NASA Ames Research
Center/アメリカ

Ames研究者と打ち合わせ 科学研究費補助金

住　貴宏
2018/5/5-
2018/5/15

オーストラリア FITE実験の実施 科学研究費補助金

富田　賢吾
2018/5/11-
2018/5/28

University Paris
Sud/フランス

サマープログラム"FROM PRESTELLAR
CORES TO SOLAR NEBULAE"に参加す
る

科学研究費補助金

桂　誠
2018/5/12-
2018/5/13

中国 日本技術展への出展 先方負担

住　貴宏
2018/5/29-
2018/6/2

アメリカ
WFIRST Formulation Science
Working Group Meeting ＃7に出
席、PRIMEに関する打ち合わせ

科学研究費補助金

芝井　広
2018/6/1-
2018/6/6

オーストラリア FITE実験の実施 運営費交付金

木村　淳
2018/6/2-
2018/6/10

アメリカ AOGS 科学研究費補助金

林田　清
2018/6/9-
2018/6/17

SPIE/アメリカ SPIEにて研究発表および情報収集 科学研究費補助金

寺崎　英紀
2018/6/12-
2018/6/16

エジンバラ大学/イ
ギリス

研究打ち合わせ、研究セミナー発表 科学研究費補助金

寺崎　英紀
2018/6/16-
2018/6/23

クレルモンフェラン
/フランス

国際学会発表 科学研究費補助金

藤田　裕
2018/6/16-
2018/6/21

Lake Guntersville
State Park Lodge/
アラバマ/アメリカ

国際会議 WHIM and Cluster
Outskirts: Lost and Found
Baryons in the Local Universe で
招待講演

科学研究費補助金

横田　勝一郎
2018/6/20-
2018/7/3

ギアナ宇宙センター
/ギアナ

BepiColombo機能試験及び打ち上げ
前確認作業

JAXA経費

松尾　太郎
2018/6/21-
2018/10/13

NASA Ames Research
Center/アメリカ

NASA Amesで行う瞳分光の試験機に
使用する中間赤外線検出器の評価

科学研究費補助金

松本　浩典
2018/7/2-
2018/7/6

ESTEC/オランダ X線天文衛星将来計画打合せ 先方負担

川村　光
2018/07/09-
2018/07/14

UCD/アメリカ HFM2018学会参加 科学研究費補助金

青山　和司
2018/07/09-
2018/07/15

UCD/アメリカ HFM2018学会参加 科学研究費補助金
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<教員>

佐々木　晶
2018/7/13-
2018/7/24

アメリカ COSPAR General Asembly 科学研究費補助金

植田　千秋
2018/7/14-
2018/7/22

アメリカ ICM 私費

植田　千秋
2018/7/14-
2018/7/22

アメリカ COSPAR 私費

藤田　裕
2018/7/16-
2018/7/29

University Paris-
Sud campus in
Orsay/フランス

滞在型国際会議 Cosmic Puzzles:
From the Last Scattering Surface
to Large Scale Structures で招待
講演

先方負担

長峯　健太郎
2018/7/31-
2018/8/3

University of
Durham/イギリス

国際会議「Are AGN Special? The
environmental dependence and
global impact of AGN activity」
に参加し、研究発表を行った。

科学研究費補助金

長峯　健太郎
2018/8/8-
2018/8/11

University of
California/ Santa
Cruz/アメリカ

国際研究会AGORA 2018に参加し、研
究発表および共同研究の打ち合わせ
を行った。

科学研究費補助金

長峯　健太郎
2018/8/12-
2018/8/16

ネバダ大学物理天文
学科/アメリカ

セミナーで当該研究課題に関する研
究発表を行い、情報収集及び研究交
流

科学研究費補助金

富田　賢吾
2018/8/16-
2018/8/26

Austria Center
Vienna/オーストリ
ア

IAU General Assembly及びIAU
Symposium 345 Origins: From the
Protosun to the First Steps of
Lifeに出席しポスター発表を行う

科学研究費補助金

長峯　健太郎
2018/8/26-
2018/8/28

IBS/韓国
国際会議COSMO-18に参加し、招待講
演を行った。

科学研究費補助金

大高　理
2018/8/31-
2018/9/12

ポルトガル 高圧国際会議出席 私費

岩﨑　一成
2018/9/2-
2018/9/9

エディンバラ大学/
イギリス

国際会議The Wonders of Star
Formationに参加し、当該課題に関
する研究発表するとともに情報収集
を行う

科学研究費補助金

長峯　健太郎
2018/9/4-
2018/9/9

プリンストン大学/
アメリカ

PFS国際共同研究ミーティングに参
加し、研究打ち合わせ

科学研究費補助金

寺田　健太郎
2018/9/9-
2018/9/12

KBSI/韓国
国際ワークショップで発表／研究打
ち合わせ

科学研究費補助金

松本　浩典
2018/9/22-
2018/9/30

Athena/イタリア
Athena Conference Palermo 2018に
て研究発表および情報収集

先方負担

富田　賢吾
2018/10/1-
2018/10/18

Princeton
Unviersity/アメリ
カ

Athena++コードの共同開発 科学研究費補助金

川村　光
2018/10/08-
2018/10/12

McMaster大学/カナ
ダ

コロキウム参加 科学研究費補助金

BAIOTTI Luca
2018/10/21-
2018/10/25

Hilton Waikoloa
Village/Waikoloa/
アメリカ

5th Joint Meeting of the APS
Division of Nuclear Physics and
the Physical Society of Japan

科学研究費補助金

富田　賢吾
2018/10/21-
2018/10/27

成功大学/台湾

The 8th East Asian Numerical
Astrophysics Meetingに出席し
Athena++: a New MHD Simulation
Code with Adaptive Mesh
Refinementというタイトルで招待講
演を行う。

科学研究費補助金
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<教員>

富田　賢吾
2018/10/29-
2018/10/31

延世大学校/韓国
Formation and Evolution of
Circumstellar Disksというタイト
ルでセミナーを行う。

科学研究費補助金

富田　賢吾
2018/11/2-
2018/12/25

Princeton
Unviersity/アメリ
カ

Athena++コードの共同開発 科学研究費補助金

寺田　健太郎
2018/11/8-
2018/11/11

韓国
国際ワークショップで発表／研究打
ち合わせ

科学研究費補助金

松尾　太郎
2018/11/15-
2019/9/30

NASA Ames Research
Center/アメリカ

NASA Amesで行う瞳分光の試験機に
使用する中間赤外線検出器の評価

科学研究費補助金

横田　勝一郎
2018/11/22-
2018/11/27

欧州宇宙運用セン
ター/ドイツ

BepiColombo初期機能試験 JAXA経費

川村　光
2018/11/30-
2018/12/06

ICTS/インド
The2nd Asia Pacific Workshop on
Quantum Magnetism

科学研究費補助金

松本　浩典
2018/12/4-
2018/12/9

NASA/Goddard Space
Flight Center/アメ
リカ

FORCE用X線望遠鏡開発打合せ JAXA共同研究費

長峯　健太郎
2018/12/9-
2018/12/12

上海交通大学/中国
PFS国際共同研究ミーティングに参
加し、研究打ち合わせ

先方負担

佐々木　晶
2018/12/9-
2018/12/16

アメリカ AGU Fall Meeting 科学研究費補助金

野田　博文
2018/12/10-
2018/12/14

ASIAA/台湾 セミナー及び研究打合せ 先方負担

富田　賢吾
2019/1/2-
2019/2/17

Princeton
Unviersity/アメリ
カ

Athena++コードの共同開発 科学研究費補助金

富田　賢吾
2019/1/16/-
2019/1/18

Unviersity of
Virginia/アメリカ

コロキウムにて"Formation and
Evolution of Circumstellar Disks
"というタイトルで研究発表を行う

先方負担

住　貴宏
2019/01/27-
2019/02/01

Flatiron
Institute/アメリカ

The 23rd International
Microlensing Conference に参加
し、発表

科学研究費補助金

富田　賢吾
2019/2/19-
2019/2/24

Birla Science
Center/インド

Winter School on Astronomy 2019
に招待講師として参加

科学研究費補助金

富田　賢吾
2019/3/2-
2019/3/31

Princeton
Unviersity/アメリ
カ

Athena++コードの共同開発 科学研究費補助金

住　貴宏
2019/03/03-
2019/03/13

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズ観測による冷た
い系外惑星及び浮遊惑星の探索

科学研究費補助金

長峯　健太郎
2019/3/12-
2019/3/22

ネバダ大学物理天文
学科/アメリカ

セミナーで当該研究課題に関する研
究発表を行い、情報収集及び研究交
流

科学研究費補助金

富田　賢吾
2019/3/15-
2019/3/24

University of
Nevada/ Las Vegas/
アメリカ

Athena++ Workshop 2019にオーガナ
イザーとして参加し、"Inside
Athena++"というタイトルで研究発
表を行う。

科学研究費補助金

佐々木　晶
2019/3/16-
2019/3/24

アメリカ
50th Lunar and Planetary Science
Conference

科学研究費補助金

寺田　健太郎
2019/3/17-
2019/3/23

LPSC/アメリカ
国際コンファレンスで発表／研究打
ち合わせ

科学研究費補助金
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<研究員・大学院生>

平尾　優樹
2017/9/1-
2020/3/31

アメリカ
重力マイクロレンズによる系外惑星
探査に関する研究および新望遠鏡に
取り付けるカメラの設計および製作

科学研究費補助金

大山　照平
2018/2/15-
2018/5/16

オーストラリア FITE実験の実施 運営費交付金

伊藤　哲司
2018/3/1-
2018/5/25

オーストラリア FITE実験の実施 運営費交付金

佐伯　守人
2018/3/1-
2018/5/25

オーストラリア FITE実験の実施 運営費交付金

坪井　隆浩
2018/3/1-
2018/5/25

オーストラリア FITE実験の実施 運営費交付金

谷　貴人
2018/3/8-
2018/5/25

オーストラリア FITE実験の実施 運営費交付金

永金　昌幸
2018/5/7-
2018/6/9

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズによる系外惑星
の観測

先方負担

田中　圭
2018/5/18-
2018/5/25

チャルマーズ工科大
学/スウェーデン

大質量星形成観測研究に関する共同
研究および、同大学でのセミナー発
表

共同研究費

近藤　依央菜
2018/5/20-
2018/6/21

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズによる系外惑星
の観測

科学研究費補助金

田中　圭
2018/5/28-
2018/6/1

パラリア/ギリシャ
国際会議 The Olympian Symposium
2018での口頭発表

共同研究費

岡崎　貴樹
2018/6/9-
2018/6/18

SPIE/アメリカ SPIEにて研究発表および情報収集 科学研究費補助金

末松　春乃
2018/6/18-
2018/7/17

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズによる系外惑星
の観測

科学研究費補助金

小林　将人
2018/6/28-
2018/7/8

University of
Cambridge/イギリス

国際会議The Laws of Star
Formation: From the Cosmic Dawn
to the Present Universeに参加し
ポスター発表

科学研究費補助金

宮﨑　翔太
2018/7/5-
2018/8/6

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズによる系外惑星
の観測

科学研究費補助金

上松　和樹
2018/7/8-
2018/7/16

UCD/アメリカ HFM2018学会参加 科学研究費補助金

幸城　秀彦
2018/7/8-
2018/7/16

UCD/アメリカ HFM2018学会参加 科学研究費補助金

横山　友暉
2018/7/29-
2018/9/9

南アフリカ共和国
ICDP南アフリカ金鉱山震源近傍掘削
計画（DSeis計画）での現地でのコ
ア分析

科学研究費補助金

金木　俊也
2018/7/29-
2018/9/9

南アフリカ共和国
ICDP南アフリカ金鉱山震源近傍掘削
計画（DSeis計画）での現地でのコ
ア分析

科学研究費補助金

近藤　依央菜
2018/8/5-
2018/9/5

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズによる系外惑星
の観測

科学研究費補助金
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<研究員・大学院生>

田中　圭
2018/8/20-
2018/8/31

ウィーン/オースト
リア

国際会議XXX IAU General Assembly
/ IAU Symposium 344での口頭発表

共同研究費

田中　圭
2018/9/1-
2018/9/7

エジンバラ大学/イ
ギリス

国際会議The Wonder of Star
Formationでの口頭発表

共同研究費

Pierre
Marchand

2018/8/31-
2018/9/1

Institut de
Planetologie et
d’Astrophysique
de Grenoble
(IPAG)/ フランス

Visiting researchers with common
research interests (Geoffroy
Lesur)

科学研究費補助金

Pierre
Marchand

2018/9/2-
2018/9/8

Edinburgh
university/イギリ
ス

Conference “The wonders of star
formation”

科学研究費補助金

米山　友景
2018/9/7-
2018/9/17

IWARA/ペルー

IWARA2018 - 8th International
Workshop on Astronomy and
Relativistic Astrophysicsにて研
究発表および情報収集

科学研究費補助金

Pierre
Marchand

2018/9/9-
2018/9/16

CEA Paris/ ENS
Paris/IAP/フランス

Visiting researchers with common
research interests (Yueh-Ning
Lee/ Patrick Hennebelle)

科学研究費補助金

中屋　佑紀
2018/9/14-
2018/9/26

Albena Resort/ブル
ガリア

19th International Conference of
International Humic Substances
Societyにおいて研究発表を行った

科学研究費補助金

Pierre
Marchand

2018/9/17-
2018/9/21

ENS Lyon/フランス
Conference “RAMSES User
Meeting”/ with a presentation/

科学研究費補助金

小林　将人
2018/10/21-
2018/10/27

National Cheng-
Kung University/台
湾

国際会議The 8th East Asian
Numerical Astrophysics Meetingに
参加し口頭講演

科学研究費補助金

中屋　佑紀
2018/10/22-
2018/10/27

Carpueiranne/フラ
ンス

International Workshop on
Organic Matter Spectroscopyに
おいて研究発表を行った

科学研究費補助金

金丸　仁明
2018/10/29-
2018/12/21

ニース天文台/フラ
ンス

小惑星の地質と内部構造に関する共
同研究

大阪大学超域イノベー
ション
博士課程プログラム

末松　春乃
2018/12/9-
2019/1/8

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズによる系外惑星
の観測

先方負担

合田　翔平
2019/1/10-
2019/1/28

NASA Ames研究セン
ター/アメリカ

巨大ガス惑星の惑星形成過程に関す
る議論

科学研究費補助金

近藤　依央菜
2019/1/23-
2019/2/5

Flatiron
Institute/アメリカ

The 23rd International
Microlensing Conference に参加
し、発表

科学研究費補助金

末松　春乃
2019/1/24-
2019/2/4

Flatiron
Institute/アメリカ

The 23rd International
Microlensing Conference に参加
し、発表

科学研究費補助金

平尾　優樹
2019/1/27-
2019/2/2

Flatiron
Institute/アメリカ

The 23rd International
Microlensing Conference に参加
し、発表

科学研究費補助金

宮﨑　翔太
2019/3/3-
2019/3/14

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズによる系外惑星
の観測

科学研究費補助金

永金　昌幸
2019/3/3-
2019/3/13

マウントジョン天文
台/ニュージーラン
ド

重力マイクロレンズによる系外惑星
の観測

先方負担

金丸　仁明
2019/3/9-
2019/3/27

コロラド大学・
ヒューストン/アメ
リカ

D.J. Scheeres氏との議論及びThe
50th Lunar and Planetary Science
Conferenceにおける口頭発表

日本学術振興会(JSPS)
研究拠点形成事業
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<研究員・大学院生>

Pierre
Marchand

2019/3/10-
2019/3/14

Princeton
university/アメリ
カ

Visiting 富田　賢吾for
collaboration

科学研究費補助金

Pierre
Marchand

2018/3/15-
2018/3/19

American Museum of
National History/
アメリカ

Visiting Mordecai Mac-Low for
collaboration

科学研究費補助金

田中　圭
2019/3/18-
2019/3/22

ネバダ大学ラスベガ
ス校/アメリカ

国際研究会Athena++  Workshop
2019での口頭発表

大阪大学
国際合同会議助成事業

Pierre
Marchand

2018/3/20-
2018/3/22

University of
Western Ontario/カ
ナダ

Visiting Shantanu Basu for
common research interests

科学研究費補助金

田中　圭
2019/3/27-
2019/3/31

アメリカ国立電波天
文台/アメリカ

大質量星形成観測研究に関する共同
研究

共同研究費
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海外からの来訪者

Fulvia Pucci
（Princeton/NIFS）

2018/4/12 長峯研究室

廣井孝弘
（ブラウン大）

2018/4/30-5/2 佐々木研究室

Isaac Shlosman
（University of Kentucky）

2018/6/3-29 長峯研究室

Jan E/ Staff
（バージン諸島大学）

2018/6/14-15 長峯研究室

廣井孝弘
（ブラウン大）

2018/7/29-31 佐々木研究室

Charles Elachi
（NASA ジェット推進研究所）

2018/10/4 理学研究科/寺田研究室

Dr/ Joachim Schulz
（Microworks）

2018/11/6 松本研究室

廣井孝弘
（ブラウン大）

2018/11/13-16 佐々木研究室

Ben Horowitz
（University of California, Berkeley）

2018/11/21 長峯研究室

Isaac Shlosman
（University of Kentucky）

2018/11/17-12/1 長峯研究室

David P/ Bennett
（University of Maryland ）

2018/12/11-12 赤外線天文学グループ

Dr/ Agata Cygan
（Nicolaus Copernicus University/ポーランド）

2018/12/13 寺田研究室

Tetsuya Komabayashi
（The University of Edinburgh）

2019/1/30-31 近藤研究室

Chris McGuire
（The University of Edinburgh）

2019/1/30-31 近藤研究室

Helene Breton
（The University of Edinburgh）

2019/1/30-31 近藤研究室

Sam Thompson
（The University of Edinburgh）

2019/1/30-31 近藤研究室
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長峯研究室（宇宙進化学） 

 
  当研究室では、この宇宙における様々な天体・宇宙物理現象を観測結果にも目を配りながら、

理論的に解明することを目指している。 

 

１．宇宙の構造形成：銀河形成とブラックホール形成 

 

1.1 宇宙論的流体シミュレーションと銀河形成 

 この数十年の天文観測の結果、人類はΛ cold dark matter (ΛCDM)モデルという標準宇宙モデル

を確立し、現在の宇宙がダークエネルギーとダークマターによって支配されたものであることを見

出した。宇宙の構造形成は、多くの場合銀河の観測から調べられているため、我々は理論モデルや

宇宙論的流体力学シミュレーションを用いて、銀河形成と進化をより深く理解しようとしている。 

 銀河形成において超新星爆発と超巨大ブラックホール(SMBH)からのフィードバック効果がその成

長を自己制御していることが知られている。我々は従来のモデルを改良し、高解像度のシミュレー

ションにおいて局所的な物理量（例えばガスの温度や密度）を用いて星形成率とフィードバック効

率を決定する、より物理的な超新星爆発フィードバックモデルを新たに開発し、新しいモデルで星

形成が十分に抑制されることを示した（Shimizu et al. 2019）。また、ダストの形成・破壊モデル

(Hirashita 2015; Aoyama et al. 2017)を組み込んだ宇宙論的な銀河形成シミュレーションを実行

し、赤方偏移 z≃1 の銀河周辺の大局的なダスト分布が概ね再現できることを示し、銀河のダストに

関わる統計量とサブミリ観測を比較してそれらの結果を出版した(Aoyama et al. 2018; Hou et al. 

2018)。また、初代銀河からどのような輝線が放出されているか、星形成率や電離光子の脱出確率と

の関連性を調べた。（Arata et al. 2019）。 

 すばる PFS survey に関連して、宇宙の中性水素(HI)の分布について調べ、IGM tomography と、HI

とメタルの相互相関関数などを計算し、具体的に PFS でどのようなシグナルが得られるか、研究し

ている。 

 

1.2 巨大ブラックホール形成とダイレクトコラプスモデル 

 早期宇宙における巨大ブラックホール形成の有力なシナリオとしてダイレクトコラプスモデルが

あるが、我々はその可能性について宇宙論的流体シミュレーションを用いて吟味している。各流体

素片からの輻射を考慮し、輻射輸送には Flux-limited diffusion(FLD)近似を Enzo AMR コードに世

界で初めて導入した。我々はこの FLD 計算を宇宙論的なズームシミュレーションにも適用し、 宇宙

論的ハローでの振る舞いの違いを吟味した（Luo et al. 2018）。ここでも同様に adiabatic 近似の

結果は FLD の場合と大きく異なることが見出され(Ardaneh et al. 2018)、現在は Lyα の輻射輸送

を考慮して、さらにダイレクトコラプスの実現性について探求している。 
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２．高エネルギー宇宙物理 

 

2.1 銀河団形成過程 

銀河団での宇宙線加速の要因となっている衝撃波や乱流は、銀河団が形成する過程で起きる銀河

団同士の衝突、合体によって励起する。そこで銀河団の形成過程、特に銀河団の内部構造と成長過

程の詳細な関係を調べた。 

 そこで我々はまず CLASH 銀河団サンプルについて、それぞれの銀河団の半径、質量、温度を調べ

た。半径と質量は重力レンズ観測で、温度は X 線観測で得られたものである。そしてこれらのデー

タを 3 次元対数空間にプロットしたところ、非常に薄い平面状に分布することを見出した。さらに

宇宙論的なシミュレーションでもこの平面の存在を確認した。銀河団は成長する過程で、温度が上

昇し、質量と半径が増加するが、それは銀河団のこの平面上の移動で表されることもシミュレーシ

ョンは示している。またこの平面は銀河団中のAGNフィードバックなどの効果はほとんど受けない。 

 一方、平面の向きはこれまでの多くの研究で仮定されてきたビリアル平衡が予測するものと有意

にずれている。我々は解析的な similarity solution でこの平面の向きのずれを説明することに成

功した。 それによると、このずれは銀河団がビリアル平衡に完全に到達していないためであり、外

から連続的に物質が落下する効果を取り入れないと構造を正しく議論できないことを示している。

また平面上の銀河団の移動方向は宇宙の初期ゆらぎを反映していることもわかった。 

  

2.1 天体からの電波放射 

天体からの電波放射はその天体中の宇宙線粒子、磁場についての情報を与える。まず Tycho 超新

星残骸の詳細な観測データを分析し、衝撃波のすぐ下流の電波強度のゆらぎの相関関数から磁場の

スペクトルを求めたところ、大スケールから小スケールまで Kolmogorov タイプで表わされること

がわかった。これは衝撃波のごく近傍ですでに乱流がよく発達していることを表しており、衝撃波

での宇宙線粒子の加速に必要な磁場ゆらぎが確かに存在していることを示している。 

 一方、衝突銀河団 CIZA J1358.9-4750 で衝撃波が存在している領域を ATCA 電波望遠鏡で観測し

たところ、電波放射は観測されなかった。このことから銀河団中の磁場と宇宙線量に強い制限を与

えた。 

 

 

３．星・円盤形成研究とシミュレーションコード Athena++の開発 

 

3.1 分子雲形成過程の研究 

 星形成はその母天体である分子雲コアの物理状態で決定される。分子雲コアは分子雲の性質を受

け継いで形成されるため，星形成の理解のためには分子雲の形成・進化そして分子雲コア形成から

整合的に明らかにする必要がある。前年度から衝突するガス流中での分子雲形成過程についての磁

気流体シミュレーションを用いた研究を行い、星間磁場と分子雲の形成効率や分子雲内の乱流の構

造などについて明らかにした。今年度は新たに実装した自己重力ソルバを用いた更に高解像度のシ

ミュレーションを実行し、個々の星形成過程の初期条件に対応する分子雲コアの形成過程に可能な

限り第一原理的に迫る研究を進めている。 
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3.2 原始惑星系円盤の大域的非理想磁気流体シミュレーション 

原始惑星系円盤は領域や密度・温度によって多様な電離度を持つため領域によって磁場との結合

が異なり、その結果複雑な構造を持っている。このような構造は ALMA で観測されているリング・ギ

ャップ構造と関連して、惑星形成の初期条件・境界条件として重要である。この問題に取り組むた

め、大規模な大局的非理想磁気流体シミュレーションを行い、現在結果を解析している。原始惑星

系円盤が各領域の電離状態によって、非理想磁気流体効果が働かず磁気回転不安定性によって乱流

になる領域（active zone）、オーム散逸及び両極性拡散により磁場が散逸して層流的な領域（dead 

zone）及びその中間的な領域に分化することを示した。また、円盤内縁付近の磁気回転不安定性に

よって乱流的になっている領域において、自発的に円環状の構造が形成されることを見出した。こ

の領域は ALMA によって原始惑星系円盤内に観測されているリング・ギャップ構造とは異なるスケー

ルであるが、同様の物理過程が働けばリング・ギャップ構造の起源として新たな機構を提案できる

だけでなく、惑星形成過程におけるダスト集積・微惑星形成の現場として重要となり得るため、現

在その起源を追及している。 

 

3.3 Athena++コードの開発 

 星形成に限らず幅広い宇宙物理学の研究に供するために磁気流体シミュレーションコードを米

国 Princeton 大学と共同で開発・公開している。開発したコードは Princeton 大学の Web ページで

公開しているが、日本語のドキュメントを付した日本語版 Web サイトも公開している。 

英語版：http://princetonuniversity.github.io/athena/ 

日本語版：http://astro-osaka.jp/~tomida/athena/ 

 

 

４．General-relativistic simulations of neutron stars 

  

We have mainly worked on numerical simulations of compact stars, isolated and in binary systems, with 

magnetic fields.  In order to help and interpret observations, we need solutions of the general-relativistic 

equations describing spacetime, matter and magnetic fields. As everyone knows, analytic solutions of 

astrophysical relevance for binary—neutron-star systems are not available, therefore numerical-relativity 

simulations are necessary. Simulating magnetic fields around compact objects is challenging because of physical 

instabilities that require very high resolutions to be resolved and because of limitations in the modeling of 

electromagnetic interactions. Most simulations, in fact, are carried out in the magnetohydrodynamics 

approximation, which does not capture all the physical effects, like upper limits to the growth of instabilities. 

Resistive-magnetohydrodynamics simulations exist in small numbers, but they are limited by our lack of 

knowledge about the resistivity of matter in and around NSs. This is something we are trying to work on. The 

open problems with magnetic fields in BNS mergers apply especially to the post-merger phase, where magnetic 

fields may have a huge importance for the dynamics itself, for the ejecta, and for electromagnetic emissions 

from the vicinity of the merged object (like those thought to produce short gamma-ray bursts). Before the merger, 

magnetic fields are not relevant for the global dynamics, but may produce observable electromagnetic radiation, 

as found in works employing resistive magnetohydrodynamics.  

We have also continued to work as part of the KAGRA collaboration for the construction and running of the 

Japanese underground cryogenic interferometric detector of gravitational waves, which will hopefully start 

taking data this academic year, in conjunction with the LIGO and Virgo Collaborations. 
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M. I.N. Kobayashi, T. Inoue, S. Inutsuka, K Tomida, K Iwasaki, “Physical Properties of the Multiphase 

Interstellar”, Intestellar Filament Paradigm (Nov 5-9, 2018, Japan) 

 

S. Arata, H. Yajima, K. Nagamine, Y. Li, S. Khochfar, “Radiative properties of the first galaxies: rapid transition 

from blue to red”, IAU Symposium 341: PanModel2018: Challenges in Panchromatic Galaxy Modeling with 

Next Generation Facilities (Nov 12-16, 2018, Osaka Univ., Osaka) 
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主要学会 

 

●日本天文学会 2018 年秋季年会（2018 年 9 月 19 日から 21 日 兵庫県立大学） 

 

藤田裕 梅津敬一 Stefano Ettori Elena Rasia 岡部信弘 Massimo Meneghetti 「銀河団の

質量–温度関係の Fundamental Plane を用いた新解釈」 

 

岩崎一成 富田賢吾 井上剛志 犬塚修一郎「分子雲形成シミュレーションで探る高密度クランプ

の統計的性質」 

 

田中圭 J. C. Tan J. E. Staff Yichen Zhang 「大質量原始星周りでの Outflow-Confined HII

領域の時間変動・進化とその観測的特徴」 

 

小野智弘 武藤恭之 富田賢吾 Zhaohuan Zhu「ロスビー波不安定性の進化と軸対称成分の安定性

推移」 

 

小林将人 井上剛志 犬塚修一郎 「衝突 HI 流で形成される多相星間媒質の時間発展」 

 

荒田翔平 矢島秀伸 長峯健太郎 「活動銀河核周囲のガスクランプ形成と降着率への影響」 

 

 

●日本天文学会 2019 年春季年会（2019 年 3 月 14 日から 17 日 法政大学） 

 

荒田翔平 矢島秀伸 長峯健太郎 「初代銀河の多波長輻射特性 II: 金属輝線強度と銀河進化の関

係」 

 

牧野謙 藤田裕 信川久実子 松本浩典 大平豊 「超新星残骸のMeV 宇宙線と6.4 keV 中性鉄輝線」 

 

藤田裕 Han Aung Daisuke Nagai 「銀河団の基準 LX–T, LX–M 関係の再考」 

 

小林将人 井上剛志 犬塚修一郎 富田賢吾 岩﨑一成 「多相星間媒質における中性水素ガスの質

量分配とその時間発展」 

 

 

研究会 

 

長峯健太郎  「理学研究とクラウド利用のニーズ：理論宇宙物理学の例」(Needs for Cloud Usage 

in Scientific Research: an example from theoretical astrophysics) 

Cyber HPC Symposium 2019, 2019 年 3 月 8 日 大阪大学サイバーメディアセンター 

 

長峯健太郎  “Galaxy Formation & Dark Matter” 第 31 回理論懇シンポジウム 2018 年 12 月 19

日－21 日 京都大学 
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藤田裕 梅津敬一 Elena Rasia Massimo Meneghetti Megan Donahue Elinor Medezinski 岡部

信弘 Marc Postman Stefano Ettori 「銀河団の進化を支配する Fundamental Plane」 高エネル

ギー宇宙物理学研究会 2018  2019 年 9 月 5 日－7日 東京大学 

 

藤田裕 「銀河団の fundamental plane と超新星残骸の MeV 宇宙線」 高エネルギー天体現象の多

様性  2018 年 11 月 20 日－21 日 東京大学宇宙線研究所 

 

藤田裕 梅津敬一 Elena Rasia Massimo Meneghetti Megan Donahue Elinor Medezinski 岡部

信弘 Marc Postman Stefano Ettori 「The New Fundamental Plane Dictating Galaxy Cluster 

Evolution」 第 31 回 理論懇シンポジウム「宇宙物理の標準理論：未来へ向けての再考」  2018 年

12 月 19 日－21 日 京都大学基礎物理学研究所 

 

藤田裕 「XRISM による観測の展望、高エネルギー放射」 3C 84 小研究会  2019 年 2 月 6日－7日 

国立天文台水沢 

 

富田賢吾 「Global Non-ideal MHD Simulations of Protoplanetary Disks with Athena++」 CfCA 

ユーザーズミーティング 2019 年 1 月 15 日－16 日 国立天文台 

 

富田賢吾 「原始惑星系円盤の非理想 MHD シミュレーション 」 ポスト「京」萌芽的課題・計算惑

星 第 3回 公開シンポジウム 2019 年 3 月 13 日 東京工業大学地球生命研究所 

 

岩﨑一成 井上剛志 犬塚修一郎 「衝撃波圧縮による大質量フィラメント状分子雲形成」新学術

領域研究 キックオフミーティング 2018 年 9 月 13 日－14 日 名古屋大学 

 

岩﨑一成 「デブリ円盤における一酸化炭素形成」 ALMA ワークショップ：円盤から太陽系へ 2018

年 11 月 21 日－22 日 WTC Conference Center Tokyo  

 

田中圭 Jonathan C. Tan 細川隆史 Yichen Zhang 「大質量星形成における複合的フィードバッ

ク」 新学術領域「星惑星形成」キックオフミーティング 2018 年 9 月 13－14 日 名古屋大学 

 

田中圭 J. C. Tan Y. Zhang 細川隆史 「大質量星形成における複合フィードバックの金属量依

存性」 初代星・初代銀河研究会 2018 2018 年 11 月 19－21 日 茨城大学 

 

田中圭 J. C. Tan Y. Zhang 細川隆史 「大質量星形成における複合フィードバックとその金属

量依存性」第３１回理論懇シンポジウム 2018 年 12 月 19－21 日 京都大学 

 

田中圭 Y. Zhang V. Rossero  下西隆 富田賢吾 J. C. Tan 「Jets & Outflows in Massive 

Star Formation」 ALMA workshop: Star formation with ALMA  2019 年 3 月 4 日－6日 名古屋大学 

 

小林将人 犬塚修一郎 小林浩 井上剛志 福井康雄 長谷川賢二「Cloud-Cloud Collision Driven 

Star Formation along with Evolution of Galactic-Scale Cloud Mass Functions」 Star Formation 

Triggered by Cloud-Cloud Collision  2018 年 5 月 28 日－29 日 名古屋大学 
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小林将人 犬塚修一郎 小林浩 福井康雄 長谷川賢二 「銀河スケールでの巨大分子雲質量関数

と星形成活動の時間進化」 新しい星形成理論によるパラダイムシフト・キックオフミーティング 

2018 年 9 月 13 日－14 日 名古屋大学 

 

小林将人 井上剛志 犬塚修一郎 富田賢吾 岩﨑一成 「衝突 HI 流で模擬する多相星間媒質の時間

進化 」第 31 回 理論懇シンポジウム   2018 年 12 月 19 日－21 日 京都大学 

 

小林将人 井上剛志 犬塚修一郎 富田賢吾 岩﨑一成「多相星間媒質中の HI ガス質量分配と時間発

展 」2018 年度 CfCA ユーザーズミーティング  2019 年 1 月 15 日－16 日 国立天文台 

 

荒田翔平 矢島秀伸 長峯健太郎 Yuexing Li Sadegh Khochfar 「Radiative properties of the 

first galaxies: rapid transition from blue to red」 Galaxy-IGM workshop 2018 2018 年 8 月

8 日－10 日 筑波大学 

 

荒田翔平 矢島秀伸 長峯健太郎 Yuexing Li Sadegh Khochfar 「初代銀河の輻射特性:急速な

色の変動」 第 31 回 理論懇シンポジウム 2018 年 12 月 19 日－21 日 京都大学 

 

 

研究交流 

 

K. Nagamine “FRBs, missing baryons & homogeneous IGM model in a Lambda CDM Universe” 

2019 年 3 月 15 日 Astro-coffee seminar, Univ. of Nevada, Las Vegas  

  

K. Nagamine “PFS High-z galaxy project”, 2018 年 12 月 9 日-12 日 PFS workshop, 上海交通

大学 

 

藤田裕 「銀河団の進化を支配する Fundamental Plane」 2018 年 7 月 9 日 大阪大学 

 

藤田裕 「The New Fundamental Plane Dictating Galaxy Cluster Evolution」 2018 年 11 月 16

日 奈良女子大学 

 

藤田裕 「銀河団の進化を支配する Fundamental Plane」 2019 年 3 月 29 日 愛媛大学 

 

K. Tomida 「Formation and Evolution of Circumstellar Disks」 2018 年 10 月 30 日 延世大学校 

大韓民国 

 

K. Tomida 「Formation and Evolution of Circumstellar Disks」2019 年 1 月 17 日 University of 

Virginia, Virginia, USA 

 

K. Tomida 「Recent Topic on Athena++」 2019 年 3 月 6日 Princeton University, New Jersey, 

USA 
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岩﨑一成 「The formation of molecular clouds by compression of atomic gases」 2018 年 10

月 16 日 国立天文台 

 

田中圭 「大質量星形成: 複合的フィードバックの影響」 2018 年 4 月 17 日 名古屋大学 

 

田中圭 「宇宙で一番重い星の作り方」 2018 年 8 月 3 日 異分野交流イベント「academist PRIZE 

vol.2」 DG LAB TOKYO 

 

田中圭 「Massive Star Formation under Multiple Feedback」 2018 年 5 月 25 日 チャルマー

ス工科大学 (スウェーデン) 

 

田中圭 「大質量星形成における複合フィードバック」 2018 年 10 月 4 日 コロキウム 甲南大学 

 

田中圭 「大質量星形成における複合フィードバック」 2018 年 11 月 29 日 東京工業大学 

 

田中圭 「Massive Star Formation under Multiple Feedback Processes」 2019 年 2 月 8 日 国

立天文台 

 

MARCHAND Pierre 「The Hall effect in AMR codes」 2018 年 9 月 25 日 Institut de Planétologie 

et d’Astrophysique de Grenoble (IPAG) France  

 

MARCHAND Pierre 「Chemistry and non-ideal MHD in star formation」 2018 年 11 月 29 日 東

京大学天文学専攻  

 

MARCHAND Pierre 「The death of stars] 2018 年 12 月 17 日 兵庫県立川西緑台高等学校  

 

MARCHAND Pierre 「Non-ideal MHD in star formation」 2019 年 3 月 20 日 London University 

Canada  

 

MARCHAND Pierre 「The Hall effect in AMR codes」 2019 年 3 月 13 日 Princeton University USA  

 

小林将人 「Evolutionary Description of Giant Molecular Cloud Mass Functions on Galactic 

Disks」2019 年 2 月 6日 国立天文台 

 

小林将人 「Evolutionary Description of Giant Molecular Cloud Mass Functions and the 

Multiphase ISM」2019 年 2 月 19 日 大阪産業大学 

 

 

その他 

 

小林将人 「分子雲質量関数の時間進化と星形成過程 」 天文月報, 第 111 巻, 第 9 号, 2018 年 9

月号 
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松本研究室（X 線天文学） 

 
本研究室の研究の柱は、 

1. X 線天体の観測的研究 

2. 将来の X 線天文学を発展させるための観測装置開発 

である。2018 年度 10 月に野田博文助教が着任し、スタッフが 3 人に増えた。 

 

[1] X 線天体の観測的研究 

(1) X-ray Isolated Neutron Stars  

X-ray isolated Neutron Stars (XINS) は、X線で発見された連星系になっていない単独中性子星

であり、現在まで 7 つが知られている。周期とその時間微分から中性子星の磁場を推定することが

可能である。多くの中性子星は 1012 G 程度の磁場を持つが、それよりはるかに強い磁場を持つ種族

が存在し、一つは 1014～1015 G の磁場を持つマグネターと言われる種族である。もう一つが XINS で

あり、1013 G 程度の磁場を持つ。マグネターも XINS も熱的な X線スペクトルをしているが、マグネ

ターは 2 温度の黒体放射なのに対し、XINS は 1 温度の黒体放射をしており、その温度はマグネター

より低いと考えられてきた。今回 7つの XINS の X 線スペクトルの詳細解析を行ったところ、全ての

XINS が黒体放射に加えて高エネルギー成分を持っていることを発見した。この成分は高温の黒体放

射で表すことが出来る。高温成分と低温成分の温度の比、これらの温度と黒体放射領域の大きさの

関係は、2つの XINS を除いて、マグネターのものとよく似ていることを発見した。そして XINS の低

温成分はマグネターのそれよりも温度が低い。これらの発見は、「マグネターが年老いて XINS にな

る」という仮説を裏付けているように思われる。これの成果は Yoneyama et al. 2019 として出版

された。また上記の例外的な 2つの XINS は非常にソフトな X線スペクトルをもち、弱い磁場を持っ

ている。その高温成分は磁極領域からの放射と考えることが出来る。すると、時間変化を調べ、一般

相対論的効果を考慮することにより、質量—半径関係に迫ることができる可能性がある。この目的で

大面積 X線天文台 NICER に、2つのうちの 1つ RXJ1856.5-3714 の観測提案を行い、200 ks の観測

が採択されている。 

 

(2) Blue Compact Dwarf Galaxies の Ultra-Luminous X-ray sources 

Blue Compact Dwarf Galaxies (BCDG) という種族の銀河が知られている。この銀河は、高温で大質

量の恒星を多く含む矮小銀河であり、重元素量が天の川銀河の 1/10 以下と非常に小さい。近傍の銀

河でありながら、銀河形成初期を模擬した環境にある銀河として注目されている。BCDG である IZw18

の Chandra 衛星、XMM-Newton 衛星、すざく衛星による X線観測データを解析し、非常に明るい X線

天体を発見した。等方放射を仮定すると、この天体は最大光度が 1040 erg s-1 を超え、Ultra Luminous 

X-ray source (ULX) であることが判明した。合計 5回の観測で光度とともに X線スペクトルも変動

し、hard 状態から thermal 状態へと変化していると考えることが出来た。このスペクトルの変化

を過去の ULX スペクトルのテンプレートと比較することにより、この ULX は 60 太陽質量から 200 太

陽質量の間の質量を持つブラックホールである可能性が示唆された。さらに、既に ULX が存在して

いることが知られていた別の BCDG である VIIZw403 の XMM-Newton 衛星、すざく衛星による X線観測

データの解析を行った。ULX のスペクトルは、すざく衛星観測時には hard ultra-luminous 状態、

XMM-Newton 衛星観測時には hard 状態から soft 状態への遷移途中にあると考えられ、テンプレート

-74-



 

との比較からおおよそ 20 太陽質量のブラックホールであることが示唆された。過去には、M31 や M82

のような銀河で ULX が発見されているが、その個数は銀河全体で数個程度である。ULX の数を、銀河

の星形成率や星・ガス質量で規格化してみると、IZw18, VIIZw403 では ULX 個数が異様に高いことが

わかる。一方で、通常の光度の X 線源の積分強度は、BCDG と他の銀河ではそれほど大きな違いはな

い。このようになっている理由はよくわかっていない。おそらく ULX の誕生メカニズムや銀河形成

と関係しており、非常に興味深い謎である。今後も研究が必要であろう。以上の成果は古市拓巳修

士論文としてまとめられている。 

 

(3) すざく衛星 CCD のシリコンエッジ付近のレスポンスの改訂 

すざく衛星の X線 CCD (X-ray Imaging Spectroeter; XIS) は、高エネルギー分解能と低バックグ

ラウンドを誇り、色々な成果を上げてきた。しかし、いろいろな X 線天体の X 線スペクトルをモデ

ルと比較すると、シリコンの Kエッジ (1.839 keV) 付近に 10%程度の系統的なずれが残ることが知

られており、Si エッジ問題と呼ばれてきた。XIS には表面照射型 (Front Illuminated; FI) CCD と

裏面照射型 (Back Illuminated; BI) CCD の 2 種類があるが、FI と BI でこのずれは逆方向になるこ

とがわかっており、キャリブレーションの問題であると考えられてきた。X線光子のエネルギーとパ

ルスハイトの間の関係（ゲイン）にジャンプを導入してこのずれを解消する試みが、2016 年度の

正村陸氏修士論文にて初めて行われた。この研究に引き続き、より詳細にジャンプを調整するよう

にレスポンス作成ソフトウェアを改良した。そして、ブラックホール連星系 LMC X-3 のスペクトル

を詳細に解析することで、ゲインのジャンプ値を決定した。この結果をペルセウス座銀河団に適用

し、15%程度あったずれが 5%程度まで解消されていることを確認した。しかし超新星残骸 Tycho の場

合は、依然としてずれが存在することを発見した。これまではキャリブレーション不定性のために

見えなかった天体物理由来のずれが見えている可能性がある。なお、改訂したソフトウェア、ゲイ

ンは、NASA の HEASARC を通じて全世界に公開され、すざく衛星の全ユーザーが使えるようになって

いる。また、この成果は岡崎貴樹の修士論文としてまとめられている。 

 

(4) その他 

これまでの X 線観測では、活動銀河核の中心部分は点源であろうと信じられてきた。しかし近年の

ALMA による高角度分解能の観測で、中心核のトーラス付近の構造が見えつつある。そこで我々は

Chandra 衛星の高角度分解能を生かして、近傍の活動銀河核 NGC1068 の中心部分の構造の研究を始

めた。鉄蛍光 X 線の分布に非対称性が見えており、活動銀河核中心核の周辺の物質分布を反映して

いると考えられる。また NGC4945 に現れたトランジエント天体の X 線観測、銀河面の TeV ガンマ線

未同定天体に付随する中性鉄 X線の探査も行っている。 

 

[2] X 線観測装置開発 

(1) XRISM 衛星搭載用 X線 CCD 

2016 年に打ち上げられたひとみ衛星は、残念ながら種々のトラブルのために、打ち上げ後すぐに運

用不能となってしまった。しかしわずか 1 か月の観測ながら、2 本の Nature 論文を含む十数本の論

文が科学成果として出版された。その重要性から、限られた期間とリソースの中での再挑戦ミッシ

ョンを認めて頂いた。それが XRISM (X-Ray Imaging and Spectroscopy Mission) である。ひとみ

衛星には、X 線マイクロカロリメーター、X 線 CCD、硬 X 線撮像器、軟ガンマ線検出器が搭載されて

いたが、XRISM には X 線マイクロカロリメーターと X 線 CCD のみが搭載される。林田清准教授が

XRISM CCD の Principal Investigator となり、当研究室は XRISM CCD 開発の中心的役割を果たす。
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XRISM CCD には、S/N 比の改善を目指した CCD 読み出しノードゲインの向上、電荷転送効率の改善と

放射線耐性の向上を目指したノッチ構造の導入、が検討された。そこで、これらの有効性をピクセ

ル数が 1/20 の miniCCD 素子を使用して検証した。ノードゲインの向上に関しては、確かにゲインの

向上は見られた。しかし、電荷の横流れを抑えるために駆動電圧を最大化する必要があり、そのた

め読み出しノイズは小さくならなかった。従って、ノードゲイン向上の導入は見送られ、従来のノ

ードゲインが採用された。ノッチ構造を導入すると、電荷転送効率が改善することが確認された。

また、ノッチ構造を導入した miniCCD に、放射光施設 HIMAC で宇宙空間での数年分に相当する陽子

を照射し、電荷転送効率の変化を測定した。その結果、放射線耐性が 2倍向上することがわかった。

従ってノッチ構造の導入が決定された。ところで、この一連の研究において、電荷転送効率の悪い

ロットが存在することが明らかになった。フライト品を作る上で、このようなロットの存在は問題

である。この原因を解明するため、XRISM CCD は裏面照射型なので、裏面照射型に加工する前の non-

thinning (NT) の miniCCD を調査した。その結果、電荷転送効率の悪い CCD は、NT 素子を裏面照射

型に加工する際に、CCD 撮像領域の電荷転送効率が大きく悪化していることが判明した。この加工で

なぜ電荷転送効率が悪化するのか、真の理由は不明だが、この結果は CCD 製作に関する重要な知見

である。以上の成果は岩垣純一修士論文としてまとめられている。 

 

(2) X 線多重像干渉計 

X 線天文学で撮像観測を行う場合、通常 Wolter-I 型の X 線望遠鏡を使う。この光学系では、角度分

解能は反射鏡基板の形状に依存する。従って高角度分解能にするためには、基板は硬く分厚いもの

を研磨して作る。従って重量が大きくなることが避けられない。現在最高の角度分解能 0.5 秒角を

誇る米国の Chandra 衛星は、望遠鏡だけで 1 トンを超えるほどの重量であり、今後これ以上の角度

分解能を持つ望遠鏡を作ることは、技術的にも、また人工衛星搭載という観点からも、非常に困難

である。そこで我々は、望遠鏡を使用しないで高角度分解能観測を可能にする X 線多重像干渉計

MIXIM (Multi Image X-ray Interferometer Module) の開発を進めている。これは、回折格子と X

線撮像素子からなるマルチスリットカメラである。通常 X 線の回折のために像がぼけるが、回折格

子と撮像素子の間が特定の距離にあるときには、干渉によって回折格子の鋭い自己像がとれる、と

いうタルボ干渉の原理を使用している。ただし、回折格子のピッチ間隔よりも、撮像素子のピクセ

ルサイズが小さくなければならない。そこで我々は、ピクセルサイズ 2.5μｍの可視光用サイエンス

CMOS センサーを使用した。このセンサーを常温大気中で動作させ、55Fe の X 線を照射したところ、

エネルギー分解能 170 eV (FWHM) で Mn Kα線が観測できることを実証した。我々はこのセンサー

と、ピッチ d=4.8μm と d=9.6μｍ、開口率 f=0.2 の回折格子を組合せ、SPring-8 BL20B2 の単色高

平行度 X線ビームを使い、X線撮像実験を行った。まず、回折格子と検出器の距離 z がタルボ条件

を満たしている場合にのみ、回折格子の自己像がとれることを確認した。また、その自己像の幅は、

望遠鏡の point spread function (PSF) に相当するものであるが、z=184 cm, d=9.6 um の場合には

像幅 0.26 秒角であった。これは、Chandra の角度分解能を凌駕しており、非常に小型で簡単な装置

構成でありながら、MIXIM は高い角度分解能を実現できることを実証している。また、角度をわずか

に変えて MIXIM に X 線を照射することで、サブ秒角離れた光源を観測している状況を模擬し、MIXIM

は実際にサブ秒角離れた 2つの光源を分離できることを実証した。また、X線の波長が 10%程度異な

っていても、十分に鋭い自己像を検出できることも実証した。以上の成果は、花坂剛史修士論文と

してまとめられている。 

 

 

-76-



 

(3) その他 

2030 年前半に打ち上げが予定されているヨーロッパの Athena 衛星は、日米の国際協力で開発が進

められている。Athena はシリコンの基板を使用した Silicon Pore Optics (SPO) で、大面積高角度

分解能の X 線望遠鏡の実現を目指している。SPO は反射膜としてイリジウムを使用する。Athena は

検出器として高エネルギー分解能 (～2 eV) を持つ TES マイクロカロリメーターを使うが、イリジ

ウムの反射率の文献値は、カロリメーターのエネルギー分解能に見合う精度では掲載されていない。

そこで、SPring-8 BL20B2 を利用して、イリジウム Lエッジ付近での詳細な反射率測定を行った。 

XRISM のあとの実現を目指している FORCE 計画 (Focusing On the Relativistic universe and 

Cosmic Evolution) は、15 秒角の高角度分解能で 1—80 keV の広帯域 X線の観測をする。NASA/GSFC

で開発が進められている Si 結晶板を利用した新しい X 線望遠鏡の利用を予定している。本年は、2

回反射 1 ペアの反射鏡モジュールの X 線照射実験を SPring-8 BL20B2 で行い、モジュールとしては

12 秒角程度の分解能を実現していることを実証した。 

軽量高角度分解能 X線反射鏡を実現するには、軽量で剛性が高く任意の形状に形成可能な CFRP を

基板として使用することが有望である。プリントスルーを克服するため、CFRP に NiP メッキをほど

こし、精密研磨するという手法で反射鏡の試作を始めた。 
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川村研究室（理論物質学） 

 
当グループは相互作用系の諸物性、特に相転移・協力現象の統計力学を、地震などの地球科学への

応用も含め、主として計算機シミュレーションを用いて理論的に探究している。 

 

１．地震のバネ‐ブロックモデルの数値シミュレーション 

当グループでは、バネ‐ブロックモデルに速度・状態依存摩擦則を組み合わせたモデルをメイン

に、統計物理的な視点から地震現象の研究を進めてきた。30 年度は、1 次元バネ‐ブロックモデル

を用いて余効すべりやサイレント地震などのスロースリップ現象を系統的に解析した川村・山本・

植田の論文、および 2 次元バネ‐ブロックモデルを用いて 2 次元系の高速破壊地震の性質を、特に

その幾何学的側面に着目して解析した川村・吉村・角井の論文が公刊された。 

 

２．ランダム量子フラストレート・ハイゼンベルグ磁性体の秩序化 

当グループでは、フラストレート系の物性研究を継続して行っている。フラストレート磁性研究

の１つの中心トピックとして｢量子スピン液体｣がある。これは、スピン系が磁気長距離秩序やグラ

ス凍結を示さずに、極低温まで“液体的”な性格を保持した量子状態を指す。当グループでは、実

験的に報告された「量子スピン液体」の多くのものが、系のランダムネス（不均一性）が重要な

「ランダムシングレット状態」ではないかと提案している。通常の磁性体では、磁性は不完全殻に

ある電子によって担われているが、ヘリウム 3などでは核スピンが担う核磁性も可能である。古く

1990 年代より、福山（寛）ループらにより、ヘリウム 3の 2次元薄膜において、s=1/2 の核スピン

が担うギャップレスの量子スピン液体の存在が示唆されていた。このような核スピン系では、一般

に強い多体交換相互作用が存在するのが特徴である。核スピンは 3角格子を形成していると長く信

じられてきたが、最近、量子スピン液体領域では、核スピンは「量子ヘキサティック」状態にあっ

てディスロケーションに伴う内因的な乱れを持っているのではないかという提案が実験サイドから

出されている。このような状況を受け、上松・川村はヘリウム 3薄膜の核スピン系を念頭に、通常

の 2体相互作用に加え 4体以上の多体交換相互作用で相互作用し、かつランダムネスを持った

s=1/2 3 角格子ハイゼンベルグモデルの基底状態及び有限温度での性質を、数値的厳密対角化法を

用いて解析した。その結果、実験に相当すると思われる多体交換相互作用の領域では、乱れを強く

していくと、ギャップを持った量子スピン液体状態からギャップレスの量子スピン液体状態（ラン

ダムシングレット状態）へと相転移が起きることを明らかにした。実験的に観測されているギャッ

プレスの量子スピン液体は、乱れにより誘起されたものとして半定量的に理解できる。また、上

松・川村による、J1-J2正方格子ハイゼンベルグモデルのランダムシングレット状態に関する論文が

公刊された。 

幸城・川村は、反強磁性および強磁性相互作用を含み、かつ 1軸的な磁気異方性を持った 3角格

子上の s=1/2 ランダム・ハイゼンベルグモデルの秩序化を数値的に調べ、その相図を求めた。ラン

ダムシングレット状態の安定性を調べるとともに、スピングラス状態でのスピン構造が古典系と異

なり、磁気異方性の有無にかかわらず共線的（コリニア）になることを見出した。 
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３．古典フラスレート磁性体におけるスピンテクスチャとそのダイナミクス 

フラストレート磁性体では、しばしばそのスピン構造に非自明なテクスチャが現れる。例えば、

ボルテックス、スカーミオン（スカーミオン格子）といったトポロジカルに安定なスピン構造が例

である。下川・川村は、基底状態がリング状の特異な縮重を示す、ハニカム格子上の J1-J2古典ハ

イゼンベルグ磁性体の磁場中秩序化をモンテカルロシミュレーションにより調べ、「メロン／反メ

ロン格子状態」や「ripple 状態」などの、特異なスピンテクスチャ、磁気秩序状態を見出した。市

村・川村は、近年、積層ハニカム格子上の混晶マルチフェロイック系で実験的に観測されている磁

場中での強誘電分極発生現象に触発され、前年度の擬ダイポール相互作用に引き続いて 30 年度は

キタエフ型の相互作用を持つハニカム格子上のハイゼンベルグモデルに対し数値シミュレーション

を行った。スピンカレント機構に基づく誘電分極を計算し実験との比較を行った結果、実験との定

性的な一致を見た。 

青山・川村は、ボルテックスやスカーミオンといったトポロジカルに安定なスピン構造に特徴的

な磁気励起や輸送現象を見出すべく、スピンダイナミクスに関する研究を行っている。これまで、

フラストレート磁性体における Z2ボルテックス形成とスピン流の関連について知見が得られていた

が、平成 30 年度は、比較のため、通常のボルテックスが関与するコスタリッツ-サウレス(KT)転移

と輸送特性の相関を調べた。古典 XY モデルのスピンダイナミクスを調べ、線形応答理論に基づく

スピン伝導率・熱伝導率の計算の結果、スピン伝導率の縦成分が KT 転移温度で発散的な増大を示

すことが確認された。３角格子ハイゼンベルグモデルにおいても Z2ボルテックス転移温度で同様な

振る舞いが見られることから、スピン伝導には、ボルテックスというトポロジカルに安定な長寿命

の励起が関与していることが明らかとなった。 

Z2ボルテックスは、その対解離現象を通して、トポロジカル転移を誘起すると考えられている。

水田・川村は、人為的に Z2ボルテックスを抑制する項を課した仮想系の秩序化をモンテカルロシミ

ュレーションで調べ、期待通り、Z2ボルテックス転移温度近傍での比熱などの物理量の振る舞いが

一変することを確認した。近年、実験的に報告されているスカーミオン候補物質の多くが金属磁性

体であり、そこでのスピン間の相互作用は長距離のＲＫＫＹ相互作用である。仲澤・川村は、ＲＫ

ＫＹ相互作用で相互作用する 2次元 3角格子上の古典ハイゼンベルグモデルの磁場中秩序化を、ス

カーミオン格子相などの出現を念頭に、Ewald 和の手法を用いたモンテカルロシミュレーションで

調べている。 

 

４．スピングラスの秩序化とカイラリティ 

 川村は、希薄磁性合金のカノニカルスピングラス等、ハイゼンベルグ型のスピングラス磁性体の

スピングラス秩序オーダーパラメータは、スピン自体ではなく、スピンが作る立体構造の右・左の

自由度に対応したカイラリティであるとする「カイラリティ仮説」を提唱してきた。その仮説の鍵

は、理想的な等方極限では、スピンとカイラリティのガラス転移温度、TSG、TCGが異なるという

「スピン‐カイラリティ分離」にある。3次元の等方的ハイゼンベルグスピングラスで本当にスピ

ンとカイラリティが分離しているか、即ち TSG<TCG かどうかに関しては、これを支持する数値シミ

ュレーション結果と、分離していない、即ち TSG=TCGを主張するシミュレーション結果があり、決着

がついていない。このような状況下で、小川・川村は、等方的 3次元ハイゼンベルグスピングラス

モデルに対し、過去の計算を上回る規模の大規模数値シミュレーションを、L=48 までの様々なサイ
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ズに対し周期および自由の双方の境界条件下で行い、各種の物理量を用いた系統的な解析を行っ

て、スピングラス転移温度 TSGとカイラルグラス転移温度 TCGを高精度で評価した。その結果、TSG = 

0.130±001、TCG= 0.143±001 とスピン‐カイラリティ分離を強く支持する結果を得た。合わせて

スピンおよびカイラリティの臨界指数も評価し、カイラリティ仮説の下で実験と非常に良く一致す

る結果を得た。 

 

５．非平衡現象の研究 

湯川は、自然界に見られる様々な非平衡現象を計算機シミュレーションを用いて調べている。今

年度は、昨年度に引き続きファイバーバンドルモデルを元にした乾燥破壊の確率モデルのシミュレ

ーションを行った。昨年度と比べシステムサイズ、サンプル数を大きくし臨界現象などの統計的性

質を調べた。その成果は学会で発表した。また湯川は東大地震研の伊藤伸一氏とともに乾燥破壊現

象の理論・実験的研究を進めている。昨年度にひきつづき現象論的な連続場モデルによる破壊現象

のモデリングを進め、成果を米国地球物理学連合の学会で報告した。また伊藤とともに乾燥破壊の

実験に関する論文を準備中である。 

さらに河川ネットワークの統計的性質に関しても引き続き研究している。今年度にはこれまで研

究してきた日本全土における分布角度の普遍性に関する論文を出版した。また湯川、高谷、渡辺

で、普遍角度分布と降水量の相関に関する先行研究を受けて、その理論的解明を目指し数理モデル

を構築して研究している。また同時に、角度分布の普遍性が河川のネットワークを超えて存在する

かどうかを、葉脈や粘菌ネットワークのモデルや三次元的な絶縁破壊のモデルなどを元に調べてい

る。これらの成果は学会で発表した。 

また、湯川・西江で被食者-捕食者系の時空間ダイナミクスと構造を調べ始めた。これまで格子

上の被食者-捕食者系のダイナミクスに関する先行研究があったが、それを連続空間に拡張し、ま

た被食者間や捕食者間の相互作用を導入することで魚群の群に見られるスケーリング関係などを理

解することを目指している。 

 

発表論文 

“Slow-slip phenomena represented by the one-dimensional Burridge-Knopoff model of earthquakes” 

H. Kawamura, Maho Yamamoto and Yushi Ueda, J. Phys. Soc. Jpn. 87, 053001-(1-4) (2018).  

 

“Nature of the high-speed rupture of the two-dimensional Burridge–Knopoff model of earthquakes”  

H. Kawamura, K. Yoshimura, and S. Kakui. Phil. Trans. R. Soc. A 377 20170391 (2018).  

 

“Randomness-induced quantum spin liquid behavior in the s=1/2 random J1−J2 Heisenberg antiferromagnet on 

the square lattice” 

K. Uematsu and H. Kawamura, Phys. Rev. B 98, 134427 (2018).  

 

“Spin ordering induced by lattice distortions in classical Heisenberg antiferromagnets on the breathing 

pyrochlore lattice” 

K. Aoyama and H. Kawamura, Phys. Rev., B 99, no.14 144406(1-14) (2019). 
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“Bifurcation Angle Distribution in the Japanese River Network'' 

Satoshi Yukawa, Takeru Watanabe, and Kenji Hara, J. Phys. Soc.  Jpn., 88, 024901, (2019) . 

 

学会研究会発表 

国際会議  

H.Kawamura, 

“Randomness-induced quantum spin liquids in frustrated magnets: application to 2D 3He and organic salts 

(invited)”   

International Conference on Quantum Fluids and Solids (QFS2018), Tokyo, July 27, 2018. 

 

H. Kawamura, 

“Randomness induced quantum spin liquids in frustrated magnets (invited)”   

The 2nd Asia Pacific Workshop on Quantum Magnetism (apfm2018), Bengalore, Dec. 2. 2018. 

 

H.Kawamura and K. Uematsu, 

“Randomness-induced quantum spin liquid behavior in the s=1/2 Heisenberg antiferromagnet on the 

pyrochlore lattice”   

9th International Conference on Highly Frustrated Magnetism (HFM 2018), University of California, Davis, 

U.S.A., July 10, 2018. 

 

K. Uematsu and H. Kawamura,  

“Randomness-induced ordering behavior of the frustrated 𝑠 = 1/2 𝐽1-𝐽2 Heisenberg model on the square lattice 

with ferromagnetic and antiferromagnetic 𝐽1” 

9th International Conference on Highly Frustrated Magnetism (HFM 2018), University of California, Davis, 

U.S.A., July 10, 2018. 

 

Kazushi Aoyama and Hikaru Kawamura, 

"Effects of local lattice distortions on the spin ordering in Heisenberg antiferromagnets on breathing 

pyrochlore lattices" 9th International Conference on Highly Frustrated Magnetism (HFM 2018), University of 

California, Davis, U.S.A., July 10, 2018.  

 

主要学会 

川村光: 日本物理学会第 74 回年次大会 

“ランダムネスが誘起する量子スピン液体：2D 固体 3He の核磁性(シンポジウム講演)” 

2019 年 3 月 16 日、九州大学伊都キャンパス 

 

川村光: 日本物理学会第 74 回年次大会 

“日本物理学会会長挨拶―周期表と物理学(シンポジウム講演)” 

2019 年 3 月 17 日、九州大学伊都キャンパス 
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小川匠、川村光：日本物理学会第 74 回年次大会 

等方的 3次元 Heisenberg スピングラスにおける spin-chirality 分離の検証 

2019 年 3 月 14 日、九州大学伊都キャンパス 

 

幸城秀彦、川村光：日本物理学会第 74 回年次大会 

等方的 3次元 Heisenberg スピングラスにおける spin-chirality 分離の数値的検証 

2019 年 3 月 14 日、九州大学伊都キャンパス 

 

市村拓也、川村光：日本物理学会第 74 回年次大会 

層状ハニカム格子上の extended Kitaev-Heisenberg モデルにお けるマルチフェロイック現象 

2019 年 3 月 17 日、九州大学伊都キャンパス 

 

上松和樹、川村光：日本物理学会第 74 回年次大会 

ランダムネスの誘起する二次元 3He における量子スピン液体 

2019 年 3 月 17 日、九州大学伊都キャンパス 

 

水田耀ピエール、川村光：日本物理学会第 74 回年次大会 

渦度を制御した 3角格子反強磁性ハイゼンベルクモデルの Z2渦のシミュレーション 

2019 年 3 月 17 日、九州大学伊都キャンパス 

 

小川匠、川村光：日本物理学会 2018 年秋季大会 

等方的な 3次元 Heisenberg スピングラスにおける spin-chirality 分離 

2018 年 9 月 9日、同志社大学京田辺キャンパス 

 

上松和樹、川村光：日本物理学会 2018 年秋季大会 

フラストレートした s=1/2 J1-J2正方格子強磁性体に対するランダムネスの効果 

2018 年 9 月 9日、同志社大学京田辺キャンパス 

 

市村拓也、川村光：日本物理学会第 74 回年次大会 2018 年秋季大会 

層状ハ二カム格子上の Kitaev-Heisenberg モデルにおけるマルチフェロイック現象 

2018 年 9 月 9日、同志社大学京田辺キャンパス 

 

幸城秀彦、川村光：日本物理学会 2018 年秋季大会 

磁気異方性を持つ S=1/2 三角格子ランダムハイゼンベルグモデルにおけるランダムシングレット状

態とスピングラス状態 

2018 年 9 月 10 日、同志社大学京田辺キャンパス 
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下川統久朗、川村光：日本物理学会 2018 年秋季大会 

フラストレートハニカム格子反強磁性体に現れる波紋秩序状態 

2018 年 9 月 10 日、同志社大学京田辺キャンパス 

 

湯川諭：2018 年日本物理学会秋季大会 

乾燥破壊現象の確率モデル 

2018 年 9 月 9 日、同志社大学京田辺キャンパス 

 

Shin-ichi Ito, and Satoshi Yukawa：2018 AGU Fall Meeting 

Morphological properties of surface crack patterns due to volumetric shrinkage 

December 14, 2018 

高谷慧, 渡辺壮流, 湯川諭：日本物理学会 第 74 回年次大会 

Cellular Braided-stream model による河川成長、及びその分岐角度分布 

2019 年 3 月 16 日、九州大学伊都キャンパス 

 

渡辺壮流, 高谷慧, 湯川諭：日本物理学会 第 74 回年次大会 

流路の樹状ネットワークの自己組織化モデルにおける合流角度について 

2019 年 3 月 17 日、九州大学伊都キャンパス 

 

青山和司、川村光：日本物理学会 2018 年秋季大会 

2 次元古典ハイゼンベルグ反強磁性体のスピン伝導・熱伝導 

2018 年 9 月 10 日、同志社大学京田辺キャンパス 

 

青山和司、川村光：日本物理学会第 74 回年次大会 

2 次元正方格子反強磁性体における相転移とスピン伝導 

2019 年 3 月 14 日、九州大学伊都キャンパス 

 

セミナー、談話会など 

H. Kawamura, 

“Frustration, randomness and quantum fluctuations induce a quantum spin liquid”   

Condensed matter physics seminar, McMaster University, Oct. 10. 2018. 

 

研究室公開セミナー 

2018 年 4 月 11 日 川村 光 氏 (阪大理・宇宙地球) 

「フラストレーションが創るスピンテクスチャ」 

 

2018 年 4 月 18 日 湯川 諭 氏 (阪大理・宇宙地球) 

「パターン形成の非平衡物理」 
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2018 年 4 月 25 日 青山 和司 氏 (阪大理・宇宙地球) 

「2 次元 3 角格子ハイゼンベルグモデル反磁性体における Z2 渦の形成と輸送現象」 

 

2018 年 5 月 9 日 水田 耀ピエール 氏 (宇宙地球・川村 G) 

「電子状態のトポロジーが担う巨大な熱電効果：スカーミオン結晶が秘める可能性」 

 

2018 年 5 月 15 日 福山 寛 氏（東大理） 

「2 次元ヘリウム 3 系で見つかった 2 種類の量子スピン液体磁性について」 

2018 年 5 月 23 日 仲澤 一輝 氏（宇宙地球・川村 G） 

「スピンカイラリティーに誘起される Hall 効果：強結合から弱結合へのつながり」 

 

2018 年 5 月 29 日 松本 浩典 氏（宇宙地球） 

「超新星残骸からの中性鉄特性 X 線」 

 

2018 年 6 月 5 日 山口 皓史 氏（名大理Ｄ） 

「マグノンによる熱スピン輸送およびトルクの理論」 

 

2018 年 6 月 12 日 中山 優 氏（立教大物理） 

「共形ブートストラップとフラストレート磁性体」 

 

2018 年 6 月 20 日 水島 健 氏（阪大基礎工）  

「Signatures of broken symmetries in nematic superconductors and 3He」 

 

2018 年 6 月 27 日 引原 俊哉 氏（群馬大理工） 

「2 次元フラストレートスピン系におけるスピンネマティック状態の探索」 

 

2018 年 7 月 4 日 寺崎 一郎氏 氏（名大理） 

「相互作用の競合が生み出す新しいスピン液体」 

 

2018 年 7 月 9 日 大槻 道夫 氏（阪大基礎工） 

「周期的なせん断を受けた摩擦粒子系におけるシア・ジャミング」 

 

2018 年 7 月 17 日 新見 康洋 氏（阪大理） 

「二次元三角格子反強磁性薄膜の磁気抵抗」 

 

2018 年 7 月 25 日 Owen Benton 氏（理研） 

「Condensation of Topological Excitations in Highly Frustrated Quantum Ising Models」 
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2018 年 7 月 31 日 木田 孝則 氏 (阪大理) 

「二次元三角格子反強磁性体 Ag2CrO2 の強磁場物性」 

 

2018 年 10 月 2 日 伊藤 伸一 氏（東大地震研） 

「４次元変分法データ同化に基づく事後分布不確実性評価法」 

 

2018 年 10 月 17 日 関 孝一 氏（新潟大理） 

「積層カゴメ格子における立体秩序 Cuboc への有限温度相転移」 

 

2018 年 10 月 24 日 井澤 公一 氏（阪大基礎工） 

「多極子に由来する特異な電子状態と相図」 

 

2018 年 10 月 30 日 小串 典子 氏 (京都大学 高等研究院 高等研究センター/ 物質・材料研究機

構 統合型材料開発・情報基盤部門) 

「双方向相互作用が与える開放進化系における頑健性への影響について」 

 

2018 年 11 月 7 日 山口 明 氏（兵庫県立大物質理学） 

「フラストレートスピン系の低温磁気測定」 

 

2018 年 11 月 13 日 上松 和樹 氏（宇宙地球・川村 G） 

「2 次元 3He におけるランダムネス誘起の量子スピン液体的振る舞い」 

 

2018 年 11 月 20 日 石内 秀美 氏（(株)先端ナノプロセス基盤開発センター） 

「半導体集積回路技術の最前線」 

 

2018 年 11 月 27 日 松野 丈夫 氏（阪大理・物理） 

「強いスピン‐軌道相互作用を持つ 5d 電子系とその薄膜・界面物性」 

 

2018 年 12 月 4 日 木村 淳 氏（阪大理・宇宙地球） 

「氷天体の地形：形態と分布および成因仮説」 

 

2018 年 12 月 11 日 深谷 英則 氏（阪大理・物理） 

"Atiyah-Patodi-Singer index theorem and topological matters" 

 

2018 年 12 月 19 日 福島 孝治 氏（東大・総合文化） 

「格子模型の熱力学的ガラス転移とスピングラス転移」 

 

2019 年 1 月 9 日 幸城 秀彦 氏（川村研Ｍ２） 

「S=1/2 三角格子不規則 XXZ 模型における量子 spin 液体的状態と量子 spin glass 状態」 
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2019 年 1 月 15 日 市村 拓也 氏（川村研Ｍ２） 

「層状ハニカム格子上の extended Kitaev-Heisenberg モデルにおける マルチフェロイック現象」 

 

2019 年 1 月 30 日 小川 匠 氏（川村研Ｍ２） 

「等方的 3 次元 Heisenberg スピングラスにおける spin-chirality 分離」 
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寺田研究室（惑星科学） 

 
 当グループは、太陽系の起源と進化の解明に取り組んでいます。具体的には、太陽系の固体物質

の同位体分析、惑星間の荷電粒子の動態分析、磁性/ESR 測定等を通して、恒星内部の元素合成過程、

原始太陽系星雲内での微惑星や惑星の形成過程、惑星大気の進化過程、星間ダストの整列現象、惑

星表層から惑星間における物理/化学現象の素過程、についての研究・教育を行っています。並行し

て、高感度・高空間分解能の質量分析計の開発、素粒子ミューオンを用いた非破壊 3 次元元素分析

法の確立、さらに探査機搭載用の分析装置（質量分析計、レーザー吸収分光計、固体粒子の同定装置

など）の開発も行っています。 

 

１．  

１．１ 地球外物質の局所 U-Pb 年代分析 

 Luna16 号によって「豊かの海」から採掘された月レゴリス中のリン酸塩鉱物について U-Pb シス

テマティックスを精査した。東京大学大気海洋科学研究所の NanoSIMS を用いた 1粒子毎の分析の結

果、形成年代として 35.78 ± 0.47 億年という値を得た。これは他の放射壊変系を用いて求めた先

行研究の結果や、豊かの海のクレーター年代の値と整合的である。また同時に測定したレゴリス中

には 44.24 ± 1.40 億年という、一般的な月の海よりも古い形成年代を示すものが存在した。SEM-

EDS を用いて得られた、斜長石およびかんらん石の元素濃度組成から、この粒子は月の高地、特に

Mg-suite を起源とするものと考えられる。 

 Luna20 号によって「アポロニウス高地」から採取されたサンプルについても、数十粒の粒子につ

いて SEM-EDS による鉱物記載を行った。リン酸塩鉱物を含むレゴリスを複数粒発見することができ

たが、いずれも粒径が小さく NanoSIMS による局所年代分析の適用は見送った。ケイ酸塩鉱物の組成

分析から、高地の岩石のうち Mg-suit や FAN を起源にもつものと考えられる。また、海起源を示す

粒子も複数粒見つかった。 

また、小惑星探査衛星「はやぶさ１号機」が小惑星イトカワから採取した微粒子中のリン酸塩鉱物

の局所 U-Pb 年代分析を行い、約 46 億年前に結晶化し、約 15 億年前に衝撃変性を受けていたことを

４粒の微粒子から明らかにし、Scientific Reports に発表した。前者は、イトカワ母天体の熱変成

年代、後者はカタストロフィックな破砕イベントの年代を意味するもので、軌道のよくわかってい

る地球近傍小惑星の進化に世界で初めて具体的な数値（絶対年代）を与える知見となった。 

 さらに並行して火星隕石 Ksar Ghilane 002 の年代学的研究をすすめた。隕石薄片中のアパタイト

6粒、メルリライト 3粒の U-Pb 系を精査した結果、リン酸塩鉱物の結晶化年代として 3.95 ± 2.40 

億年 (2σ) が得られた。これらの結果を国際誌に発表した。 

 

１．２ Muon を用いた地球惑星物質の分析手法の開発 

 昨年度に引き続き、核物理研究センターの大強度 DC ミューオンビーム施設（RCNP-MuSIC）の負

Muon(μ-)ビームを用いた隕石・岩石試料の非破壊3次元元素分析の開発に取り組んだ。具体的には、

化学組成/酸化還元状態が典型的な４種類の隕石（CI, CO, EH、L）の特性 X線分析を行った。CI 隕

石から優位な炭素のピークを非破壊で検出した。現在、定量分析法の確立を目指している。 

 また昨年に引き続き、鉛同位体分析の非破壊分析のデータを解析し論文にまとめた。一般に同位

体分析は物質を破壊して電場や磁場で質量分離し、各核種をカウンティングするのが通常であるの
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に対し、本分析は原子核の質量による最内殻ミューオン軌道のエネルギー順位のわずかなシフトを

利用するもので非破壊分析であるので、貴重な地球惑星物質のみならず、破壊分析を避けたい考古

学試料への応用も期待される。 

 

１．３ 局所同位体分析に向けたレーザーポストイオン化２次中性粒子質量分析系の開発 

 局所同位体分析で一般的に用いられるイオンマイクロプローブのさらなる高感度化を図り、サブ

ミクロンスケールでの局所分析を達成するため、レーザーポストイオン化 2 次中性粒子質量分析計

の開発を昨年度から引き続き行っている。今年度は特に質量イメージングの取得を目的とした装置

開発を行った。1次イオンビームの走査を外部制御するシステムを構築し、それと質量スペクトルの

情報を組み合わせることで、空間分解能として数十 nm の質量イメージング像を取得することに成功

した。 

 

 

２.固体粒子の磁性を利用した分析技術 

 自然科学の諸分野では、異なる物質からなる粒子集団を分析・評価する必要が頻繁に発生する。

その場合、精密分析に先立って、粒子集団を物質の種類ごとに非破壊で分離することが望まれる。

有機分子の混合液体に関しては、前処理の方法としてクロマトグラフィ技術が導入された結果、有

機化学、生化学およびその関連分野で、分析能力が大きく向上した。しかし、固体粒子でこれを効率

よくかつ精密に実施する方法は、まだ確立していない。2018 年度は、固体物質間の僅かな磁化率の

差を利用して、レアメタルの分離・抽出を、小型ネオジム磁石と試料容器のみで構成された装置を

用いて実現した (Sci.Rep. 2019)。この装置の応用例として、地球惑星科学の分野における希少試

料の分析が挙げられる。すなわち探査計画で回収した月表土や小惑星表土を、磁性という観点で検

討すると、そのほとんどが隕石の衝突によって破砕した磁気力が弱い岩石の細粒であり、今回報告

した原理により、物質の種類ごとの分離ができる可能性がある。開発した装置は磁気科学が専門で

なくても容易に製作可能であり、それを用いて個々の作業現場で取り扱う混合粒子に対し、磁気分

離の有効性を試すことが可能である。即ち既存の大型磁気分離装置と比べて導入が容易であるため、

この技術の普及に寄与すると期待される。その意味で、今回の分離技術は、「固体版のクロマトグラ

フィ」として発展する潜在性を有している。さらに中高生が理科実験で自ら製作した装置を用いて、

採取した試料の分離実験を実行できる。これにより自然界の物質の性質が多様であることを実感で

き、自科学教育に寄与する（ReSOU, 2019 3.16）。なお、有機物の結晶粒子に関しては、上記の分離

に必要な性能が達成され (IEEE Magnetics. 2019)、その成果が第 8回サイエンス・インカレにおい

て、本学部生物学科 3年の福山紘基氏によって発表された。 

 

 

３．  

３．１ 地震前 TEC 異常現象の理解と解明に関する研究 

 2011 年に日置によって発見された、大地震直前数十分間の電離層電子密度（TEC）異常現象の解明

にむけた研究として、岩石の電気的物性を実験的に、また電離層に与えうる地表電荷の影響を計算

機シミュレーションで調べた。シミュレーションでは、地上電磁場と中性大気の想定の下に、中高

緯度を想定した地球磁場の傾斜を考慮した電磁場 3次元、電荷 2次元のシミュレーションを行い、E

×B効果による電荷の移動を検証した。 
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３．２ 月面微量水の同位体測定にむけた研究 

 JAXA および産総研、神栄テクノロジー社、鹿児島大、茨城大との共同研究により、1.39μm 共振

器長 6 cm の高ロバスト性小型キャビティリングダウン分光器（CRDS）が完成し、これで極微量水（～

10ppb）の検出、あるいは水の酸素同位体、重水の同位体分光が可能である事を実証した。このほか、

2.0μm CRDS および 2.7μm 半導体レーザー同調（TDLAS）による水同位体検出法の安定化研究を進め

た。 

 

３．３ 鉱物の光励起発光(OSL)特性に関する研究 

 高崎光量子研におけるイオン照射実験では、低エネルギープロトン（＜100keV）下の照射で隕石

および SiO2 基質の放射線照射効果、および光誘導ルミネッセンス（OSL）変化の研究を行った。 

 

 

４．  

４．１ 月惑星圏プラズマ環境の観測的研究 

4.1.1 小型天体と太陽風の相互作用の研究 

 月探査衛星 Kaguya に搭載された粒子計測器の観測データを用いて月から発生する月起源イオン

の組成比を求め、周回探査機を使った遠隔での小型天体の二次イオン質量（SIMS）分析の検証を行

った。太陽風イオンが月面に衝突することで月から二次イオンが発生するため、周回軌道上から天

体表面の情報を得ることを目的としている。Kaguya 観測データから得られた結果は月が始原的では

なく進化過程を受けたことを示しており、月隕石やリターンサンプルのこれまでの分析結果と整合

した。MMX 等の将来探査計画でもこのような遠隔 SIMS 分析が期待されているため、Kaguya 観測デー

タから月を標準試料とした取り扱いを今後構築する。 

4.1.2 地球内部磁気圏のエネルギー輸送過程及び磁気嵐の研究 

 NASA磁気圏編隊観測衛星MMS(Magnetospheric Multiscale)が磁気リコネクション関連の現象や幾

つかのプラズマ素過程を捉えたため、観測データを用いた研究を行った。その一つとして、磁気圏

夕側においてプラズマ波動と水素イオン及びヘリウムイオンが共鳴してエネルギー輸送が起きてい

ることを明らかにした。 

 内部磁気圏観測衛星 ARASE の観測データを用いて、2017 年から特に放射線帯での環境計測を行っ

ている。その一例として、特に磁気嵐中に頻出する地球起源の酸素イオンや分子イオンの空間分布

構造を明らかにした。 

 

４．２ 飛翔体搭載用粒子計測器の開発 

4.2.1 極域電離圏観測ロケット SS520-3 搭載用低エネルギーイオン電子分析器の開発 

 電離大気の加速・流出現象は、地球のみならず他惑星や月でも起こる普遍的な現象である。その

流出機構を理解し、天体周辺大気の変遷を理解・予測することを目的として、SS520-3 観測ロケット

実験が計画されている。地球極域カスプ周辺領域において電離大気流出の主たる原因として想定さ

れている波動−粒子相互作用を検出、解明することが期待されている。搭載観測機器のうち低エネル

ギー用イオン電子分析器の開発担当者を務めている。ハードウェア開発作業は完了しており、本年

度は較正試験データの詳細評価を行った。ロケット観測は 2019 年度以降に予定されていて、今後観

測打ち上げ関連作業や観測データの処理に従事する予定である。 
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4.2.2 火星衛星探査計画 MMX 搭載用イオン質量分析器の開発 

 火星衛星探査計画 MMX(Martian Moons eXploration)は 2024 年の探査機打上げを目指し、火星衛

星フォボスの擬周回軌道に入り火星衛星観測・サンプル採取を行うことを目的としている。フォボ

スや火星起源イオンの観測を目的とした質量分析器の開発担当として、本年度は質量分析部の試験

モデルの予備設計に従事した。MMX は 2019 年度初頭にプロジェクト化が予定されていて、複数の機

器調整会合や科学目標検討会合に参加した。 
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COSPAR 18, Pasadena, California, USA, 14-22 July, 2018 
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“Magnetization detected in a single particle without mass measurement using a niobium permanent magnet” 

C. Uyeda 

International Conference on Magnetism 2018, San Francisco, California, USA, 15-20 July, 2018. 

 

“Separation and identification of various diamagnetic and paramagnetic particles based on the variances of 

magnetization assigned to individual materials” 

C. Uyeda 

International Conference on Magnetism 2018, San Francisco, California, USA, 15-20 July, 2018. 

 

“Development on Muonic X-ray analysis: Application to Non-destructive isotope measurement” 

K. Terada 

9th International SHRIMP workshop, Korea Basic Science Institute, Ochang, Korea, 10-15 September, 2018. 

 

“Development on Non-destructive Pb isotope measurement using an intense Muon beam (MuSIC)” 

K. Terada 

3rd Korea-Japan Joint Workshop on Isotope-Ratio Mass Spectrometer, Daejeon, Korea, 8-10 November, 2018. 

 

“U-Pb systematics of Hayabusa particles: Constrains on the thermal and impact histories of 25143 Itokawa” 

K. Terada 

Hayabusa 2019 symposium, Sagamihara, Japan, 7-12 December, 2018. 

 

“Gas chromatography High Resolution Mass Spectrometry to reveal the chemical composition of a Trojan 

asteroid with the OKEANOS space mission” 

N. Grand, A. Buch, C. Szopa, J. Aoki, Y. Kawai, Y. Kebukawa, M. Ito, H. Cottin, M. Toyoda, T. Okada and O. 

Mori 

2018 AGU Fall Meeting, Washington, D.C., USA, 10-14 December, 2018. 

 

“Consideration on Oxygen isotopic composition recorded on the lunar surface based on the KAGUYA obser- 

vation of terrestrial oxygen” 

K. Terada, S. Yokota and Y. Kawai 

50th Lunar and Planetary Science Conference 2019, The Woodlands, Texas, USA, 18–22 March, 2019. 

 

“OKEANOS –A Solar Power Sail Mission to a Jupiter Trojan Asteroid and Its Updated Science Mission 

Proposal” 

T. Okada, T. Iwata, J. Matsumoto, T. Chujo, Y. Kebukawa, M. Ito, J. Aoki, Y. Kawai, S. Yokota, Y. Saito, K. 

Terada, M. Toyoda, H. Yabuta, H. Yurimoto, S. Matsuura, K. Tsumura, D. Yonetoku, T. Mihara, A. Matsuoka, 

R. Nomura, H. Yano, T. Hirai, A. Kumamoto, R. Nakamura, S. Ulamec, R. Jaumann, J.-P. Bibring, N. Grand, 

C. Szopa, E. Palomba, J. Helbert, A. Herique, M. Grott, H. U. Auster, G. Klingelhoefer, F. Yoshida, M. 

Yoshikawa, M. Matsushita, T. Saiki, H. Kato, O. Mori, J. Kawaguchi 

50th Lunar and Planetary Science Conference 2019, The Woodlands, Texas, USA , 18–22 March, 2019. 
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主要学会 

 

太陽系探査における同位体質量分析 

横田勝一郎 

第 66 回質量分析学会総合討論会, ホテル阪急エキスポパーク, 吹田, 2018. 5. 15-18. 基調講演 

 

サブミクロンスケール局所同位体分析に向けたレーザーポストイオン化 SNMS の開発 

河井洋輔, 松田貴博, 宮晃平, 本堂敏信, 青木順, 石原盛男, 豊田岐聡, 中村亮介, 薮田ひかる, 

寺田健太郎 

第 66 回質量分析学会総合討論会, ホテル阪急エキスポパーク, 吹田, 2018. 5. 15-18. 

 

OKEANOS が拓く深宇宙小惑星探査における質量分析 

青木順, 癸生川陽子, 伊藤元雄, 松本純, 河井洋輔, 岡田達明 

第 66 回質量分析学会総合討論会, ホテル阪急エキスポパーク, 吹田, 2018. 5. 15-18. 

 

The development of apparatus to separate and identify the volatile solids from its translation caused by a 

magnetic field gradient 

C. Uyeda 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

火成岩の圧力誘起電流の温度依存性-巨大地震先行的電離圏擾乱の機構解明に向けて 

山中千博, 前薗大聖, 松崎太郎 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

MgO セラミックスにおける圧力誘起電荷 -地震前 TEC 異常現象との関連- 

松崎太郎, 前薗大聖, 山中千博 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

Development of CRDS aiming water isotope measurements on the moon 

C. Yamanaka, K. Hashizume, ○J. Murayama, N. Tasaka 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

Observation of secondary ions emitted from Phobos by the mass spectrum analyzer on Martian 

Moons eXploration (MMX) 

S. Yokota et al. 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

局所 U-Pb 分析を用いたルナ 24 号レゴリス試料の年代学的考察 

諸本成海, 寺田健太郎, 横田勝一郎, 河井洋輔, 橋口友実, 松田貴博, 佐野有司, 鹿児島渉悟, 高

畑直人, 宮原正明, 下林典正, Galimov Eric 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

-100-



ルナ 16 号試料 L1613 のキャラクタリゼーション 

渡邊宏海, 寺田健太郎, 横田勝一郎, 河井洋輔, 諸本成海, 佐野有司, 鹿児島渉悟, 高畑直人, 

Galimov Eric 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

磁気並進運動を用いた揮発性固体の分離・識別装置の開発 

山口若奈, 植田千秋, 久好圭治, 寺田健太郎 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

“サイエンス指向型”マススペクトロメーターの R&D で拓く宇宙・地球・生命科学 

寺田健太郎, 豊田岐聡, 平田岳史 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

Analysis of Isotopic and Molecular Compositions of Materials from a Jupiter Trojan Asteroid Using High 

Resolution Mass Spectrometry (HRMS) in the Solar Power Sail OKEANOS Mission 

癸生川陽子, 岡田達明, 青木順, 伊藤元雄, 河井洋輔, 横田勝一郎, 松本純, 圦本尚義, 矢野創, 

Cottin Hervé , Grand Noel , 森治, The OKEANOS team 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

OKEANOS – the Solar Power Sail Mission for Science exploration of Jupiter Trojan Asteroid by Rendezvous 

and Landing 

岡田達明, 癸生川陽子, 青木順, 河井洋輔, 横田勝一郎, 斎藤義文, 寺田健太郎, 豊田岐聡, 伊藤

元雄, 薮田ひかる, 圦本尚義, 岡本千里, 松浦周二, 津村耕司, 米徳大輔, 三原建弘, 松岡彩子, 

野村麗子, 矢野創, 平井隆之, 中村良介, ウラメッツ シュテファン, ヤウマン ラルフ, ビブリン 

ジャンピエール, 岩田隆浩, 松本純, 中条俊大, 佐伯孝尚, 加藤秀樹, 森治, 川口淳一郎 

日本地球惑星科学連合 2018 年大会, 幕張メッセ国際会議場, 幕張, 2018. 5. 20-24. 

 

月面水の同位体比測定レーザー分光装置の開発 

新述隆太, 山中千博, 橋爪光, 村山純平 

第 36 回レーザセンシングシンポジウム, 茨城県立県民文化センター, 水戸市, 2018. 9. 6-7. 

 

投影型イメージング質量分析用時間検知型半導体検出器の開発 X 

藤田陽一, 新井康夫, SOIPIX グループ, 松岡久典, 本堂敏信, 間久直, 粟津邦男, 河井洋輔, 青木

順, 豊田岐聡, 池辺将之, 羅晳珍 

日本物理学会 2018 年秋季大会, 同志社大学京田辺キャンパス, 京田辺, 2018. 9. 9-12. 

 

二次中性粒子質量イメージングシステムの開発 

藤本駿, 河井洋輔, 本堂敏信, 松岡久典, 石原盛男, 青木順, 豊田岐聡, 中村亮介, 寺田健太郎 

2018 年度日本地球化学会第 65 回年会, 琉球大学・千原キャンパス, 西原, 2018. 9. 11-13. 
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Velocity moments derived from observation data by particle instruments 

横田勝一郎 

第 10 回 ERG サイエンス会議, 東北大学, 仙台, 2018. 9. 19-20. 基調講演 

 

太陽風を利用した周回軌道での小天体表面同位体質量分析手法の開発 

横田勝一郎, 寺田健太郎, 齋藤義文, 加藤大羽, 綱川秀夫 

日本惑星科学会 2018 年秋季講演会, 旭川市科学館サイパル, 北海道, 2018. 10. 17-19. 

 

キャビティリングダウン分光による水同位体吸収線の温度依存性と探査装置の設計指針 

山中千博, 橋爪光, 村山純平, 新述隆太 

第 62 回宇宙科学技術連合講演会, 久留米シティプラザ, 福岡, 2018. 10. 24-26. 

 

OKEANOS の木星トロヤ群小惑星サイエンス 

癸生川陽子, 岡田達明, 伊藤元雄, 青木順, 河井洋輔, 松本純, 中条俊大, 矢野創, 岩田隆浩, 森

治 

第 62 回宇宙科学技術連合講演会, 久留米シティプラザ, 福岡, 2018. 10. 24-26. 

 

小型ネオジム磁気回路を用いた反磁性有機結晶の磁気分離と物質同定 

植田千秋、福山絃基、山口若菜、久好圭治、寺田健太郎 

日本物理学会年会, 九州大学 伊都キャンパス, 福岡, 2019. 3. 14-17. 

 

 

 

研究室公開セミナー 

 

研究交流 

① 他大学での講演・セミナー  

 

月に吹く地球からの風 ～太陽と地球と月が一直線にならぶ時～ 

寺田健太郎 

京都大学・吉田キャンパス, 京都, 2018. 12. 19. 

 

地上に薄く分布した電気分極が電離層 TEC に与える影響について 

山中千博 

地震前駆電磁現象に関する自由討論会(第一回), 電気通信大学アライアンスセンター100 周年記念

ホール, 調布, 2019. 2. 26. 
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② 研究発表 

 

地震先行現象の物理メカニズムの研究 

山中千博 

コンポン研成果報告会, トヨタ産業技術記念館ホール, 名古屋, 2018. 4. 16. 

 

地震直前における異常現象：2018 年大阪府北部地震の場合 

山中千博, 蛯原健 

関西サイエンス・フォーラム公開講演会「地震予知研究の現状と将来」地下水調査研究の最前線, 大

阪大学中之島センター, 大阪, 2018. 10. 25. 

 

先端的 ESR 研究に関する動向調査ならびに研究打ち合わせ (全 3 回) 

山中千博 他 

北海道大学・東京オフィス, 2018. 4. 3. 

大阪大学・豊中キャンパス, 2018. 10. 13. 

大阪大学・豊中キャンパス, 2019. 2. 29. 

 

サブミクロンスケール局所分析に向けたレーザーポストイオン化 ToF-SIMS の開発 

河井洋輔 

大阪大学理学研究科附属 基礎理学プロジェクト研究センター 共創ユニット発足準備シンポジウム

「『光×質量分析』の可能性」, 大阪大学・豊中キャンパス, 豊中, 2019. 3. 22. 

 

 

 

研究会 

 

月地下の微量水に対するレーザー同位体分光測定 

山中千博 

光・量子ビーム科学合同シンポジウム 2018, 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構関西光科

学研究所, 木津川, 2018. 5. 8-9. 

 

イオン照射による石英粒子の光誘導ルミネッセンス (OSL) の変化 

山中千博 

第 13 回先進原子力科学技術に関する連携重要研究討論会および原子力機構・量研施設利用共同研

究、弥生研究会成果報告会, 東京大学・駒場キャンパス, 21 KOMCEE WEST MM ホール, 駒場, 2018. 

8. 9-10. 

 

質量分析による同位体比測定 ～宇宙地球科学：最近の成果～ 

寺田健太郎 

ミューオンによる非破壊分析の可能性 ～考古学・文化財への応用を考える～, 大阪大学・豊中キャ

ンパス, 豊中, 2018. 11. 12-13. 
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「はやぶさ２」試料の初期分析に向けたミューオン非破壊分析の現状 

寺田健太郎 

ミューオンによる非破壊分析の可能性 ～考古学・文化財への応用を考える～, 大阪大学・豊中キャ

ンパス, 豊中, 2018. 11. 12-13. 

 

レーザー法軽元素同位体アナライザー：超高反射率鏡の放射線損傷 

山中千博 

第 35 回 ESR 応用計測研究会・2018 年度ルミネッセンス年代測定研究会・第 43 回日本フィッション・

トラック研究会合同研究会, JEC 日本研修センター神戸元町, 神戸, 2018. 11. 28-30. 

 

岩石の圧力誘起電荷と電磁場シミュレーション 

山中千博 

第 10 回地震先行現象研究会, トヨタ産業技術記念館内大会議室, 名古屋, 2018. 12. 23. 
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佐々木研究室（惑星物質学） 
 

当グループでは、地球をはじめとする惑星の成り立ちとそこでの諸現象について、物質科学を基

にした実験的・理論的アプローチによって研究を進めている。具体的には、隕石や宇宙塵の成因と

原始太陽系における物質の分化、固体天体内部の熱進化と構造形成、地球惑星表層環境を特徴づけ

る地形の成因解明、氷天体における生命居住環境の起源と進化、月惑星探査、マグマの固結や発泡

現象、地球･惑星内部での高温高圧物質科学（圧力誘起構造相転移など）についての研究である。 

 

１．地球科学の研究 

1.1 融体の圧力誘起構造転移の研究 

 高温高圧下での X線吸収および X線回折実験（AR-PF 利用）により液体（マントルを構成するケイ

酸塩の模擬物質であるジャーマネート）の圧力誘起局所構造変化を調べた。さらに X 線ラジオグラ

フィー（AR-PF 利用）による密度測定と粘性率測定を試み、高温高圧融体のこれらの物性と局所構造

の相関を調べている。 

 

1.2  溶岩流シミュレーションソフトの開発と公開 

 溶岩流流下シミュレーションソフト 55LAVA を作成しウェブサイトで公開した。55LAVA は、MAGFLOW

を参考としたセル・オートマトン・モデルである。数値標高モデルの一つのセルに着目し、着目セル

と隣接セルの標高値、溶岩厚さから、着目セルから流れ出る溶岩フラックスを計算する。この処理

を溶岩の存在する全セルに実施することで溶岩流の流下をシミュレーションする。溶岩流フラック

スの計算にはビンガム流体の流動モデルが使用されている。溶岩の温度による粘性変化、放射冷却

や周辺溶岩との混合による温度の変化も、組み込まれている。これらの各プロセスは、先行研究に

よってさまざまなモデル式が提案されているので、自分の好きな式に入れ替えて使いやすいような

ソースコードの構造とした。また、ソフトを使いやすくする工夫として、画像化数値標高地図を使

った。 

 

２．宇宙科学の研究 

2.1 宇宙風化作用に関する研究 

 月、小惑星、水星といった大気の無い固体天体表面では、主に微小隕石の衝突と太陽風の照射に

より、表面の光学物性が変わり反射スペクトルが変化する。典型的には、反射スペクトルの赤化、暗

化、吸収帯の弱化としてあらわれる、この宇宙風化作用という現象は、ナノ鉄微粒子の生成が主原

因と考えられている。パルス幅がナノ秒程度のパルスレーザを用いると、宇宙風化作用に特有なス

ペクトル変化をシミュレーションできる。本年度は、科研費により、反射率測定装置の測定波長を

長くすること(3.2 ミクロン)、および、ナノ秒パルスレーザの更新を行った。 

 イトカワ粒子や隕石中にはナノ鉄 FeS も含まれている。水星では、表面での鉄の存在度が低く

(数%)、硫黄の方が存在度は高い。そのため宇宙風化作用として、FeS の微粒子も考慮すべきと考え、

FeS をカンラン石や輝石に加えたシミュレーション実験を行い、サンプル観察とスペクトル測定を

行った。FeS の添加は風化度を高める効果として働き、特徴として赤化だけではなく赤外域の暗化

が見られる。FeS の代わりに FeS2を付加した実験も行ったところ、FeS 以上にスペクトルの激しい暗

化が観察された。これは、Fe 微粒子の生成量が増えた可能性を示唆する。平成 30 年度は試料の再測

定を行い、FeS2による暗化は不安定で、数日で弱くなることが明らかになった。極端な暗化は、アモ
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ルファス硫黄などの不安定成分や揮発性の高い成分によるものと考えられる。 

一方で、炭素質小惑星の統計的観測から、時間がたつにつれてスペクトルの青化が指摘されてい

た。炭素質隕石へのパルスレーザ照射の場合は、可視域のスペクトルに青化の傾向が生じることが

確認されているが、これにも FeS が何らかのメカニズムで効いているらしい。 

 

2.2.  小天体の形・内部構造に関する研究 

 小惑星や彗星は太陽系小天体（小天体）と呼ばれ、太陽系の進化過程で起きた微惑星の衝突・破壊

現象を紐解く鍵となる。特に、形状や内部構造は、小天体が経験した衝突や集積過程を理解する上

で重要である。我々は、小天体探査によって取得された画像データと３次元形状モデルを用いて、

小天体内部の密度分布構造を推定する手法を開発した。小天体上には、標高（重力ポテンシャル）の

低い地域に砂礫が堆積した平坦な地形（smooth terrain）が存在する。小惑星表層における等ポテ

ンシャル面をよりよく反映する Smooth terrain に着目することで、探査機による重力測定が困難な

天体に対しても密度分布の推定が可能となる。本手法では、小天体の smooth terrain 上で計算した

標高の分散が最小化するような密度分布を探索する。二つの楕円体（頭と胴体）が結合したような

形状をもつ小惑星 Itokawa に対して本手法を適用したところ、頭と胴体の間に有意な密度差の存在

が示唆された。これは、小惑星の集積過程の詳細な理解に繋がる画期的な成果である。 

 

2.3  小天体探査に関する研究：はやぶさ２ 

「はやぶさ２」は、2014 年 12 月に打ち上げられ、2018 年 6 月に、大きさ 900 m ほどの C型小惑星

リュウグウに到着した。C型小惑星は炭素質隕石の源と考えられており、生命の材料となる有機物や

水を含んでいると考えられる。これまでに、全面の画像を取得するとともに、３機の表面探査機（ミ

ネルバ IIA、ミネルバ IIB、マスコット）の運用、表面への本体のタッチダウンおよびサンプル採取、

衝突体によるクレーター形成実験に成功している。リュウグウの密度は、1190 kg/m3で空隙率 50%程

度のラブルパイル（瓦礫の寄せ集め）天体であり、反射率の低い（2%）岩石に覆われている。100 m

を超える極域のオトヒメ岩塊に代表される明るい滑らかな（層状の）岩と、暗く凹凸の激しい粗い

岩も存在する。この特徴の違いは、100 m から 10 cm スケールにまで現れているが、地表での観測で

は明るいが粗い岩も存在する。我々は、解像度が 1 cm を切る最近接画像から、暗い岩の中にも断面

が数倍明るいものを発見しており、岩の表面は宇宙風化によって明るさが変化すると考えられる。

また 10 m 以下の岩塊はしばしば南北方向に割れ目が有り、表面温度の日変化や年変化に対応して発

生する熱ストレスが原因ではないかと推察した。この結果は、３月の LPSC で報告した。また、カメ

ラおよびレーザ高度計の初期成果は、サイエンス誌に掲載され (Sugita et al., 2019)、佐々木と

木村が共著者となっている。 

 

2.4. 月探査に関する研究 

 次期および将来月探査計画の作成活動に参加している。小型月着陸実証機（SLIM）プロジェクト

に搭載するミッション機器として、鉱物同定用のマルチバンドカメラを設計し、搭載機器候補とし

て開発中である。また、着陸地点の検討、および着陸地点での科学観測の有効性の検討を継続して

行っている。さらに、将来の月極域氷探査への準備として月土壌への着氷状態を再現できる着氷装

置を開発して、改良を続けている。この着氷装置によって微少量の氷を付けた鉱物粒や月模擬土壌

の分光観測をして、月極域探査車に搭載する氷検出分光カメラの仕様を決め、搭載機器提案を行っ

た。 
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2.5. 木星系探査に関する研究：JUICE 

 ESA の木星系探査ミッション「JUICE（Jupiter Icy Moons Explorer）」には、機器開発を伴う形で

日本グループが参加することになり、その枠組みは JAXA 宇宙科学研究所のプロジェクトとなった。

2022 年の打ち上げに向けて、木星および衛星系探査のみならず、太陽系の起源や系外惑星という幅

広い周辺課題も含めて、各機器の科学検討メンバーとの議論を行っている。近年は、形成直後の木

星、土星が太陽系内を動径方向に大きく移動する（軌道長半径がいったん小さくなった後にふたた

び増大する）Grand Tack model が提唱されている。そうした履歴が現在の氷衛星にも遺されている

可能性があり、氷衛星上の物質を調べることで木星系全体の形成メカニズムを議論できる。 

 また個々の科学観測機器においては、レーザ高度計（GALA: Ganymede Laser Altimeter）の開発

に参加している。衛星エウロパ、カリストへの多数回フライバイを経て最終的に衛星ガニメデを周

回する軌道へ入る JUICE 計画において、GALA は世界初となる氷天体へのレーザ測距を行い、衛星表

面の起伏や全体形状の測定とともに、潮汐相互作用に伴う衛星の形状や回転の変化をモニターする。

それによって、氷のテクトニクスの全容を把握しその形成メカニズムの理解に迫るとともに、衛星

の内部にその存在が示唆されている「地下海」の有無を決定する。こうした科学目標の具体化と洗

練化を国内外の研究者と連携して行い、査読付き論文としてまとめた。 

 

2.6.  氷天体に関する研究 

 木星衛星エウロパや土星衛星エンセラダスなどの巨大惑星の衛星や冥王星など、氷の表面を持つ

氷天体のいくつかにおいては、近年の探査データを通してその内部に地下海の存在が示唆されてい

る。しかしそれらの地下海の本当の存否や、存在する場合の特徴（深さや厚さ，組成など）はいまだ

明らかではない。そこで、惑星－衛星間で普遍的に働く潮汐に着目し、潮汐に対する衛星の応答（特

に回転変動）と内部の構造や物性との関係を評価するための理論モデルを構築している。 

また、現在における地下海の存否だけでなく、長期的な地下海の進化を推察するための数値モデ

ルを開発している。今年度は、冥王星やその衛星カロン、土星衛星エンセラダスを対象に、地下海の

構造進化の描像を数値解析的手法によって調べた。さらに、氷天体の地下海は低温高圧条件にある

ため、ガス分子があればガスハイドレートが生成し得る。ガスハイドレートの成長にともない取り

込まれる可能性のある化学種としてアンモニアに着目し、その分配係数を評価するとともに、氷地

殻におけるアンモニアの動態を考察するモデルを検討し、数値シミュレーションを行った。 

一方で氷天体の表面では、様々な反射率とその分布が見られる。特に冥王星では、反射率が極めて

低い低緯度帯と反射率の高い中高緯度地域との大きなコントラストが特徴的である。こうした分布

の起源を考察するために、日射の変化に伴う窒素氷の昇華凝結による反射率変化の理論モデルを構

築した。以上の多角的なアプローチは、探査を通した「現在の状態の把握」から過去へと遡ること

で、太陽エネルギーに依存しない深部生命圏の起源と進化という、宇宙生命学の普遍的な課題に新

たな知見を得る。 

 

2.7.  ダスト計測器開発 

 2018 年秋に打ち上げられた、日欧共同水星探査ミッション「べピコロンボ」には、日本のグル

ープが開発した、ピエゾ素子を用いたダスト計測器が搭載されている。水星環境では、ダスト衝突

速度は大きく(5 km/s 以上)、これまではそれを想定した高速ダスト衝突実験を行ってきた。2024 年

に打ち上げ予定の火星衛星探査計画 MMX (Martian Moon Explorer) には、火星周囲のダスト環境を

明らかにする目的で、ピエゾ素子と大面積フィルムを組み合わせたダスト計測器 CMDM を搭載するこ

とになり、千葉工業大学や JAXA 等と共同で開発を進めている。火星衛星起源のダストとの相対速度
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は、数 100 m/s から 1 km/s 程度と予想される。宇宙地球科学専攻に現有するダスト加速器を再整備

して、これまで 1ミクロンサイズのダストを 800 m/s まで加速することに成功した。現在、CMDM の

プロトタイプ（ポリイミドフィルムとピエゾ素子を合わせている）を使った計測により、この低速

域のダスト計測に、感度があることを明らかにした。 
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SLIM マルチバンドカメラ観測運用検討のための観測シミュレーション，佐伯和人, 本田親寿, 大竹

真紀子, 白石浩章, 仲内悠祐, 石原吉明, 佐藤広幸, 前田孝雄, 日本惑星科学会 2018 年秋季講演

会，旭川市科学館サイパル，2018 年 10 月． 

 

SLIM マルチバンドカメラのオートフォーカス機能開発，佐藤広幸, 石原吉明，佐伯和人, 仲内悠祐, 

日本惑星科学会 2018 年秋季講演会，旭川市科学館サイパル，2018 年 10 月． 
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SLIM-MBC 搭載 InGaAs 検出器の放射線耐性評価データに基づく観測性能検討， 仲内悠祐, 佐伯和

人, 石原吉明, 大竹真紀子, 白石浩章, 大槻真嗣, 佐藤広幸, 本田親寿, 前田孝雄, 山中千博, 五

十嵐優也, 萩島葵, 日本惑星科学会 2018 年秋季講演会，旭川市科学館サイパル，2018 年 10 月． 

 

溶岩流シミュレーション 55LAVA の開発, 佐伯和人, 日本火山学会 2018 年度秋季大会，秋田大学，

2018 年 9 月． 

 

SELENE-2 着陸地点検討の経験からの提言, 佐伯和人, 月サンプルリターンミッションワークショッ

プ, ISAS（相模原），2018 年 5 月． 

 

研究交流 

① 他大学での講演・セミナー  

Estimation of asteroid interior density distribution based on the surface gravity field and distribution of smooth 

terrain on asteroid Itokawa, Masanori Kanamaru, seminar at Institut de Physique du Globe de Paris, France, 

December 10, 2018 

② 研究発表 

かんらん石と月土壌シミュラントを用いた着氷実験と近赤外スペクトル比較, 荻島葵, 第 10 回京

阪神・地球惑星物質科学研究会, 神戸大学, 2018 年 12 月 18 日 

 

研究会 

2018 年 2 月 18 日～2月 21 日，第 20 回惑星圏研究会，東北大学 

2018 年 8 月 30 日～8月 31 日，第 6回衛星系研究会，東京工業大学 

 

-112-



 

近藤研究室（惑星内部物質学） 

 
 当研究室では、地球・惑星・衛星の深部構造とその進化過程の解明を目指し、高温・超高圧力から低

温・高圧までの極限環境下で多様な計測を組み合わせた研究を行っている。主な研究手法としては、静的

圧縮装置であるダイヤモンドアンビルセルやマルチアンビル型装置、また動的圧縮法として高強度レーザー

を用い、特殊条件下での各種物性測定や、放射光を用いた各種その場観察実験法の開発も行なってい

る。平成 30 年度に行った主な研究活動の状況を以下に記す。 

 

1. 地球・惑星・衛星の深部構造に関する研究 

1.1 惑星核条件での鉄合金の音速・密度測定 

 平成 30 年度は、平成 29 年度に引き続き水星核の組成・構造を明らかにすることを目指し、マルチアンビ

ル装置と超音波法による音速測定を用いて、Fe-Ni-S-Si 融体の音速測定を複数の組成試料において 16 

GPa まで測定し、2 種類の軽元素の音速に与える効果を調べた。またこれまで開発を行ってきたダイヤモン

ドアンビルを用いたＸ線吸収法による密度測定法を応用して、外熱式ダイヤモンドアンビルを用い、ガリウム

試料の密度測定を実施した。この結果、液体ガリウムの密度を 9 GPa まで測定することができた。さらに雰

囲気制御の電気炉を用いて、Ni, Sn 固体の密度を融点近傍まで幅広い温度範囲で精密に測定し、正確な

熱膨張挙動を明らかにする事ができた。 

 

1.2 氷天体の内部構造と進化に関する研究 

木星や土星の氷衛星内部には液体水が存在する事が示唆されており、氷の相転移や内部に存在する

様々な塩類を含む流体の性質を調べる事は、これらの天体の構造や進化を理解するために重要である。本

年は、H2O-硫酸塩系に関して高圧下 X 線その場観察実験の解析と光学観察を用いた固液の密度関係に

関する光学観察を行い、これまで提唱されてきた相関係とは異なる新たな H2O-MgSO4 系の相図を提唱す

ると共に、固液が共存する場合に高圧氷が必ず高密度側に、また水和物は低密度側に分離することを実験

的に示した。また、実際の木星-衛星系などは惑星の磁場中を衛星が公転することから、氷の成長に対する

電磁気学的な影響を調べるため、低温での氷成長の観察装置を新たに作成し、実際に電流を流した水―

硫酸塩系の溶液からの氷の成長を調べた。 

  

1.3 温度勾配場における鉱物中の拡散に関する研究 

 勾配場中における鉱物中の元素拡散挙動は、高温高圧実験などの解釈に重要であり、また地球の幾つ

かの大きな温度変化の有る領域での物質移動を考える上でも興味深い。そこで、非常に強い温度勾配条件

下でかんらん石中の元素濃度変化を調べる実験を常圧力下で行い、回収試料の分析を行ったところ、かん

らん石が温度勾配場で変形を示すことと、鉄の濃度分布が幾つかの異なる濃度勾配を持った領域に区別

できることを見いだした。 

 

2. 大型レーザー装置を使った地球惑星科学研究 

2.1 隕石衝突に起因する金属/ケイ酸塩の分離過程の解明 

 衝突起因の金属/ケイ酸塩の分離プロセスの有無を検証することを目的とし、未分化天体を模擬した鉄合

金とケイ酸塩の混合粉末試料を使って隕石衝突模擬回収実験を行った結果、回収試料断面の電子顕微鏡

画像観察から鉄合金粒子が衝撃波伝播方向に対する扁平が見られ、ガス銃による先行研究結果（Hirata et 
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al., 2009）を使って扁平度から衝撃波伝播方向への圧力減衰を評価した結果、初期圧力の増加に伴って、

圧力減衰率も大きくなることがわかった。 

 

2.2 鉄合金のレイリー・テイラー不安定性 

 地球形成期に、固体マントルを覆うマグマオーシャン中の鉄合金成分が沈降し、下層にある固体マントル

上部に溜り、重力不安定（レイリー・テイラー不安定性）によって中心へと沈降し、地球核が形成されたとする

核形成プロセスが考えられる。この重力不安定による核形成プロセスを模擬するために、大型レーザーを使

った試料加速により鉄合金試料に重力を付加し、鉄合金のレイリー・テイラー不安定性実験の結果、Fe-Si

合金試料において予め試料表面に付加した擾乱波長 80 μm の擾乱がレイリー・テイラー不安定性によっ

て時間的に指数関数的に成長していることが観測され、その成長率が 0.3 ns-1 となることを評価した。また本

実験で付加した重力は 1.5×1015 cm/s2 であり、試料厚が 10μm の時、その圧力は 1000 GPa 程度に相当

することを示した。 

 

2.3 天体衝突時の高圧相生成条件に関する研究 

 秒速数十 km もの速度で衝突する天体は衝撃点付近に鉱物の高圧相を生成する事が想定され、実際に

多くの隕石で高圧変成が報告されている。大型レーザーを用いた衝撃圧縮の研究はこれらの圧力条件が

再現できる実験法であるが、これまで我々は回収された鉱物試料中に高圧相を見いだしていない。そこで

本研究ではレーザー圧縮で高圧相が生成・凍結する条件探索のため、大型レーザーを用いた模擬衝突実

験を行い、SiO2 の高圧相生成に関する初期試料の結晶構造や粒形依存などに関して、実験を行った。そ

の結果、高圧側の条件では nsec の短時間圧縮でも高圧相生成が可能なことを示し、その空間分布や様々

な変成の様式に関して明らかにした。 

 

2.4 惑星核条件における惑星内部物質の音速と密度の関係（バーチ則）の検証 

 大型レーザーを使った動的圧縮実験において地球核条件下での地球核物質の音速・密度測定を行うこと

で、地球核、特に外核の組成に制約条件を与えことを目的として、外核や溶融状態の鉄合金における音速

と密度の間に線形関係（バーチ則）があることを示し、固体状態の鉄合金における線形関係と比較すること

で、バーチ則の固体-液体間の関係を評価した。また、他の金属物質に対しても評価を行い、物質科学的な

普遍性が存在するか検討を行った。シリコン、ニッケルだけでなく、バナジウムに関しても音速と密度の間に

線形関係が存在する可能性を示した。また、鉄合金と同様に、音速の密度に対する変化率が、液体の方が

固体より約 1.5 倍大きい結果となっており、あらゆる金属物質において普遍的な関係である可能性を示唆し

た。 

 

３. 物性物理の研究 

ナノスケール金属スピングラス薄膜の研究 

フラストレート磁性体単結晶 EuCu2Si2 の非線形帯磁率測定によるスピングラス転移の研究 

横方向交流帯磁率測定による金属スピングラスのランダム磁気異方性の定量評価の研究 

 

 

発表論文 

1. Sakaiya, T., H. Terasaki, K. Akimoto, H. Kato, T. Ueda, R. Hosogi, T. Fujikawa, T. Kondo, Y. Hironaka, 

K. Shigemori, Measurements of Rayleigh-Taylor instability growth of laser-shocked iron-silicon alloy, 

High Pressure Research, 39, 150–159, doi: 10.1080/08957959.2019.1575966, 2019. 
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2. Takubo, Y., H. Terasaki, T. Kondo, S. Mitai, S. Kamada, T. Kikegawa, A. Machida, Variations of lattice 

constants and thermal expansion coefficients of indium at high pressure and high temperature, High 

Pressure Research, 38, 406–413, doi: 10.1080/08957959.2018.1499903, 2018. 

3. Terasaki, H., K. Nishida, S. Urakawa, Y. Takubo, S. Kuwabara, Y. Shimoyama, K. Uesugi, Y. Kono, A. 

Takeuchi, Y. Suzuki, Y. Higo, T. Kondo, Sound velocity and density of liquid Ni68S32 under pressure 

using ultrasonic and X-ray absorption with tomography methods, Comptes Rendus Geoscience, 

doi.org/10.1016/j.crte.2018.04.005, 2018. 

4. Takubo, Y., H. Terasaki, T. Kondo, S. Mitai, S. Kamada, T. Kikegawa, A. Machida, Development of 

density measurement for metals at high pressures and high temperatures using X-ray absorption imaging 

combined with externally heated diamond anvil cell, Comptes Rendus Geoscience, 

doi.org/10.1016/j.crte.2018.04.002, 2018. 

5. Terasaki, H., K. Nishida, Density and elasticity measurements for liquid materials. In Magmas Under 

Pressure: Advances in High-Pressure Experiments on Structure and Properties of Melts (Eds. Y. Kono, 

C. Sanloup), Elsevier, ISBN-13: 978-0128113011, pp.237–260, 2018.  

6. H. Taniguchi, K. Yamagishi, T. Arakawa, T. Taniguchi, Y. Niimi, and K. Kobayashi, Disappearance of 

spin Hall effect in spin glass state due to strong spin fluctuation, Proceedings of International Conference 

on Physics and Applications of Spin-Related Phenomena, 2018. 

 

学会研究会発表 

国際会議 

○European Geophysical Union Annual Meeting, Apr. 8-13, 2018, Vienna, Austria. 

・ H. Terasaki, A. Rivoldini, Y. Shimoyama, K. Nishida, S. Urakawa, A. Machida, Y. Higo, Mercury's and 

Mars' core composition estimated from elastic properties of liquid iron alloys.  

○Japan Geoscience Union meeting(地球惑星科学連合) 2018, May 20-24/2018, Makuhari, Chiba. 

(International session) 

・ H. Terasaki, A. Rivoldini, Y. Shimoyama, K. Nishida, S. Urakawa, F. Kurokawa, Y. Takubo, Y. 

Shibazaki, T. Samakaki, A. Machida, Y. Higo, T. Kondo, Core composition of Mercury estimated from 

elastic properties of liquid Fe-Ni-alloy. 

・ I. Yamada, H. Terasaki, A. Kamiya, K. Nishida, Y. Shibazaki, T. Sakamaki, Y. Higo, Y. Tange, T. 

Kondo, The sound velocity of liquid Fe-Ni-S-Si on Mercury’s outer core condition. 

・ A. Kamiya, H. Terasaki, T. Kondo, Development of electric furnace designed for density measurement of 

metals, The sound velocity of liquid Fe-Ni-S-Si on Mercury’s outer core condition. 

・ K. Nishida, Y. Shibazaki, H. Terasaki, Y. Higo, D. Wakabayashi, N. Funamori, A. Suzuki, Effect of 

pressure and sulfur content on sound velocity in liquid Fe-S to 20 GPa. 

・ T. Sakamaki, H. Terasaki, Y. Shibazaki, H. Tobe, Y. Shimoyama, Y. Higo, Elastic wave velocity of Fe-Si 

alloy at high pressure.  

・ K. Harada, T. Kondo, M. Shirata, T. Kikegawa, Phase relation of MgSO4–H2O system under low 

temperature and high pressure. 

・ T.Fujikawa, T. Sakaiya, H. Terasaki, T. Kondo, K. Shigemori, Study of differentiation process between 

metal and silicate induced from shock impact events. 

・ A.Hasegawa, K.Ohta, T.Yagi, K.Hirose, T.Kondo, Lattice thermal conductivity of (Mg,Fe)O. 
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○16th international symposium on Experimental Mineralogy, Petrology, and Geochemistry, June 17-21, 

2018, Clermont-Ferrand, France. 

・ H. Terasaki, S. Kamada, Y. Takubo, R. Tsuruoka, N. Hirao, S.I. Kawaguchi, A. Machida, Densities of 

metals at high pressure using X-ray absorption method with diamond anvil cell. 

○International Mineralogical Association Meeting 2018-1229, Sydney, Australia, 2018. 

・ E. Ohtani, D. Ikuta, A. Sano-Furukawa, Y. Shibazaki, L. Yuan, H. Terasaki, T. Hattori, In-situ neutron 

diffraction study of the Fe-H system: implications to hydrogen in the core.  

○Joint symposium of Misasa 2019 & Core-Mantle Coevolution, Origin, Evolution & Dynamics of the Earth 

& Planetary Interiors, Misasa, Tottori, Japan, 03/18-21/2019  

・ H. Terasaki, I. Yamada, A. Kamiya, R. Tsuruoka, T. Kondo, Y. Higo, A. Machida, Sound velocity of 

liquid Fe–Ni–S–Si under pressure,  

 

主要学会 

○第５９回高圧討論会, 3D01, 2018 年 11 月 26-28 日, 岡山理科大学､岡山 

・ 鎌田誠司，寺崎英紀，田窪勇作，前田郁也，河口沙織，平尾直久，町田晃彦、高圧下における

Ｘ線吸収法を用いた鉄の密度測定、3D01 

・ 浦川啓，寺崎英紀，田窪勇作，長谷川巧, 町田晃彦、Ni-S メルトの密度と熱膨張率、（日本高

圧討論会, ）2P33. 

・ 近藤忠、廣本健吾、境家達弘、寺崎英紀、重森啓介、弘中陽一郎、門野敏彦、レーザー衝撃圧

縮回収試料中の高圧相と隕石中の高圧相、（日本高圧討論会,） 1C09. 

○日本金属学会 2019 年春季（第 164 回）講演大会、2019 年 3 月 20-22 日、P38、東京電機大学、東

京 

・ 鶴岡椋、寺崎英紀、鎌田誠司、前田郁也、近藤忠、平尾直久「外熱式 DAC を用いた X線吸収法

による高圧下での液体 Ga 密度測定」（優秀ポスター賞受賞） 

○光・量子ビーム科学合同シンポジウム 2018、2018 年 5 月 8-9 日, 量子科学技術研究開発機構、

関西光科学研究所、木津、京都 

・ 寺崎英紀、境家達弘、藤川勇志、近藤忠、重森啓介、加藤弘樹、弘中陽一郎、隕石衝突に起因

する金属-ケイ酸塩の分離過程の解明、 

・ 近藤忠、計画課題：レーザー地球惑星科学の進展 

○第 74 回日本物理学会年次大会、2019 年 3 月 14-17 日、九州大学､福岡 

・ 井邊昂志, 谷口祐紀, 荒川智紀, 谷口年史, 新見康洋, 小林研介、AuFe スピングラスにおける

異常ホール効果とスピンホール効果の測定 

・ 谷口年史, 竹内徹也, 安次富洋介, 屋良朝 B, 伊覇航, 辺土正人, 仲間隆男, 大貫惇睦、

EuCu2Si2のスピングラス転移のユニバーサリティクラス 

○日本物理学会秋季大会、2018 年 9 月 9-12 日、同志社大 

・ 井邊昂志, 谷口祐紀, 荒川智紀, 谷口年史, 新見康洋, 小林研介、AuCr スピングラスにおける

スピンホール効果の測定 

・ 竹内徹也, 谷口年史, 安次富洋介, 屋良朝之, 伊覇航, 辺土正人, 仲間隆男, 大貫惇睦、単結

晶 EuCu2Si2のスピングラス 
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研究交流 

① 他大学での講演・セミナー  

・ H. Terasaki, Sound velocity and density of liquid iron-alloys under pressure: Implications for core 

compositions of terrestrial planets, Seminar at Centre for Science at Extreme Conditions, The University 

of Edinburgh, June 15, 2018. 

 

研究会 

○Workshop on properties of planetary interiors (Osaka University- University of Edinburgh, 1/30/2019) 

・ T. Sakaiya, T. Kondo, H. Terasaki, N. Yokoyama, R. Hosogi, Y. Ogata, K. Shigemori, Y. Hironaka, 

Sound velocity and density of liquid iron alloys under Earth’s core pressures by laser-shock compression.  

・ Iori Yamada, Sound velocity of liquid Fe-alloys under Mercury core conditions.  

・ Keita Harada, Phase relation of MgSO4-H2O system under high pressure.  

・ Asaka Kamiya, The effect of temperature on density of solid metals.  

・ H. Terasaki, K. Nishida, S. Urakawa, K. Uesugi, S. Kuwabara, Y. Takubo, Y. Shimoyama, Y. Kono, A. 

Takeuchi, Y. Suzuki, Y. Higo, T. Kondo, Sound velocity and density measurements of liquid alloys under 

pressure using X-ray CT and ultrasonic methods. 

 

○衝突研究会「天体の衝突物理の解明（XIV）」、神戸大学・惑星科学研究センター、2018 年 12 月

17-19 日 

・ 境家達弘，藤川勇志，寺崎英紀，近藤忠，重森啓介，「隕石衝突に起因する金属-ケイ酸塩の分

離過程の解明」 
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中嶋研究室（地球物理化学） 
 

地球や惑星の主として表層で起きている動的な過程（火山・地震活動、地殻変動、物質移動・反

応・循環、資源の集積、環境汚染、生命の起源と進化等）は、水、無機物質、有機物質、生物等が複

雑な相互作用を行っている結果である。そこで、水、溶存物質、無機・有機物等の性質及び岩石・水

相互作用、有機無機相互作用等を定量的に物理化学的に記述し、動的過程の機構と時間スケール等

を解明し、地球惑星表層環境変動の長期予測を行い、実在世界の総合自然科学を構築していく。 

 

1.  その場状態分析法の開発 

地球表層動的過程のありのままの姿とその変化をその場観測する手法を開発し、水の関与する反

応等を速度論的に追跡し、反応速度定数、活性化エネルギー、平衡定数、拡散係数等の基礎的な物理

化学定数を求め、主に地球惑星表層における物質の変化機構・時間スケールを定量的に評価する研

究を継続した。今年度は、可視近赤外分光装置によって植物の色変化過程を定量的に追跡した。ま

た、岩石・水相互作用をその場観測するための熱水反応セルの開発を継続し、シリカゲル及び珪藻

のシリカ構造変化過程を模擬する実験等を行った。さらに、顕微赤外分光法と水晶振動子微小天秤

法を組み合わせた水の吸着・脱着実験手法を様々な系に適用した。赤色化した花崗岩の色、可視光

吸収帯強度、元素・鉱物などの分布を定量的に表示し比較する手法を開発した。また、モデルペプチ

ドの 2次構造変化を赤外分光法により解析する手法を開発した。 

 

2.  岩石・水・有機物相互作用 

生体分子と水の相互作用の研究を継続し、多糖類（ペクチン）やタンパク質（ケラチン、3重らせ

んコラーゲン）、脂質（リシチン、セラミド）への水の吸着過程を、相対湿度制御下での顕微赤外分

光法と水晶振動子微小天秤方法を組み合わせて定量的に評価した。また、乾燥耐性を持つ酵母（イ

ースト菌）の脱水過程などを顕微赤外分光法で追跡した．不凍タンパク質周辺の水分子の構造を赤

外分光で調べた。さらに，生命起源研究の最近の 15 年を総括するレヴュー論文を書いた。岩石とコ

ケ植物の相互作用を、主に元素のやり取りから調べた。 

 

3.  地球資源環境科学 

岩石の風化・変質、金属・有機燃料資源の集積、土壌・水圏の重金属や有機汚染物質等における

環境汚染、ゴミ・廃棄物の処分場の長期安全性等に関わる岩石・水相互作用の機構と速度を実験的

に調べ、地球表層の物質移動・化学反応・物質循環の定量化と長期予測を行う研究を継続した。水

中の汚れとしての腐植物質の生成過程を模擬する加熱その場紫外・可視・赤外分光観測を行い、生

成の時間スケールを見積もった。さらに、腐植物質の生成過程への水酸化鉄の影響を調べた。ま

た、大気微粒子エアロゾルへの揮発性有機物の吸着・反応過程を顕微赤外分光で追跡した。さら

に、岩石間隙内鉱物表面水における電気伝導を定量的に評価した。 
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4.  地震と断層の物質科学 

地震時に断層にて生じる物理化学的な過程・機構の解明のため、野外における断層調査，断層試

料の室内分析、その試料を用いた室内摩擦実験を実施した。特に、国際陸上科学掘削計画の一環で

ある南アフリカ金鉱山震源近傍掘削に参画し、南アでの断層試料の分析および高知コアセンターで

の試料分析を実施した。その他、断層に含まれる炭質物の熱熟成反応に着目し、その反応に影響を

与えうるファクターを精査し、学術論文として公表した。 

 

5.  生生物の光エネルギー変換と生体分子複合体の生物物理学的解析 

 地球の歴史や環境を考える上で、生命活動を無視することはできない。生命活動の理解には、「そ

れぞれの生体分子がどのように働くのか」、また「他の分子とどのように相互作用するのか」を明ら

かにする必要がある。我々は最も太古から存在すると考えられる発色団（フラビン）を結合するタ

ンパク質の一つ（光ジッパータンパク質：PZ）をモデル分子として、生物の光エネルギー変換と DNA

の特定配列認識機構の生物物理学的解析を行なっている。電子スピン共鳴法を用いたフラビンラジ

カルの生成過程の解析から、ラジカルの安定化には、水分子の侵入などの PZ 分子の初期化が重要で

あることを示唆した。また、水晶振動子微小天秤（QCM）により PZ およびその 131 番目のアスパラ

ギン（Asn131）変異体が特定 DNA 配列に結合する速度定数を調べ、Asn131 の置換が複合体形成の速

度にわずかな影響しか与えないことを明らかにした。これらの解析結果から、タンパク質が特定 DNA

配列を認識する分子機構が明らかになりつつある。 
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赤外線天文学グループ（赤外線天文学） 

 
本研究室の研究分野は赤外線天文学であり、主要研究テーマは「太陽系外惑星系・原始惑星系円

盤の観測研究」である。スペース赤外線望遠鏡および地上望遠鏡を開発、使用して、急速に進展しつ

つある太陽系外惑星探査、および系外惑星本体及び星周円盤のダスト（星間塵）の赤外線観測を研

究の中心とする。 

 本年度はニュージーランドの MOA-II 望遠鏡、宇宙科学研究所望遠鏡、ALMA 電波望遠鏡などを用い

て、太陽系外惑星、原始惑星系円盤の観測を行った。また、世界初の宇宙遠赤外線干渉計のフライト

を試みたが気象条件が整わず断念した。さらに世界初の近赤外線重力マイクロレンズ観測 PRIME 望

遠鏡の建設を始めた。将来の展開への準備として、次世代宇宙赤外線望遠鏡 SPICA 計画の検討を国

際協力で進めた。 

 本研究室は 2007 年度に芝井の着任と共に発足したが、2018 年度からは住の教授着任を受けて「赤

外線天文学グループ」として、教授二人体制で運営されている。 

 

 

１. 星周円盤・系外惑星の可視光・赤外線観測 

 

1.1 重力マイクロレンズ現象による系外惑星の探索 

 名大他との共同研究 MOA プロジェクトを推進し、重力マイクロレンズ現象を利用して系外惑星の

探索を継続した。ニュージーランドに 1.8m 望遠鏡を建設し、約 5 千万個の星を毎晩 10〜50 回と高

頻度で観測する事により、世界で初めて 1 日程度の短い増光現象を検出できる。これにより、星か

ら遠い軌道を回る惑星の存在量や、主星を持たない浮遊惑星を発見して、その存在量を見積もり、

それらの形成過程の解明を目指している。H30 年度は、7個の系外惑星候補を発見した。 

 

1.2 原始惑星系円盤の高解像観測 

 ALMA 望遠鏡を用いたサブミリ波偏光の観測によりダストの自己散乱を検出し、原始惑星系円盤に

おいてダストが 1mm 以上のサイズにまで成長していることを明らかにしてきたが、今年度はさらな

る観測的証拠を積み上げた。 

 

1.3 原始惑星系円盤を持つ天体のモニター観測 

円盤構造の時間変動現象を調べることを目的とし、原始惑星系円盤を持つ 12 天体のモニター観測を

可視・近赤外の計 5 バンドで継続した。観測には、独自に開発した宇宙科学研究所屋上望遠鏡専用

の可視・近赤外同時撮像カメラを用いている。現在、これまでの観測結果を論文として投稿準備中

である。 
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２. 宇宙遠赤外線干渉計、次世代宇宙赤外線望遠鏡 

 

2.1 大気球搭載型の宇宙遠赤外線干渉計 FITE のフライト準備 

 遠赤外線波長域（30-300 ミクロン）において 1 秒角の解像度による観測を実現するために、遠赤

外線干渉計（Far-Infrared Interferometric Telescope Experiment: FITE）を開発してきた。2018

年 4、5 月にオーストラリア・アリススプリングス基地から初フライトを試みたが、器材運送途中の

トラブルなどが原因で、実験可能期間内にフライト可能な気象条件に恵まれず、フライトを断念し

た。機材はすべて日本に返送し、次のフライト機会のために保管している。 

 

2.2 次世代宇宙赤外線望遠鏡 SPICA 

 我が国が主導する次世代宇宙赤外線望遠鏡 SPICA（Space Infrared Telescope for Cosmology and 

Astrophysics）計画の実現に向けて、日本側研究代表者として、宇宙研はじめ国内関連研究者を統

合するとともに、ヨーロッパとの国際協力を推進した。欧州宇宙機関 ESA 側では 5月に 2030 年頃の

ミッション候補として選抜され、最終決定に向けて日欧共同で設計の詳細化を進めている。 

 

2.3 近赤外線重力マイクロレンズ望遠鏡 PRIME  

 世界初の近赤外線重力マイクロレンズ観測 PRIME 望遠鏡の建設を始めた。新たに口径 1.8m の望遠

鏡を製作し、NASA から最新の近赤外線アレイセンサーの供給を受けて、南アフリカ天文台が建設す

るドームに設置する。これによって、恒星数密度が極めて高い銀河系のバルジ中心部方向について

も、手前の暗黒星雲を透過して重力マイクロレンズ現象を観測できるようになると期待される。 

 

2.4 太陽系外惑星大気分光観測用装置の開発 

 太陽系近傍の地球型系外惑星におけるハビタビリティの検証および宇宙生命探査の実現のために、

NASA が計画する Origins Space Telescope (OST)に搭載する高安定分光測光装置の設計検討を行い、

本コンセプトが OST の基本装置として米国 Decadal survey に提出される最終レポートに記述され

た。また、NASA Ames Research Center において進めている、高安定分光測光装置の試験機の製作が

完了し、極低温容器にインストールされた。間もなく、試験機の分光データが取得される予定であ

る。 

 

 

３. 国際協力 

 SPICA 計画は欧州 16 か国、米国、カナダとの共同プロジェクトとして実現を目指している。欧州

の代表はオランダ宇宙科学研究所 SRON（グロニンゲン大学）であり、密接な交流を行っている。ま

た太陽系外惑星の大気分光の実現に向けて、米国の NASA Ames Research Center および Goddard 

Space Flight Center と共同で研究を推進した。MOA の研究は、ニュージーランド、米国との共同研

究である。米国 NASA の次世代宇宙望遠鏡計画 WFIRST への日本の参加を推進する WFIRST ワーキン

ググループを宇宙科学研究所に設置した。建設を始めた PRIME 計画は、NASA、南アフリカ天文台、

アストロバイオロジーセンターの参加による国際共同研究である。 
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２０１５年５月２８日改訂 

 

宇宙地球科学専攻の運営について (申し合わせ) 

 

（１） 運営の基本 

 ・ 専攻長を中心に風通しのよい教室運営を行う 

 ・ 教授・准教授・助教の差を小さくする 

 ・ 研究グループ制とし呼称は教授名又は講座名（研究内容）とする 

 ・ 研究教育の交流を図り、グループ間の壁を低くする 

 ・ 物理学専攻との連絡を密にする 

 

（２） グループ代表者会議 

 ・ 各グループより、全権を委任された１名の代表者で構成する 

 ・ 専攻長の相談組織とする 

 ・ 以下のような教室全体に関わる問題を審議し、円滑な教室運営をはかる（重要なものは教室会議に

かける） 

   概算要求事項、一般設備費等、建物、人事、共通予算、共通設備、教室事項、秘書、対外向けの

行事等 

 

（３） 教室会議 

 ・ 教室会議で構成員と決められた助教以上で構成する（特任教員、大学院生、ポスドク、秘書を含む

その他のスタッフはオブザーバーとして参加できる） 

 ・ 原則として月１回（学部研究科教授会の後の木曜日５：００から）開催する 

 ・ ３名で議長団を構成する（任期は１年） 

 ・ 人事を除き定足数は、外国出張を除く構成員の１／２以上とする 

 ・ 長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

 ・ 人事に関する議題は、原則として１週間前には通知する 

 ・ 人事に関する議題は、専任講師以上が議決権を持つ 

 ・ 人事に関するルールは、以下（４）に定める 

 ・ 審議事項 

  ・ 人事に関する事柄（分野の決定、人事委員会の構成、人事の決定、物理教室人事委員の推薦等） 

  ・ 予算に関する事柄（予算配分の決定、概算要求事項の審議、他の予算費目の審議等） 

  ・ 教育・研究に関する事柄（共通教育と専門教育、卒業研究の発表、年次研究報告会、大学院生の

発表等） 

  ・ その他（部屋、秘書体制、理学部より諮問があった問題、役割分担等） 

 

（４） 人事のルール 

 ・ 人事委員会は４−５名プラス物理教室から１名で構成する 

 ・ 人事委員会は以下のように構成する 

  ・教授人事は教授のみ 

  ・准教授人事は准教授以上 

  ・助教人事は専任講師以上 

 ・ 教室会議で提案し、１週間以降の教室会議で投票する 

  ・いずれも専任講師以上の２／３以上の出席を要する（外国出張は除く） 

  ・長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

  ・全ての人事について不在者投票を認める 

  ・投票総数の 2/3 以上の可が必要 
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宇宙地球科学専攻における特任教員の扱いについて 

 

2014 年 12 月 11 日(教室会議で承認) 

2016 年 2 月 18 日(教室会議で改定) 

 

宇宙地球科学専攻長 

 

1. 専攻に所属する特任教授、特任准教授、特任助教（まとめて特任教員と呼ぶ）は、原則

として教員選考と同じ基準で選考する。その手順については教室会議の議を経て簡素化

できる。 

 

2. 専攻に所属する特任教員は、教員と協力して専攻の活動に貢献するものとする。 

 

3. 専攻に所属する特任教員は、原則として教室会議にオブザーバーとして参加できる。 

 

4. 専攻に所属する特任教員は、その雇用形態に応じて、必要な義務を負い、責任を果たす

ものとする。その内容は、別途教室会議の審議を経て決定する。 

 

5. 専攻に所属する特任教員の活動について、疑義が生じた場合には、専攻長が教室会議に

発議して審議する。 

 

6. 理学研究科に所属する本専攻以外の教員を本専攻の教員に兼任する場合にも、１から５

までの事項を適用する。 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №320 
【日 時】 2018 年 4月 12 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 佐伯 和人 【記 録】 谷口 年史 

【出席者】 

寺田健太郎 近藤 忠 佐々木 晶  

住 貴宏 中嶋 悟 松本 浩典   

大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 林田 清 

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔    

境家 達弘 富田 賢吾 中山 典子 松尾 太郎   

オブザーバー 中井 光男 坂和 洋一    

 

委員 29 名中 出席者 24 名 定足数 14 名

講師以上 21 名中 出席者 16 名 定足数 14 名

  海外出張者 1 名 

 

【報告・連絡事項】 

１. 寺田専攻長より、専攻長会議の報告があった。 

(1) 介護等体験、教育実習のマナーについての注意喚起があった。 

(2) 大学院入学者数修士課程 32名、博士課程 3名の報告があった。 

(3) 運用ポストについての報告があった。 

２. 寺田専攻長より、各種日程について報告があった。 

(1) 大学院入試説明会 6月 2日 

(2) オープンキャンパス 8月 9日 

(3) 夏季休業 8月 13日～15日 

(4) 大学院合同入試 8月 28日～30日 

(5) 佐々木研集中講義 9月 6，7日 

(6) 大学院二次募集 10月 27日 

３. 寺田専攻長より、教員の業績評価の協力要請があった。 

４. 寺田専攻長より、年次報告書作成の日程について報告があった。 

５. 寺田専攻長より、秘書室体制について報告があった。 

６. 湯川情報資料室運営委員より、エルゼビア電子ジャーナルについて報告があった。 

７. 松尾前 ODINS 委員より、専攻 ODINS の運用について報告があった。 

８. 中嶋物理学科 TA担当より、TA制度について報告があった。 

９. 湯川研修旅行副担当より、物理学科研修旅行の報告があった。 

１０. 久富理学部ブロック安全衛生委員長より、交通規制について報告があった。 

 

 

【審議事項】 

１. 佐伯氏より、１階ロビーのポスターについて修正案が示され、議論の後了承された。 

 

 

【次回予定】 教室会議： 2018 年 5月 24 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №321 
【日 時】 2018 年 5月 24 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 谷口 年史 【記 録】 横田勝一郎 

【出席者】 

寺田健太郎 近藤 忠 佐々木 晶 芝井 広  

中嶋 悟 長峯健太郎 松本 浩典   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 林田 清 

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 河井 洋輔 木村 淳   

境家 達弘 中山 典子    

オブザーバー 中井 光男 BAIOTTI Luca   

委員 29 名中 出席者 22 名 定足数 15 名

講師以上 21 名中 出席者 17 名 定足数 14 名

  海外出張者 1 名 

【報告・連絡事項】 

１. 寺田専攻長より、専攻長会議の報告があった。 

(1) 理学研究科・理学部ハラスメント研修会の開催について報告があった。 

教員向け 7月 5日の 15 時開催 

(2) 平成 30年度博士課程教育リーディングプログラム履修生（1名）について報告があった。 

(3) 理学研究科 International Summer Program について報告があった。8月 20日-23 日を宇宙地球で

担当する。 

(4) 大学院学生（1名）の異動について報告があった。 

(5) 大学院学生（1名）の研究指導の委託について報告があった。 

(6) 特別聴講学生（留学生）（1名）の受入れについて報告があった。 

(7) 特別研究学生（留学生）（1名）の受入れについて報告があった。 

２. 寺田専攻長より、各種日程について 

(1) 大学院入試説明会 6月 2日 

(2) オープンキャンパス 8月 9日 

(3) 夏季休暇 8月 13日―15日 

(4) 大学院合同入試 8月 28日―30日 

(5) 停電 8月 26 日、11月 25 日 

３. 寺田専攻長より、人事について（X線天文助教と芝井研秘書）報告があった。 

４. 植田前国際交流委員より、Double Degree Program の規約制定の状況について、報告があった。 

５. その他 

(1) 寺田専攻長より、学術振興会国際共同研究事業（ドイツとの国際共同プログラム）への応募の報告

があった。 

(2) 寺田専攻長より、国立大学フェスタへの応募者の問い合わせがあった。 

(3) 寺田専攻長より、情報セキュリティへの注意喚起があった。 

(4) 廣野オープンキャンパス委員より、オープンキャンパス開催について報告があった。 

(5) 松本大学院教務委員より、国際性涵養科目について報告があった。 

【審議事項】 

１. 木村 ODINS 委員より、Esstop のメールサーバ廃止が示され、議論の後了承された。廃止の場合の移行先

案としてキャンパスメールと外部委託が示された。 

２. 林田教務委員より、演義 1単位化への意見集約があった。 

３. 宇宙地球科学専攻運営について（申し合わせ）を確認した。 

【次回予定】 教室会議： 2018 年 6月 14 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №322 
【日 時】 2018 年 6月 14 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 横田勝一郎 【記 録】 佐伯 和人 

【出席者】 

寺田健太郎 川村 光 近藤 忠 佐々木 晶   

住 貴宏 中嶋 悟 長峯健太郎 松本 浩典   

大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 久冨 修   

廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 横田勝一郎  

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 木村 淳   

境家 達弘 富田 賢吾 中山 典子    

オブザーバー 中井 光男     

委員 29 名中 出席者 24 名 定足数 15 名

講師以上 21 名中 出席者 17 名 定足数 14 名

  海外出張者 2 名 

 

【報告・連絡事項】 

１． 寺田専攻長より以下の専攻長会議の報告があった。 

(1) 郵便物の集荷サービス見直しについて 

(2) 平成３０年度専攻予算配分について宇宙地球科学専攻分が確定したことについて 

(3) エルゼビア社電子ジャーナルの購読希望タイトルリストの採択状況について 

(4) International Summer Program が 8月 20～22 日に実施される旨 

(5) 大学院研究生を海外より 2名 10月より 5カ月間受け入れる旨 

(6) 教員基礎データベースについて 6月末まで入力完了するように要請があった。 

(7) 人事について秘書選考の現状について 

２． 寺田専攻長より、各種日程について報告があった。 

  6 月 28 日 学部・大学院生ハラスメント研修会 

  7 月 5日 教職員ハラスメント研修会 

  8 月 9日 オープンキャンパス 

  8 月 26 日 停電 

  8 月 28 日～30日 大学院入試 

３． 大阪市立科学館展示部ブースについて（社学連携委員） 

寺田社学連携委員長より、大阪市立科学館との連携として大阪大学理学部として研究成果を紹介する 

展示ブースを引き受けることになった旨の報告と、展示企画への協力の要請があった。 

４． 木村 ODINS 委員より、専攻メールサーバー停止後のメール運用方針についてのアンケートの結果と、 

キャンパスメールへの移行手続きについての報告があった。 

【審議事項】 

１． 人事について、Ｘ線天文学グループの助教人事の候補者について松本選考委員長、住委員、寺田委員、

長峯委員より報告があった。6月 28日（木）の臨時教室会議において投票を行う。 

また、新教授人事の人事委員会を立ち上げる旨提案があり、承認された。 

選考委員会として、長峯委員長、佐々木、近藤、松本、住、寺田、黒木（物理）各委員が提案され、 

承認された。 

 

【次回予定】 臨時教室会議： 2018 年 6月 28 日（木） 17：00～／F313 

 教室会議： 2018 年 7月 19 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 臨時教室会議議事録  №323 
【日 時】 2018 年 6月 28 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 佐伯 和人 【記 録】 谷口 年史 

【出席者】 

寺田健太郎 川村 光 近藤 忠 芝井 広  

住 貴宏 中嶋 悟 長峯健太郎 松本 浩典   

植田 千秋 佐伯 和人 谷口 年史 林田 清  

久冨 修 藤田 裕 山中 千博    

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔    

境家 達弘 富田 賢吾     

オブザーバー      

 

委員 29 名中 出席者 20 名 定足数 14 名

講師以上 21 名中 出席者 15 名 定足数 14 名

  海外出張者 2 名 

 

【報告・連絡事項】 

１．寺田専攻長より、「6.18」の地震の被害状況について、報告があった。 

２．寺田専攻長より、専攻秘書人事について、報告があった。 

３．住広報委員より、島根県立出雲高等学校よりの模擬授業、施設見学（10月 2日、4日）対応の依頼があ

り、佐々木、河井、山中、谷口が対応することになった。 

 

【審議事項】 

１．X線天文グループ助教候補者 野田 博文 氏について、松本人事委員会委員長より説明があった。 

その後投票が行われ、この人事案は可決・承認された。 

２．芝井理学部入試委員より、学部入試制度改革について、回答案が示され議論の後承認された。 

３．長峯大学院教育教務委員より、 新カリキュラムの科目について説明があり、議論がなされた。 

４．寺田専攻長より、TA経費の負担について説明があり、議論がなされた。 

 

 

【次回予定】 教室会議： 2018 年 7月 19 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №324 
【日 時】 2018 年 7月 19 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 谷口 年史 【記 録】 横田勝一郎 

【出席者】 

寺田健太郎 近藤 忠 芝井 広    

住 貴宏 中嶋 悟 長峯健太郎 松本 浩典   

大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 林田 清   

久冨 修 廣野 哲朗 湯川 諭 横田勝一郎   

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 木村 淳   

境家 達弘 富田 賢吾 中山 典子    

オブザーバー 中井 光男     

委員 29 名中 出席者 22 名 定足数 13 名

講師以上 21 名中 出席者 15 名 定足数 14 名

  海外出張者 4 名 

 

新秘書（2名）の挨拶が行われた。 

 

【報告・連絡事項】 

１． 寺田専攻長より以下の専攻長会議の報告があった。 

(1) 大阪北部地震による被害に対する措置について 

(2) ○付教員ポストの平成３１年度大学への留保について 

(3) 大学院学生の異動について （2名->カルフォルニアデービス校） 

(4) 大学院学生の研究指導の委託について （1名→メリーランド大学） 

(5) 博士学位授与申請者の審査付託について（課程博士）1名 

(6) 特別聴講学生（留学生）の受入れについて 2名 

２． 寺田専攻長より 10 月 4 日カリフォルニア工科大学 チャールズ・エラチ博士来阪＆講演会について報告

があった。学生を 100 名以上集める必要がある。 

３． 寺田専攻長より集中講義の日程について連絡があった。 

9月 6～7日 神戸大 保井みなみ先生 

10 月 24～26 日 大阪府立大 大西利和先生 

４． 寺田専攻長より人事について報告があった。秘書 2名の退職及び新秘書 2名の着任、新助教は 10月 1日

着任予定。 

５． その他 

 寺田専攻長より以下の報告があった。 

バンデグラフが放射線管理区域から外れた。 

コンプライアンス教育 9月教室会議に行う（全員が受講する必要がある）。 

8/9 オープンキャンパス 研究室公開は終日行う。 

 大高教務委員より先端物理宇宙地球科学輪講（金曜 4限）5コマの依頼があった。 

湯川情報資料室運営委員より購入希望図書の聞き取りがあった。 

【審議事項】 

１． 寺田専攻長より今年度の専攻予算計画について配分額等が提示され、承認された。 

２． その他 

 

【次回予定】 教室会議： 2018 年 9月 13 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №325 
【日 時】 2018 年 9月 13 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 横田勝一郎 【記 録】 佐伯 和人 

【出席者】 

寺田健太郎 川村 光 近藤 忠 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 寺崎 英紀 林田 清 

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭 横田勝一郎  

青山 和司 桂  誠 木村 淳 境家 達弘   

オブザーバー 中井 光男     

委員 29 名中 出席者 19 名 定足数 15 名

講師以上 21 名中 出席者 15 名 定足数 14 名

  海外出張者 0 名 

 

【報告・連絡事項】 

 

１． 専攻長より以下の報告があった 

(1) 台風の被害状況について報告があった。 

(2) 30 年度の理学研究科執行部体制(8/26 付け)について報告があった。 

(3) 次期研究科長候補者選考について 1次選挙が 11月 15，16，19 日に B102 にて、2次選挙が 11月

28 日に D501 にて行われることについて報告があった。 

(4) 平成 30年度秋冬学期入試日程などの見直しが要請されていることについて報告があった。 

(5) 研究科／専攻／学部の教育目標／ポリシーを新たな書式にあわせて改定するように要請されてい

ることについて報告があった。 

(6) コンプライアンス教育を教職員全員に９月末までにするように要請があった。 

(7) 人事について教授人事募集が進んでいることについて、また、X線天文学グループに 10月 1日付

で野田博文氏が着任される件について報告があった。 

(8) 10 月 4日 チャールズ・エラチ博士の講演会について内容の紹介と、参加奨励の要請があった。 

(9) 来年度のオープンキャンパスについて模擬講義の追加要請があった。 

(10) 院試の結果が報告された。 

(11) 9 月の学位授与式にて近藤研の田窪氏が代表として授与を受ける旨報告があった。 

(12) 大学院生の移動について休学 3件退学 2件ある旨報告があった。 

 

２．各種日程について 

10 月 3日 4限 防災教育 

10 月 11 日 13 時 30 分 避難訓練・消火器訓練 

10 月 24 日～26 日 大西和利先生（大阪府大）の集中講義 

10 月 27 日 院試 2次募集 

 

３．その他 

・木村 ODINS 委員より、9月 26日にキャンパスメールに移行する旨報告があった。 

・長峯大学院教育教務委員より来年度の大学院講義の時間割を提出した旨報告があった。 

 

【次回予定】 教室会議： 2018 年 10 月 25 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №326 
【日 時】 2018 年 10 月 25 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 佐伯 和人 【記 録】 谷口 年史 

【出席者】 

寺田健太郎 川村 光 近藤 忠 佐々木 晶 芝井 広  

住 貴宏 中嶋 悟 長峯健太郎 松本 浩典   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 寺崎 英紀 林田 清 

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭 横田勝一郎  

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘   

中山 典子 野田 博文 松尾 太郎    

オブザーバー 中井 光男     

委員 30 名中 出席者 27 名 定足数 15 名

講師以上 21 名中 出席者 20 名 定足数 14 名

  海外出張者 1 名 

 

【報告・連絡事項】 

１． 専攻長よりの報告事項 

(1) 今年度 大阪大学賞を富田氏が受賞した旨報告があった。 

(2) 指定国立大学に採択された旨報告があった。 

(3) 『大阪大学共創フェスティバル』についての紹介があった。 

(4) 情報セキュリティ研修の受講要請があった。 

２． 住氏より、アストロバイオロジーセンターおよび南アフリカ天文台との覚書締結について紹介があっ

た。 

３． 専攻長より各種日程について報告があった。 

10 月 27 日 大学院二次募集 

11 月 15,16,19 日 研究科長一次選挙 

11 月 28 日 研究科長二次選挙 

1月 19,20 日 センター試験 

教室会議日程 11 月 22 日、12月 13 日、1月 24日、2月 21日、3月 14日 

４． 長峯大学院教育教務委員より、学生便覧の改訂について報告があった。 

５． 佐々木物理学科教務委員より、講義担当などについての報告があった。 

  

【審議事項】 

１． 境家放射線障害防止委員長から、放射線障害防止委員会の廃止に関する説明があり、承認された。 

２． 専攻長より、専攻の教授人事について候補者の説明があり、議論がなされた。この人事は 11月 1日の

臨時教室会議で投票に付される。 

３． 専攻長より、地学オリンピック冊子への専攻紹介の掲載について提案が有り、掲載が承認された。 

４． 長峯大学院教育教務委員より、大学院科目（高度教養教育科目）としての他部局学生の受け入れ可能人

数に関して提案があり、5名程度とすることが承認された。 

５． 林田社学連携委員よりサイエンスナイト講師選出の提案があり、住氏に決定した。 

 

【次回予定】 臨時教室会議： 

教室会議： 

2018 年 11 月 1日（木） 17:00～ F313 

2018 年 11 月 22 日（木） 17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 臨時教室会議議事録  №327 
【日 時】 2018 年 11 月 1日（木）17：00～ F313 

【議 長】 谷口 年史 【記 録】 横田勝一郎 

【出席者】 

寺田健太郎 川村 光 近藤 忠 佐々木 晶   

芝井 広 中嶋 悟 長峯健太郎 松本 浩典   

植田 千秋 大高 理 谷口 年史 寺崎 英紀 林田 清  

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭 横田勝一郎  

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔    

木村 淳 富田 賢吾 野田 博文    

      

 

委員 30 名中 出席者 24 名 定足数 15 名

講師以上 21 名中 出席者 18 名 定足数 14 名

  海外出張者 0 名 

 

 

【報告・連絡事項】 

１. 佐々木物理学科教務委員長より来年度から入学者のノート PC必携化に関する報告があった。 

２． 久冨理学部ブロック安全衛生委員長より車両通行禁止予定区画について報告があった。 

 

【審議事項】 

１． 寺田専攻長より理論物質学グループ教授人事提案があり、候補者 波多野 恭弘氏について長峯人事委員

会委員長より説明があった。その後投票が行われ、この人事案は可決・承認された。 

 

 

【次回予定】 教室会議： 2018 年 11 月 22 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議 議事録  №328 
【日 時】 2018 年 11 月 22 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 谷口 年史 【記 録】 佐伯 和人 

【出席者】 

寺田健太郎 近藤 忠 佐々木 晶 芝井 広  

住 貴宏 中嶋 悟 長峯健太郎   

大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 寺崎 英紀 林田 清 

廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭 

桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 野田 博文 

オブザーバー 中井 光男  

委員 30 名中 出席者 20 名 定足数 14 名

講師以上 21 名中 出席者 15 名 定足数 14 名

  海外出張者 3 名 

【報告・連絡事項】 

１. 寺田専攻長より、以下の専攻長会議の報告などがあった。 

(1) 大阪北部地震被害対策の補正予算がついた旨報告があった。 

(2) 教育基盤経費と間接経費の追加配分があった旨報告があった。 

(3) 総長裁量経費による研究科への追加配分の活用について集まったアイデアの紹介があった。 

(4) 阪大の評価向上のために投稿論文数を確保するよう要請があった。 

(5) e-Learning の受講要請があった。 

(6) 男女共同参画アンケートへの協力要請があった。  

２．寺田専攻長より、事務室のファックスの代わりに今後はコピー機のファックス機能を使うよう要請があっ

た。 

３．芝井・長峯両氏より、国際天文学連合（IAU）シンポジウム開催について報告があった。 

４．芝井氏より、教務用 Copy カードの使用法について使用範囲の再確認があった。 

５．日程確認など 

 11 月 25 日 計画停電 

11 月 28 日 研究科長選第二次選挙 

 12 月 20 日 理学部懇話会 

 12 月 21 日 物理学専攻・宇宙地球科学専攻合同忘年会 

 1 月 19 日、20 日 センター試験 

 2 月 2日（土）卒業研究発表会 

 2 月 5～7日 博士論文公聴会 

 2 月 12、13 日 修士論文研究発表会 

 2 月 13 日 修士論文判定会議 

６．寺崎国際交流委員より災害時の留学生の安否確認について、大学院生については各研究室で安否確認がで

きるようにしておくよう要請があった。 

【審議事項】 

１. 寺田専攻長より、年度途中で出入りした教員／学生の予算人頭配分について、年度末に調整してはどう

かという提案があり、承認された。学生は滞在期間で月割、教員が入った場合は月割り、教員が出た場合

の回収はしない。適用は今年度からとする。 

長峯氏より、来年度の非常勤講師の経費について、例年通り専攻の人件費から支出して良いか確認願いが

あり、承認された。 

【次回予定】 教室会議： 2018 年 12 月 13 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議 議事録  №329 
【日 時】 2018 年 12 月 13 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 佐伯 和人 【記 録】 横田勝一郎 

【出席者】 

寺田健太郎 近藤 忠 芝井 広  

住 貴宏 中嶋 悟 長峯健太郎 松本 浩典   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 寺崎 英紀 林田 清 

久冨 修 藤田 裕 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 桂  誠 木村 淳 境家 達弘  

オブザーバー 中井 光男 

 

委員 30 名中 出席者 20 名 定足数 13 名

講師以上 21 名中 出席者 16 名 定足数 13 名

  海外出張者 4 名 

 

【報告・連絡事項】 

１． 寺田専攻長より、以下の専攻長会議の報告などがあった。 

(1) 部局評価における追加配分予算の配分等 

(2) 学部研究生の受け入れについて（赤外線天文学研究室） 

(3) 教授人事について、波多野先生の着任が承諾された旨 

(4) 情報セキュリティーに関する通達について 

２． 寺田専攻長より、学部入試委員会・AO入試実施に関する報告があった。 

３． 寺田専攻長より、修論提出締め切り（2月 1日と 4日）について報告があった。 

４． 寺田専攻長より、卒業研究発表会／修論発表会について報告があった。(担当は松本研/赤外線天文学研) 

５． 寺田専攻長より、研究科長選挙の結果について報告があった。 

６． 日程確認について 

12 月 18 日 大阪大学豊中地区研究交流会 

 12 月 20 日 理学部懇話会 

 12 月 21 日 物理学専攻・宇宙地球科学専攻合同忘年会 

 1 月 19 日、20 日 センター試験 

 2 月 2日（土）卒業研究発表会 

 2 月 5～7日 博士論文公聴会 

 2 月 12、13 日 修士論文研究発表会 

2月 13日 修士論文判定会議 

【審議事項】 

１． 寺田専攻長より、追加配分の用途について提案（F313：プロジェクタ設置、F227：液晶 TV 設置、F 棟玄

関・ロビーのドア及び椅子机、物理学実験の物品整備更新）があり、承認された。 

２． 寺田専攻長より、JpGU への出展に関する提案があり、出展無しで承認された。 

３． 寺田専攻長より、日本学術会議からの標本調査依頼を受けた旨の報告があり、理学部標本は不明と回答

することで承認された。 

  

 

【次回予定】 教室会議： 2018 年 1月 24 日（木） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議 議事録  №330 
【日 時】 2019 年 1月 24 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 横田勝一郎 【記 録】 谷口 年史 

【出席者】 

寺田健太郎 近藤 忠 佐々木 晶 芝井 広  

住 貴宏 中嶋 悟 長峯健太郎   

大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 寺崎 英紀 林田 清 

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘  

中山 典子 野田 博文   

オブザーバー 中井 光男  

 

委員 30 名中 出席者 24 名 定足数 14 名

講師以上 21 名中 出席者 18 名 定足数 14 名

  海外出張者 2 名 

 

【報告・連絡事項】 

１． 寺田専攻長より、以下の専攻長会議等の報告があった。 

(1) 概算要求の採択 

(2) 建物の改修工事 

(3) 博士課程申請者 

(4) 平成 30年度理学研究科執行部体制変更 

(5) 部局評価に用いる「全学的に重視する指標」の変更内容 

２． 寺田専攻長より、ゴミの分別方法の変更について報告があった。 

３． 寺田専攻長より、F棟の整備について報告があった。 

４． 寺田専攻長より、専攻の追加配分について報告があった。 

５． 寺田専攻長より、４月以降の秘書体制について報告があった。 

６． 日程確認 

(1) 2 月 2日 卒論発表会 

(2) 2 月 4日 修士論文事務提出〆切 

(3) 2 月 7日 ダイバーシティ講演会 

(4) 2 月 5日～7日 博士論文公聴会 

(5) 2 月 12 日～13 日 修士論文発表会 

(6) 3 月 8日 研究交流セミナー 

７． 湯川情報資料室運営委員より、総合図書館不要決定対象資料リストについて報告があった。 

８． 長峯大学院教育教務委員より、来年度開講科目、集中講義について報告があった。 

９． 長峯大学院教育教務委員より、再入学について報告があった。 

１０． 長峯大学院教育教務委員より、博士後期課程入学希望者の事前審査について報告があった。 

       

【審議事項】 

１. 寺田専攻長より提案があり、来年度専攻長を長峯氏にすることが承認された。 

  

【次回予定】 教室会議： 2019 年 2月 21 日（木） 17：00～／F313 

 -154-



宇宙地球科学専攻 教室会議 議事録  №331 
【日 時】 2019 年 2月 21 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 谷口 年史 【記 録】 佐伯 和人 

【出席者】 

寺田健太郎 近藤 忠 芝井 広  

住 貴宏 中嶋 悟 長峯健太郎 松本 浩典   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 寺崎 英紀 林田 清 

廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 河井 洋輔 境家 達弘  

中山 典子 野田 博文   

オブザーバー 中井 光男 岩﨑 一成  

委員 30 名中 出席者 23 名 定足数 14 名

講師以上 21 名中 出席者 18 名 定足数 14 名

  海外出張者 2 名 

【報告・連絡事項】 

１. 岩﨑一成特任助教より国立天文台への異動の挨拶があった。 

２. 寺田専攻長より専攻長会議等の以下の報告があった。 

(1) 来年度の宇宙地球科学専攻専攻長が長峯先生に、物理学科長が長峯先生に決まった旨報告があっ

た。 

(2) 個別学力検査への協力依頼があった。 

(3) 林田先生の JAXA とのクロスアポイントメントが承認された旨報告があった。 

(4) 教員の自己評価の評価項目の加算比率の変更要望を受け付ける旨報告があった。 

(5) 学部学生と大学院生の異動について報告があった。 

(6) 2 月 28 日付けで諸手当・共済等の部署が廃止となり、人事係・経理係に振り分けられる旨報告があ

った。 

(7) シラバスの内容確認について報告があった。 

３. 寺田専攻長より４月以降の秘書体制について報告があった。 

４. 寺田専攻長より新年度委員担当決めへの協力要請があった。 

５. 各種日程確認 

3月 8日 理学研究フォーラム／研究交流セミナー 

3月 16日（土）断水 

3月 25 日 卒業式 

4月 1日 学部オリエンテーション 

4 月 2日 入学式 

4月 3日 大学院オリエンテーション 

６. 長峯大学院教育教務委員より、 

(1) 授業担当教員名簿確認の要請があった。 

(2) 奨学金返還免除申請書類の提出が完了した旨報告があった。 

(3) 宇宙地球科学専攻の博士前期課程再入学試験 が 2月 18 日に行われた旨報告があった。 

 

【審議事項】 

１. F 棟の工事日程など。F313 のプロジェクタ、扉工事について 

(1) 寺田専攻長より F313 の工事日程 は 3月 1日になったとの報告があった。 

(2) また、ロビーの扉工事について 3月 9日、10日に依頼する案が示され、承認された。 

 

 【次回予定】 教室会議： 2019 年 3月 11 日（月） 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議 議事録  №332 
【日 時】 2019 年 3月 11 日（月）17：00～ F313 

【議 長】 佐伯 和人 【記 録】 横田勝一郎 

【出席者】 

寺田健太郎 近藤 忠 芝井 広 長峯健太郎 松本 浩典 

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 林田 清 

久冨 修 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 横田勝一郎 

桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 野田 博文 

オブザーバー 中井 光男   

 

委員 30 名中 出席者 20 名 定足数 14 名

講師以上 21 名中 出席者 15 名 定足数 14 名

  海外出張者 3 名 

 

【報告・連絡事項】 

１. 秘書・土屋さんより退職の挨拶があった。 

２. 寺田専攻長より専攻長会議等について以下の報告があった。 

(1) 4 月 2日入学式・保護者懇談会について 

(2) 理学研究科心理カウンセラーの着任について 

(3) 学部生と大学院生の異動・休学・退学について 

３. 寺田専攻長より F棟ロビーの円卓デザイン等について報告があった。 

４. 今後の日程 

3月 16日 断水 

3 月 23 日 扉工事 

3 月 25 日 卒業式 

4月 1日  学部オリエンテーション 

4月 2日  入学式 

4 月 3日  大学院オリエンテーション 

5月 25日 大学院入試説明会 

５. その他     

(1) 寺田専攻長より 4月 1日以降の秘書体制について報告があった。 

(2) 佐伯准教授よりスライディングルーフと赤道儀架台の府立茨木高等学校への譲渡について、報告が

あった。 

 

【審議事項】 

１. 寺田専攻長より各種委員について来年度役割分担表が配布され、承認された。 

２. 寺田専攻長より教授人事の開始について提案があり、承認された。また人事委員会（松本（委員長）、

近藤、佐々木、住、長峯、寺田、波多野、木村真一）について提案があり、承認された。 

【次回予定】 教室会議： 2019 年 4月 18 日（木） 17：00～／F313 
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Ｆ棟エントランス ロビーについて 

 

理学部Ｆ棟の建設計画は平成2年(1990年)から開始された。昭和39年(1964年)に建設された理学部建

物の老朽化に伴い、学部全体の改築および新造が計画されたが、Ｆ棟はその端緒になるべく、階段教

室、オープンスペースの研究室、天体望遠鏡をもつ天文ドームなど、当時としては斬新なプランが立

てられた。しかしながら、予算や基準面積の縛り、非常時の避難経路の確保など種々の制限により、

通常構造の部屋配置を有する現Ｆ棟の西半分の建物が竣工された。以来、理学部物理系・宇宙地球科

学科の時代を経て、大学院重点化以降は、主に宇宙地球科学専攻が使用している。 

Ｆ棟玄関については、池谷元伺教授（当時・故人）などの発案で、新しい学科の象徴的な存在として、

アピール性のある装飾を施すことが議論され、地球科学的に興味ある石材を具象化したデザインが採用

された。このときの内装関係の資金上の問題は、理学部Ｆ棟の建設担当であった㈱五洋建設のご厚意、

委任経理金の支援、有志の方々のご寄附によりまかなわれた。これらの天然石材は、21 億年前に形成さ

れた世界最大の貫入岩体を構成する斑れい岩、12 億年前の波の痕の化石、10 億年前に炭酸ガスを固定

したシアノバクテリアが作ったストロマトライト、プレートテクトニクスの考えに先駆けた地層逆転構

造で有名な秋吉台の石炭岩（フリズナ・腕足貝化石入り）などがあり、地球の歴史を伝える貴重な試料

が多数展示されている。 

 2004年（16年度）には、これに加えて、「本専攻のテーマたる宇宙と地球をイメージできるもの、

および手に触れることのできる地球科学的試料」というコンセプトのもとに、岩石鉱物試料・大型化

石プレート・マチカネワニ顎部のレプリカ展示、Ｆ棟エントランス天井部分への星図表示、専攻名の

入ったプレートの設置がおこなわれた。これは理学研究科「平成16年度競争資金に係る間接経費執行

計画」における「Ｆ棟エントランス玄関ロビーの学生の教育・啓蒙目的での整備」に基づくものであ

る（委員：𡈽山明、山中千博、佐伯和人、小柳光正、鳥居研一）。これらは、大学祭、オープンキャ

ンパス、オリエンテーションや講義、公開講座の折りに紹介、説明され、教育研究や広報活動の面で

役立っている。 

 

１）岩石鉱物試料 

 壁面石材以外のもので、地球科学的に興味ある岩石・鉱物試料を各15点選定した。独立行政法人・

産業技術総合研究所・地質標本館には一部の鉱物標本の寄贈をお願いした。豊遥秋博士（地質標本館

前館長・当時）には標本寄付を仲介していただいた。地球内部のマントルからもたらされたカンラン

岩や太古の超苦鉄質岩（コマチアイト）、世界最古の岩石のひとつであるカナダ・アキャスタ地域の

片麻岩（39.6億年前）、1990年代に噴火した雲仙普賢岳の岩石（デイサイト）、縄文～古墳時代の権

威の象徴であった糸魚川の翡翠（ひすい）、大型水晶、かつては資源大国であった明治～昭和初期の

日本を象徴する鉱石標本（日立鉱山産硫化鉄鉱・北海道稲倉石鉱山産菱マンガン鉱）などである。 

 

２）大型化石プレート 

 平成7年(1995年)に故池谷名誉教授が、ドイツ（ボン）の地質標本業者Horst Burkard Mineralien 

Fossilien, より購入した3点の化石プレートの展示が実現した。試料はそれぞれ、カンブリア紀中期

の三葉虫（Acadoparadoxides briareus）、デボン紀の直角貝化石（Orthoceras Fossil Plate）、お

よびアンモナイト（Ammonite: Clymenia plate with Orthoceras）で、モロッコ、サハラ付近の産で

ある。 
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３）マチカネワニ上顎・下顎部 

 マチカネワニは理学部の建設地から昭和39年（1964年）に発掘された日本で初めて発見されたワニ

類の化石であり、現在大阪大学総合学術博物館待兼山修学館に実物と復元骨格が展示されている。Ｆ

棟玄関には、上顎のレプリカ（ガラスケース入り）と下顎のレプリカを展示している。冨田幸光国立

科学博物館地学研究部古生物第三研究室長には同博物館のレプリカ作成室でマチカネワニ下顎レプリ

カの作成にご尽力いただいたほか、展示方法に関して様々なアドバイスをいただいた。実際の製作は

レプリカ作成室円尾博美氏にお世話になった。また江口太郎教授（当時、大阪大学総合学術博物館

長）にはレプリカを作るためのマチカネワニの原型データの提供や、解説のための各種資料を提供い

ただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            マチカネワニ下顎部  

４）天井星図 

 東洋や西洋の歴史的な星図、装飾的な星図等、色々な可能性を議論した後に、現代の科学教育とい

う観点から、実用的な星座早見盤のデザインを選定した。これは日本天文学会編、三省堂刊の「世界

星図早見」の北天の星図に基づいた。この図版の特徴は 4.5等星より明るい約900の恒星、天の川と星

座等が星表のデータに基づいてコンピュータで忠実に描かれていることである。(株)三省堂と日本天

文学会には、図案の使用を快諾頂いた。 

 

５）専攻名プレート（1200×300×30mm） 

 ステンレス製SUS304 のプレートに文字高さ100mmで「宇宙地球科学研究棟」と、縦にレーザー切文

字加工したもの。平成29年(2017年)より、入口自動扉のガラス部に建物の正式名称である「理学・F

棟」のサインも追加された。 

 

展示内容に関しては、今後も機会あるごとに内容の充実と更新を行う考えである。このロビーが、

文字通り「開かれた大阪大学・宇宙地球科学専攻の玄関」となることを期待したい。平成7年(1995年)

におけるＦ棟玄関ロビーの整備については当時の学科パンフレット「未踏のフロンティア」p18-23に

詳しい写真と説明がある。ここに改めて、国費でまかなえなかった部分をご寄付頂いた個人、団体、

企業の名を記して、感謝を申し上げたい。 

 裏 克己（阪大名誉教授）、金森順次郎（元阪大総長）、理学部同窓会、宇宙地球科学科有志 

大和地質研究所、日本電子、住友特殊金属、日本ペイント、サンハイ、オクエンテール 
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